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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　もくじ









第一話　秘密を込めたサプライズデート

幕間　暴走気味のワンワンエクスタシー

第二話　命懸けのラストスパート

あとがき












第一話　秘密を込めたサプライズデート







　俺おれ――砂さ戸ど太た郎ろうは、第二ボランティア部の部室の扉を開けた。

　部室の中には、超絶的な美少女の姿が。

　彼女は第二ボランティア部の部長である石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　そして、石動先輩は……

　なぜか部室の中で体操服を着ていた。

　上は半はん袖そでの体操服、下はブルマという格好である。

「おい、ブタロウ！」

　先輩の薄桃色の唇が開き、そこから鋭い声が発せられる。

「どうしようもない残念ブタであるあんたのために、この美緒さまが素晴らしいドＭ治療方法を考えてやったわ！　感謝しなさい！」

　えっへんと薄い胸を張りながら言う石動先輩。

　ああ、この人はまた残念で破天荒なドＭ治療方法を考えてきちゃったのか……

　うんざりした顔をする俺。

　そんな俺に向かって、先輩は、

「その治療方法とは――相撲すもうよ！」

　と、叫ぶように告げた。

「す、相撲？」

「そうよ！」

　にっと笑みを見せる。

「相撲がなぜドＭの治療に……」

　いつも以上に意味不明な治療方法だった。

　先輩は迷いのない表情で、

「相撲とはもともと神に奉納される神しん事じだったのよ！　で、相撲を取る力士は神じん通つう力りきを有する特別な存在だった！　四し股こを踏むことで、穢けがれ、邪気を払い、さらにはその土地に豊作や無む病びよう息そく災さいをもたらすと言われていた！」

「はあ……」

「つまり、力士とは、神聖なる神の依より代しろ的な存在であるというわけよ！」

　そこまで言うと、先輩は俺おれのほうをびしっと指さし、

「というわけで――あんたは力士になり、相撲すもうを取るのよ！」

「え……？」

「力士は穢けがれや邪気を払う存在！　そんな神聖な存在である力士になることができれば、あんたの中にあるえげつないほどの穢れであるドＭ体質も自然と浄化されるはず！　というわけで……」

　先輩は真剣な目で俺を見つめると、

「ブタロウ。いますぐ全裸になりなさい」

「べべっ!?　ぜ、全裸!?」

　な、なんで全裸に……

　しかもいますぐって……

　そんな恥ずかしいこと……はあ、はあ、はあ……

「ぜ、ぜぜ、全裸、すっぱだか、生まれたままの姿……オイラのきったない裸体を、お美しい美み緒おさまがまじまじと眺めてくださるってことですかあああぁ……侮ぶ蔑べつのまなざしでえええ……はあ、はあ、はあ……」

「てめえなに気持ちよくなってやがんだっ！　このクソブーちゃんが！」

「ごうもうぱふぃっ!?」

　どこからともなく取り出されたハリセンで思いっきり頬ほおを殴られる。

　はいいい、悦えつ楽らくいただきましたあああっ！　メルシー！

「全裸になって、この廻まわしを着けるのよ！」

　先輩は黒い廻しを掲かかげながら告げる。

　なるほど、廻しをね……

　どうでもいいけど、なんでその廻しには白地で『ドＭ横綱』なんて言葉が書いてあるのだろうか……

　うん、本当にどうでもいいけど……

　というわけで――

　俺は部室の隅でこそこそと全裸になり、廻しを着けた。

「うう、寒い……」

「よし！　じゃあ、力士になるために、相撲を取るわよ！」

　相撲を取る？

　いつの間にか部室の床に円形の線が描かれている。

　もしかして、この線は土俵を表しているのだろうか。

　石動いするぎ先輩は土俵の真ん中に立ち、

「ブタロウ！　あたしと勝負よ！」

「しょ、勝負？」

「そうよ！　あたしは神様！　神様であるこのあたしに相撲すもうで勝つことができたなら、神レベルの力士になれたという立派な証明！　だから、あたしに勝つためにがんばりなさい！」

　石動いするぎ先輩は自分のことを神様だと宣言している。

　本気で言っているのかはわからないが、ちょっとアレな感じの発言だった。

　先輩は土俵の上で四し股こを踏んでいる。かなり気合いの入った感じで。

　ここで逆らっても酷ひどい目に遭あうだけ。

　俺おれも仕方なく、土俵の上で四股を踏む。かなり投げやりな感じで。

「さて、塩をまくか……」

　つぶやいてから、先輩は土俵の外に盛もってあった塩を右手で掴つかむと――

　その塩を全力投球で俺の顔面にぶつけてきた。

「うおりやあああああ！」

「ごぼぱああああああ!?　塩が散弾銃のような勢いで眼球にいいいいいい！」

　えぐれちゃう！　塩の勢いで眼球えぐれちゃう！　イェイ！

「せ、先輩！」

　俺は大声を上げる。

「なんで塩を俺の顔面にぶつけるんですか!?　塩は土俵にまくものでしょうが！」

　怒鳴ってはいたが、快楽の余韻が残っていてえへえへ気持ち悪い笑みを浮かべてしまっていた。

　先輩はきょとんとした顔で、

「へ？　この塩って、相手への先制攻撃のために使うもんじゃないの？」

「ぜんぜん違います！」

　まったく、この人は……

　――改めて、土俵に向かい合って立つ。

　二人とも両りよう拳こぶしを床について、臨戦態勢。

　つーか、マジで先輩と相撲とらなきゃいけないのかよ。

「じゃあ、はっけよ～い……のこった！」

　そう自分で言うと同時。

　先輩がすごい速度で俺のほうに突っ込んできた。

「ぬ、ぬおっ!?」

　弾丸のように突進してきた先輩の体を、なんとか全身で受け止める。

「く……」

　土俵際まで一気に押し込まれる。

　こんな小さな体なのに、なんて力なんだ。

　俺おれと先輩は、がっぷり四つに組み付いた。

「くううううう……」

「うぬぬぬぬぬ……」

　と、そこで気付いた。

　がっぷり四つの状態。

　つまりそれは……

　なんというか、ほとんど抱き合っているような状態なわけで……

「あ、うう、おえお……」

　一気に顔が赤くなる。

　しかも、俺はほとんど裸の体。

　先輩の意外とやわらかい……というかいろいろやわらかすぎて困る体の感触を、全身の皮膚でダイレクトに感じてしまっているわけで、えっと……

　俺の胸に顔を埋うずめているような体勢だった先輩が、怪け訝げんそうに顔を上げる。

「なによ、ブタロウ。急に顔を赤くして、あと体も硬くなって……あ……」

　そこで先輩も気付いたのだろう。

　いまの俺たちの状態に。












「な、ぬ、の……ぺふ……」

　一瞬で顔を赤くした先輩。小さな唇をふるふる震わせながら、なんか意味不明なことをつぶやいている。

　そして、

「てめえなに相撲すもうにかこつけてセクハラかましてんだこのエロブタがあああああ！」

「ばぽうばあああああああああ――っ!?」

　先輩の理不尽で強烈な頭突きを顎あごに喰くらい、俺おれの頭部が仰のけ反ぞる。

　顎と頸けい椎ついが粉砕しそうなほどのデリシャスな衝撃！　グッドです！

「神聖な土俵の上でなに考えてやがんのよ！　おら、ツッパリツッパリ――ッ！」

「げぶうう！　どめんろぉ！」

　追撃のツッパリが俺の顔面を襲う！　何発も何発も！

「おらおら、ツッパリツッパリツッパリ――たまに猫だまし！　そしてまたツッパリツッパリツッパリツッパリツッパリ――ッ！」

「ぎゃぱああああああ！　猫だましを挟はさむ意味がわかりましぇえええええん！」

　絶え間なく続くツッパリハリケーン！　快楽のエクスプロージョンがわたくしという僭せん越えつな生き物を包み込んでくださっているっちゃー！　はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあはあはあはあ……あああああ、もう……




「もう、あまりの気持ちよさに全身の細胞が万ばん歳ざい三さん唱しようしてるぽおおおおお――――っ！」

　と、叫びながら上半身を起こしたところで――

　俺は夢から覚めた。

「……え？」

　窓からは陽光が斜めに侵入してきている。

　朝。

　ここは俺の部屋。

　そして、俺はベッドの上にいる。

「いまのは……夢だったのか……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　石動いするぎ先輩にめちゃくちゃなドＭ治療をされるという夢……

　なんで俺はそんなアホみたいな夢を……

　俺は片手で頭を抱かかえるようにしながら、

「ま、まさか……最近、ああいうドＭ治療を受けていなかったから、無意識のうちに体が欲して……」

　その欲求が夢という形に……

　俺おれはぶんぶんと首を横に振りながら、

「いやいやいや！　そんなわけない！　俺はハチャメチャなドＭ治療をずっと嫌がってたんだし！」

　夢に見るほど先輩のドＭ治療が恋しいなんて……

　ぐちゃぐちゃのボコボコにされたいと願ってるなんて……

　そんなの最悪すぎる。そして変態すぎる。

「た、たまたまだ。たまたまあんな夢を見ちゃっただけで……ん……？」

　そこで、俺は気付いた。

　俺の下半身にへばりつくようにして、小柄な女性が眠っていることに。

　さらさらの髪を肩ぐらいまで伸ばした、色の白い幼い顔立ちをした女性。

　その女性は寝息を立てながらもぞもぞ動き、俺のパジャマのズボンを脱がそうと――

「そいっちゃあああああああ！」

「んきゃあああ!?」

　俺はその小柄な女性――俺の残念姉貴である砂さ戸ど静しず香かをベッドの外に放ほうり投げた。

　俺はベッドの上に立つと、

「姉貴！　おまえまた俺のベッドに潜もぐり込みやがって！　もうやめろと何度も何度も何度も――」

「か、勘違いしないでよねっ！」

　俺の怒鳴り声の途中、姉貴が鋭い声で告げた。

「え……？」

　姉貴は両腕を組みながら、ぷいっと俺から顔を背そむけると、

「べつに、好きで太た郎ろうちゃんの布団に潜り込んだわけじゃないんだからっ！」

「好きで潜り込んだんじゃない……？」

　俺はぽかんとしながらつぶやく。

「昨日、わたしが寝ようとしたら、いきなり布団が爆発しちゃって……だから、しょうがなく太郎ちゃんの布団の中に潜り込んだんだよっ！」

「布団が爆発って……」

　なにその状況？

　あんたどっかのテロ組織に命を狙ねらわれたりしてるの？

「わたしだって嫌いや々いやだったんだから……うれしいとか、思ってなかったんだから……」

　姉貴はなんかそわそわした様子で、俺と目を合わせようともしない。微妙に顔が赤くなったりもしていた。

　なんだこの反応は……

　なんか気持ち悪いんですけど。

　それから、姉貴は俺おれを睨にらむように見ると、

「な、なんだよその目は!?」

「その目はと言われても……強しいて言えば、アホ姉貴を見るような目といいますか……」

「ほ、ほんとに嫌いや々いやだったんだよっ！　だって、わたしは……」

　姉貴は顔を赤くしたまま、ちょっと涙目になりながら、

「わたしは――太た郎ろうちゃんのことなんて、だいっ嫌いなんだからねっ！」

　と、大声で告げた。

「…………」

　だいっ嫌い。

　俺のことがだいっ嫌い……らしい。

「ああ、そうなのか」

　俺は普通の口く調ちようで言う。

「そうだよ。バカ」

「姉貴は俺のことが大嫌いなんだな」

「そ、そう言ったじゃない！」

「大嫌いだったら、もう布団の中に潜もぐり込んだりしないよな。一生」

「え？」

　姉貴がきょとんとした顔をする。

「あと、いきなり抱きついてきたり、風ふ呂ろを覗のぞこうとしたり、なんの脈絡もなく全裸になろうとしたり、俺の机の引き出しの中に自分のブラジャーとパンツを入れておくなんて意味不明なこともしないよな。だって俺のことが大嫌いなんだから」

「え？　ええ？　た、太郎ちゃん？」

「そんなに姉貴に嫌われてるとは知らなかったよ。本当に残念だ」

「あの、えっと……」

「というわけで、今後はお互いのために家の中で顔を合わせてもなるべく喋しやべらないようにしよ――」

「大ウソでごじゃりましたあああああああ――っっ！」

　姉貴は壁が振動するほどの大声で叫びながら、俺の胸に飛びついてきた。

　その勢いに押された俺はベッドの上に倒れ込む。

「ぬおうっ!?」

「だいっ嫌いなんてウソに決まってるよほんとは死ぬほどラブラブ愛してるし太郎ちゃんのアレを受精したいって毎日どころか毎分毎秒思ってるよおおおおお――――っっ！」

　姉貴は泣きじゃくりながら、顔面をぐりぐり俺の胸にこすりつけてくる。

「ああうぜえ！　わかった、もうわかったから離れろ！」

　俺おれは姉貴を引っぺがす。

　姉貴はえぐえぐ涙目になりながら、

「ぐす……ひどいこと言ってごめんね、太た郎ろうちゃん。こっちの太郎ちゃんもごめんね」

「なぜ俺の股こ間かんに向かってあやまる？」

　俺はため息をつき、

「つーか姉貴、さっきのアレはいったいなんだったんだ？　いきなり俺のことを嫌いって言ったり……」

　尋たずねると、姉貴はぐっと両りよう拳こぶしを握りしめ、

「アレはね――ツンデレだよっ！」

　と、言った。

「ツ、ツンデレ？」

「そうだよっ！」

　姉貴はむふーっと鼻息を漏もらしながらうなずく。

「ツンデレって……」

「普段はツンツンしてるけど、ほんとはその人のことが好きで、ふとしたときにデレが出ちゃう……そのギャップによる萌もえ萌もえな感じをツンデレというんだよっ！」

「それはなんとなく知ってるけど……なぜ姉貴が……」

「もちろん、太郎ちゃんに萌えてもらうためだよっ！」

　と、姉貴は告げる。

「ツンとデレのギャップによって太郎ちゃんにキュンキュンしてもらって、その勢いで一気にエロいことまでやっちゃいましょう作戦実行中だったんだけど……」

「アホか……」

「や、やっぱり太郎ちゃんにツンツンとか無理だよぉ！　だってお姉ちゃんはとっても素直で正直な女の子だもん！　だから直接的な愛情表現しか無理なのでドリャアア！」

「うお!?　こら、抱きつくのはやめろって！」

「太郎ちゃん太郎ちゃん大好きだよぉ！　お姉ちゃんは太郎ちゃんに一生デレデレデレーンだよぉ～っ！」

「お、おおう!?　自分の服を脱ぎながら同時に俺の服を脱がしていくというその器用な技はなんだ!?　無駄なスキルを発揮するなデヤァァァアッ！」

「きゃうううううん!?」

　いろいろやばい感じになっている姉貴を、乱暴に投げ捨てる。

　そのまま部屋の外に追い出し、ドアを閉めた。

「やれやれ、まったくあのバカ姉貴は――って、もうこんな時間!?」

　ベッドの枕まくら元もとにある時計を見てびっくり仰ぎよう天てん。

　やばい、どうでもいい茶ちや番ばんに時間を喰くいすぎた。

　俺おれは慌あわてて制服に着替え、階段を駆け下りる。

　ダイニングに向かう。

　母さんに、今日は学校に遅れそうだから朝ごはんを抜くと告げようとして……

　ぽかんとする。

「へ……？」

　ダイニングにある大きなテーブル。

　その上に、たくさんの靴下が置いてあった。

　それを見下ろしているのは、ふんわりした長い髪を首の後ろで結った女性――俺の母親である砂さ戸ど智とも子こだった。

「か、母さん？」

　全部で十足ぐらいだろうか。色とりどりの靴下が、二つそろえてとかではなくバラバラにテーブルの上に置かれている。

　その靴下はすべて……

　俺の所有物でございました。

　母さんはなんか怖いほどというかちょっと病的に見えるほど真剣な面おも持もちで、その靴下たちを見つめている。髪の毛の一本が唇に引っかかりながら下に垂れていて、それも不気味な感じに見えた。

　俺はその不可解な光景にちょっと恐怖を覚えながら、おずおずと、

「母さん、それ俺の靴下なんだけど……どうするんだ？　も、もしかして食べるのか？　いくら母さんでも靴下なんかを食べると腹を壊す――」

「キエエエエエエエエエ――ッッ！」

「――っ!?」

　俺はビクッとなる。

　母さんが奇声を発しながら、靴下を二枚、つかんだからだ。

　右手に一つ、左手に一つ。

　母さんはつかんだ靴下をまじまじと見つめ……

「うん、正解ですね……この二つは同じ種類の靴下です……」

「……？」

「靴下神経衰弱……いきなり正解してしまいました……これも、私の太た郎ろうさんへの深い愛情があってこそ……深い愛情……深しん愛あい……紅白出場おめでとう……」

「か、母さん、いったいなにを……靴下神経衰弱って……」

　つぶやくと。

　母さんはくるっと俺のほうを振り向いて、

「太た郎ろうさん……いまの私、怖いですか？」

「え？　あ、ああ、親子の縁を切りたくなるほど怖いけど……」

　そう告げると、

「やりました！　成功です！」

　母さんは急にいつもの笑顔を見せ、俺おれに抱きついてきた。ぎゅーっと。

「ちょ――か、母さん!?」

「ヤンデレ作戦、見事に成功しました！」

「ヤンデレ作戦……？」

「好きな人への病的なほどの愛情表現と行動！　そういうのをヤンデレといって、巷ちまたで人気らしいです！」

「巷で人気……」

　いったいどこの巷なのだろう。

「というわけで、私も精神的に病やんだ人……ヤンデレ状態となって太郎さんに接しようと思ったんです！　いま人気のヤンデレに便乗することによって太郎さんに好かれるために！　愛してもらうために！」

「いや、ただ怖かっただけなんですけど……」

　それに――

「母さん」

　俺は母さんの両肩に手を置き、その顔を見つめる。

「な、なんですか、太郎さん。そんなに真剣な顔をして。ハッ!?　も、もも、もしかして、私に愛の告白を……」

　母さんは顔を真っ赤にしながらもじもじしている。

　そんな母さんに向かって、俺は優しく告げた。

「母さんはさ……わざわざ病的な人を装よそおわなくても、充分に病的だから」

「へ……？」

「母さんはいまのままで充分に心が病んでるから。病気だから。クレイジーだから」

「あ、あれ、おかしいですね。愛の告白にしては言葉に刺とげがありすぎるような……」

「俺が言いたいのはそれだけだ。じゃあ、学校に行ってきます」

「えええええっ!?　た、太郎さん、愛の告白はいずこへ!?」

　叫ぶ母さんを残し、俺は玄関に向かった。




　自宅近くにある駅から十五分ほど電車に揺られる。

　桜さくら守もり駅で降り、そこから十分ほど歩いたところに、俺の通う私立桜守高校はあった。

「意外と余裕で間に合ったな……」

　うまい具合に電車に乗れたおかげで、わりと余裕で学校に着くことができた。母さんを簡単にあしらうことができたってのも大きいかも。

　桜さくら守もり高校の校門を抜ける。

　校門から昇降口まではゆるやかなスロープとなっていて、その両りよう脇わきには並木道のように桜の樹きが並んで立っていた。

　スロープを歩きながら、なんとなく右方向に視線を向ける。

　そちらの方向には、様々な部活の部室が並ぶ部室棟がある。

　その一番端っこにあるのは――

　第二ボランティア部の部室。

「…………」

　俺おれはその場で数秒間足を止めたあと、再び歩き出した。

　昇降口で上靴に履はき替え、校舎に。

　教室に入り、自分の席につく。

　すると、

「よぉ、太た郎ろう」

　俺の後ろの席に座る男子生徒が声をかけてきた。

　短めの髪を金色に染めた、小柄な男子。

　こいつは、俺の親友である葉は山やま辰たつ吉きちだった。

　不良にしか見えない外見だが、中身は超がつくほどの優等生で成績は常に学年トップクラス。あと料理部という外見に似合わない部活に入ったりもしている。女装趣味という変態的な趣味を持っていたりもする。

「おう辰吉、おはよ」

　俺は辰吉に挨あい拶さつをしたあと、視線を教室の後ろのほうに向ける。

　視線の先にいるのは――ショートカット気味の髪に、大きな瞳ひとみが印象的な女の子。

　彼女の名前は、結ゆう野の嵐あらし子こ。

　同じ中学出身、男性恐怖症で男性に触れるとその男性を殴ってしまうという習性を持っていて……あと……

　あと――俺の、彼女だったりする……

　俺の視線に気付いた結野が、その大きな瞳をこちらに向けてくる。

　結野は瞳をやわらかくゆるませると、かなり控えめな感じで俺に手を振ってきた。本当に控えめだったのに、結野は顔を真っ赤にしたりしていた。

　俺もそれに応こたえて、右手を軽く挙げる。

　……うん、俺もちょっと顔が熱くなってきた。

　これは微妙に恥ずかしいというかくすぐったい感じというか――

「――っ!?」

　いきなりの殺気。

　俺おれのドＭ体質がプルプル反応してしまうほどの、強烈な。

　その殺気の発生源さまは、ついさっきまで結ゆう野のと談笑をしていた人物。

　長い髪をツインテールにした、気の強そうな面おも持もちの女の子。

　その女の子が、尋常じゃないほどの殺意を込めながら俺を睨にらみ付けているのでした。

「あ……う、うう……」

　彼女は、間ま宮みや由ゆ美みさん。

　結野の親友で、あと辰たつ吉きちに片思いをしている女の子である。間宮流マッサージ術という謎なぞな感じのマッサージ術の使い手でもある。

　間宮さんはドＭの変態野郎である俺のことを毛嫌いしている。

　だから、大好きな親友である結野と俺が付き合っているってことを、どうしてもゆるすことができないらしい。

　というわけで、ことあるごとにいまみたいな殺気を向けてきて……

「う、うう……はあ、はあ、はあ……」

「た、太た郎ろう!?　おい、しっかりしろ！」

　辰吉が言いながら、俺の頬ほおをかなり強めに叩たたく。

「――ハッ!?」

「正気に戻ったか、太郎」

「い、いま俺は……」

「いまおまえは……親友の俺でも目を逸そらしたくなるほどの気持ち悪い笑みを浮かべていた……」

「そうか……たすかったよ、辰吉」

　そんな変態的な笑顔をクラスメイトたちに見られるわけにはいかない。

「それにしても……」

　辰吉は両腕を組みながら、間宮さんのほうを見る。

「由美の奴やつ……おまえと結野が付き合ってるのが相当気に入らないようだな……」

「ああ……」

　俺はげんなりとうなずく。

　どうしたら間宮さんに認めてもらえるのだろうか……

　どうやっても無理なのかもしれないけど……

　間宮さんは俺を睨むことをやめ、結野と談笑を再開している。

「まあ、それはそれとして……」

　と、辰吉。なんかにやにやしながら、

「どうなんだ？」

「どうなんだって……なにが？」

　俺おれは首をかしげながら尋たずねた。

　辰たつ吉きちはさらににやにやして、

「結ゆう野のとの関係はどうなんだって訊きいてるんだよ。おまえらが付き合ってからもう一週間ぐらい経たつんだろ？」

「まだ一週間じゃねえか」

「もうキスとかしたのか？」

「キ、キス!?」

　俺は裏声気味の声を上げる。

「キ、キキ、キスなんかするわけねえだろ！　まだ付き合って一週間だぞ!?」

　ほんと、こいつはいったいなにを言っているのだろうか。

「付き合って一週間でそんなこと……破は廉れん恥ちすぎる……」

「破廉恥って……おまえは昔の人かよ」

「それに、結野は男性恐怖症なんだし……まだキスなんてできるわけねえよ……」

　俺はつぶやくように言った。

　結野はある過去の出来事が原因で、男性恐怖症になってしまっているのだ。で、男性に触れるとその男性を反射的に殴ってしまう。

「え……？」

　辰吉は両目を見開きながら、

「結野の奴やつ……おまえが相手でも殴るのか？　彼氏なのに？」

「あ、ああ。ちょっとでも触ったら殴られちまう」

「……そうなのか。彼氏ぐらいは大丈夫なんだと勝手に思っちまってた。男の大半は嫌いで怖いかもしれないけど、彼氏は例外なのかと。だって大好きな恋人なんだから」

「いや、彼氏でも普通に殴られる……」

　俺は低い声で告げた。

　恋人どうしなのに触れあうことができないのは悲しいからと、二人で結野の男性恐怖症を治そうとがんばったりもした。

　が、その結果は散々たるもので……

　思い出しただけでため息が出る……

「それに……」

　硬い声を落とす。

「いまの俺と結野には……二人の関係を進めるよりも、やらなくちゃいけないことがあるしな……」

「それって、第二ボランティア部の――」

　言いかけて、言葉を途切らせる辰たつ吉きち。

「そっか……あの先輩は、まだおまえたちを……」

「…………」

「そんな顔するなよ、太た郎ろう。あの気まぐれな先輩のことなんだから、すぐに一人に飽きておまえらを部活に戻すとか言い出すって」

「そうなるといいんだけどな……」

「……深刻になりすぎるなよ。おまえがブルーになってたって、なにも解決しないぞ」

　確かに、その通りだ。

　最近の俺おれは、先輩や第二ボランティア部のことを考えすぎているせいで、気分が沈みがちになっている感じがする。

　もうちょっと気持ちをゆるめないと。そう思った。

　俺は辰吉にほほ笑みを向け、

「そうだな。ありがと、辰吉」

「おう」

「ちょっと気分転換したいな。……そうだ、明後日あさつての日曜日にさ、どっか遊びに行かないか？」

　言うと、辰吉は申し訳なさそうに、

「あ……悪い。日曜日はアルバイトがあるんだ」

　辰吉は最近、たまに日ひ雇やといのアルバイトをしているのだ。

　そのアルバイトが日曜日にあるのだという。

「そっか……じゃあしょうがないな」

「ああ、また今度。というか……」

　辰吉は言う。

「俺を誘うより、結ゆう野ののほうを誘えよ。彼女の結野を」

「あ……そ、そっか……」

「つーか、おまえたち、二人で遊びに行ったりしたことあんのか？」

「学校帰りにちょっと繁はん華か街がいを歩くみたいなことはしたことあるけど……ちゃんと遊んだことはまだないな」

　言うと、辰吉は盛大なため息をつき、

「アホかおまえは。初デートもまだなのかよ」

「だ、だって……」

「だってもクソもねえ。そんなんじゃあ結野がかわいそうじゃねえか。せっかく付き合ってんのに」

「それは、えっと……」

「明後日あさつての日曜日は、結ゆう野のとデートすること。わかったか？　わかったな？　じゃあ今日にでも約束を取り付けろ。以上」

「でもよ……」

「返事は？」

　辰たつ吉きちがずいっと顔を近づけてくる。

　俺おれはその勢いに押されるように、

「……は、はい」

　と、うなずいていた。

「うむ。それでよし」

　言って、辰吉は笑顔を見せた。




　そして、放課後。

　教室を出た俺と結野は――

　部室棟の一番端っこ……第二ボランティア部の部室に向かった。

　部室の扉の前で立ち止まる。

　やっぱり――今日もここに来てしまった。

　辰吉と話をしているとき、思い詰めすぎるのはよくないと気付いて、今日はここに来るのはよそうと思っていたのだけれど……でも、無理だった。自然と足がこっちに向かってしまったのだ。

　俺と結野は、顔を見合わせる。

　俺は結野に向かって、

「じゃあ……行くか」

「う、うん」

　結野は真剣な表情でうなずく。

　俺は一度大きく息をつくと、部室の扉に手をかけた。

　扉を開く。

　第二ボランティア部の部室は十畳ほどの広さ。その奥には、六畳ほどの広さの畳敷きの部屋がある。

　部室にある椅い子すの一つに腰を下ろしているのは――

　息を呑のむほどの超絶美少女だった。

　長い亜あ麻ま色いろの髪。

　透き通った白い肌。

　形のいい小さな唇。

　そして、芸術的なまでに整った二ふた重えの瞳ひとみ。

　彼女は、第二ボランティア部の部長である、石動いするぎ美み緒お先輩だ。

　石動先輩の瞳が横に滑すべり、俺おれと結ゆう野のの姿を捉とらえる。

　その瞬間――

　先輩は、表情を強こわ張ばらせた。

　その強張りは一瞬。

　次に見せたのは、うんざりしたような表情。

　先輩はため息混じりで、

「あんたたち、また来たの……」

　と、迷惑そうに告げる。

　部室には石動先輩の姿しかない。

　俺と結野は部室に足を踏み入れる。

「石動先輩」

　俺は先輩に近づき、言う。

「どうして、あんなこと言ったんですか……」

　もう何度も何度も尋たずね続けてきた問いを、また重ねる。

「俺たちを、クビにするなんて……」

　石動先輩は――

　なにも言わず、俺と結野から顔を逸そらした。

「先輩、お願いですから理由を……」

「美緒さん」

　結野が一歩前に出る。

「わたしも……知りたいです、どうして美緒さんがあんなことを言ったのか。お願いです、理由を教えてください」

「…………」

「美緒さん！」

「――うるさいわね」

　先輩は冷たい声で言うと、俺たちを睨にらみ付ける。

　無機質で硬質な瞳。

「邪魔だから出てってよ」

　そう言ってから、目を逸らし、

「あんたたちは……もう、第二ボランティア部の部員じゃないんだから……」

「先輩！」

　俺は先輩に詰め寄る。

「どうしてそんなこと言うんですか!?　納得できませんよ！　この一年、ずっと一緒だったのに、突然――」

　言ってる途中、先輩が勢いよく立ち上がる。

「――っ!?」

　右手を伸ばし、俺おれの襟えり元もとをねじり上げる。

　鋭く俺を見上げながら、

「うるさいって……言ってるでしょ？」

「せ、先輩……」

　石動いするぎ先輩の右手の力が強まる。

　俺は――

「お、おおおう……はあ、はあ、はあ……」

　こんなときなのに……

　こんなときだというのに、気持ちよくなってしまっていた。

　顔が笑みを作っていく。

　とても気持ち悪い笑みを。

　ああ、俺はなんてシリアスな場面に似合わない生き物なのだろうか。泣きたくなってくる。実際には笑っていたのだが。

　いや、いまは逆にこの体質を利用して――

「せ、せせ、先輩……いま俺は、気持ちよくなっちゃってます……」

「え……？」

「ドＭ体質が発動しちゃってるんです。残念なことに」

　俺はえへえへ半笑いで、

「――先輩は言いましたよね。俺のドＭ体質を治す方法を見つけるために、俺を第二ボランティア部に入部させるって」

「…………」

「俺のドＭ体質、全然治ってないですよ。それなのに、俺を辞やめさせるんですか？　先輩は人の願いを叶かなえたいと思ってるんじゃないんですか？」

「そ、そうですよ美み緒おさん！」

　結ゆう野のが叫ぶように言った。

「タローのドＭ体質、全然治ってません！　それに――」

　突然、結野は俺の腕にしがみついてきた。

　え……？

　結野さん、いったいなにを……

「ひ……」

　結ゆう野のの顔が青ざめる。

　全身がガクガクと震え、両目が泳ぐ。

　そして――

「こ、ここここここ、こわいよおおおおーっ！」

「ごちゃまあああああ――っ!?」

　結野の右みぎ拳こぶしが、俺おれの頬ほおを陥かん没ぼつさせた。

「こわい！　こわいこわい！　こわいこわいこわいこわいこわい！　おとこのここわいよおおおお――っっ！」

「ごぴぃ！　のぞぉ！　だぱんぷ！」

　結野の鉄てつ拳けんが連続でヒットする。

「こわすぎてもうイヤだよおおおおぉおお――――っっ！」

「じゅぴたあぁあ――っ！」

　トドメのアッパーを喰くらい、俺は見事に吹っ飛んだ。

　悦えつ楽らくを感じながら床に倒れる。えひゃえひゃ～。

「ハァ、ハァ、ハァ……み、美み緒おさん！」

　結野は荒い呼吸を繰り返しながら、先輩を見つめる。ぽかんとしている先輩を。

「見ての通り、わたしの男性恐怖症も治ってません！　か、彼氏をボコボコにしちゃうほどに治ってません！」

「えひゃえひゃひゃ～。ぽぉ」

「美緒さんはわたしと約束してくれました！　わたしの男性恐怖症を絶対に治してみせるって！　そうですよね、美緒さん！」

「…………」

「だから……お願いです、美緒さん。タローのドＭ体質とわたしの男性恐怖症を治してください。約束を守ってください」

　結野は泣き出しそうな表情で告げる。

「わたしたちの願いが叶かなうまで……わたしたちを、第二ボランティア部にいさせてください……」

「嵐あらし子こ……」

　先輩は、一瞬、結野と同じような表情を浮かべる。

　が、その表情を隠すように顔を背そむけると、

「……帰って」

「美緒さん……」

「お願いだから……もう帰って……」

　と、消え入りそうな声で告げた。




　俺おれの自宅付近にある駅。

　その近くにある喫茶店。

　そこに、俺と結ゆう野のはいた。

　テーブルを挟はさみ、向かい合って座っている。

　石動いするぎ先輩に拒絶され、部室を去ったあと、俺と結野はとぼとぼと帰路についた。地元の駅に着いたとき、ちょっと話していかないかという流れになって、駅のそばにあった喫茶店に入ったのである。

「はあ……」

「はあ……」

　俺と結野は同時にため息をつく。

「今日もダメだったな……」

「うん……」

　暗い顔で告げる。

　――三月の初旬のこと。俺のドＭを治すためという名目で、第二ボランティア部のみんなで合宿に行った。

　その合宿でいろいろあった結果、俺と結野の関係は発展し、晴れて恋人どうしとなった。それは、石動先輩の立てた作戦のおかげだと言える。

　だが。

　その合宿が終わり、解散する間際になって。

　石動先輩は俺と結野にこう言ったのだ。

『あんたたちには――第二ボランティア部を辞やめてもらうわ』

　最初は冗談かと思った。

　が、それは冗談なんかじゃなかった。

　そう告げられた次の日から、先輩は俺と結野が第二ボランティア部の部室に訪れるのを禁じた。

　あまりに突然のことだった。

　俺と結野は驚いたし混乱したし、納得もできなかった。

　だから、毎日のように第二ボランティア部の部室を訪れて、石動先輩に問いただした。

　どうしてなのか。どうして俺たちを辞めさせたのか。

　せめて理由だけでも教えてほしい。

　先輩は……なにも言わなかった。

　なにも言ってくれなかった。

　ただ俺たちを拒絶し、追い出すだけ。今日みたいに。

「ごめんね、タロー。さっきは殴っちゃって」

「いや……あれは先輩を説得するためだったし。気にしてないよ」

「…………」

「…………」

　俺おれと結ゆう野のは再びため息をつく。

「美み緒おさんが……」

「え？」

「美緒さんがあんなことを言ったのは……わたしのせいかもしれない」

　結野が苦痛に耐えるような表情をしながら告げる。

　俺は驚きながら、尋たずねる。

「わたしのせいって……心当たりでもあるのか？」

　結野はしばらく躊ちゆう躇ちよしたあと、

「わたしが――タローに好きって言ったから」

　と、言った。

「わたしがタローに告白したから。それで、わたしとタローが付き合うようになったから。だから、美緒さんは……」

「そ、それはどういう意味だ？」

　俺は困惑しながら、

「なんでそれが原因で……」

「なんでって……」

「だ、だって、先輩は俺と結野のことを応援してくれていて……世界中の誰だれよりも幸せになりなさいって言ってくれて……」

　そんな先輩が、どうして俺たちが付き合いはじめたからって……

　部活を辞やめさせることによって二人っきりの時間を作ってあげたいと思ったから？　そんな理屈は納得できないし、自分たちの意志で第二ボランティア部に戻ろうとした俺たちをあんなに強く拒絶する理由にもならない。

「結野、いったいどういうことなんだよ？」

「…………」

　結野はうつむき、黙り込んでいる。

　それ以上なにかを言うつもりはないようだった。

　結野は……たぶん、まったく見当違いな思いこみをしてるのではないのだろうか。

　どうして結野が『自分のせい』なんて結論に至ったのかは謎なぞだが、それはきっと間違っていると思った。どちらかといえば鈍どん感かんで洞察力もない俺がそう思っただけで、本当は違うのかもしれないが。

　――俺おれは、目の前に置かれていた紅茶に口を付ける。

　沈黙が流れる。

　重苦しい沈黙が。

　……付き合いだしてからまだ間もない二人が一緒にいるのだというのに、この雰ふん囲い気きはいったいなんなのだろうか。

　これじゃあいかん、俺はそう思った。

　気分転換が必要だ。

　俺にも、結ゆう野のにも。

　だから――

「明後日あさつての日曜日なんだけど」

「え？」

　結野が顔を上げ、俺を見る。

「二人でどっか行かないか？」

「どっか……」

「ああ。二人で、デ、デートでもというか……」

　俺は、辰たつ吉きちの言葉通り、結野を初デートに誘うことにした。

「デート……」

　結野の顔がちょっと赤くなる。

「そうだよ、デートだよ……だって、俺たちは恋人どうしなんだし……」

　俺はちょっと照れながら言う。

「こ、恋人どうし……」

　結野の顔がさらに赤くなる。

　それから、こくりと小さくうなずき、

「う、うん、そうだよね……わたしたち、恋人どうしだもんね……」

「ああ、そうだ。恋人どうしなんだから、デートぐらいするのは当たり前だ」

　結野につられたのか、俺も顔が熱くなってくる。

「明後日はさ……石動いするぎ先輩のことや第二ボランティア部のことは考えないことにして、二人で楽しく遊ぼう」

　思えば、俺たちはせっかく付き合いはじめたというのに、第二ボランティア部を辞やめさせられたことのショックが大きすぎて、そのことばかりを考えてしまって、恋人どうしとして純粋に楽しむ時間をあまり作ってこなかったような気がする。

　いつもいつも、石動先輩のことを話してたり。

　第二ボランティア部のことを話してたり。

　それじゃあダメだと思う。

　なんとなくだけど、そう思う。

　だから、明後日あさつての日曜日は、普通にデートを楽しもう。

　二人の初デートを。

　そういうことを結ゆう野のに告げた。

　日曜日だけは――石動いするぎ先輩のことは忘れて。

「美み緒おさんのことを……忘れて……」

　結野は独ひとり言ごとのようにつぶやく。

　どうしたのだろう。その表情はとても硬いように見えた。

　が、その硬さは一瞬のこと。

「うん、そうだね」

　結野はほほ笑みながら言う。

「じゃあ、オッケーだな？」

「もちろん。それで、どこに行くの？」

「そうだな……」

　俺おれはちょっと考える。

　結野が喜びそうな場所、それは……

「動物園……とかどうだ？」

「動物園！」

　結野の瞳ひとみがキラキラ輝く。

　結野は動物が大好きなのだ。

「うん！　動物園がいいっ！」

「よし。それじゃあ、明後日は二人で動物園に行こう」

　言うと、

「うんっ！　すっごく楽しみ！」

　結野はとびっきりの笑顔でうなずいた。

「…………」

　うおお、かわいい――とか思ってしまった俺は、なんかちょっと恥ずかしくなって、目の前の紅茶を一気に飲み干した。




　その夜は、コンビニのアルバイトがあった。

　レジカウンターに立つ俺。

　俺の隣には、コンビニの店長である道どう明みよう寺じさんが立っている。

　店長は――なぜか、手に大きな杖つえのようなものを持っていた。

　長い棒の先端に斧おのをつけたような、無骨な杖だ。

　店長はそれを持ちながら、微妙ににやにやしている。

　俺おれはおずおずと、

「あの、店長……」

「なんだい、砂さ戸どくん？」

「その、手に持ってる杖つえはなんなんですか？」

「よくぞ訊きいてくれたね！」

　店長はにっこりとほほ笑むと、

「僕はいま、フェルト・ペスタロッサちゃんという、とてもかわいらしい魔法少女に夢中になってるんだよ！」

「はあ……」

「そのフェルトちゃんが持ってる魔法の杖がこれ――インテリジェントデバイス『タルビッシュ』なんだ！」

「なんか、すごく速いストレートを投げそうな名前ですね」

「大好きなフェルトちゃんと気持ちを共有するために、昨日徹夜でこの杖を作ったんだよ……うん、作って正解だった……おふう……」

　店長は顔を紅潮させながら杖に頬ほおずりする。

「ああ、そうなんですか……」












　俺おれはどうでもいい口く調ちようで言う。

　店長は長身でスタイルもよく顔立ちもすげえ整っていて、人気ホストみたいなかっこいい外見をしているのだが、残念ながら生きつ粋すいのアニメオタクだった。

　店長はここではないどこかを見つめながら、

「フェルトちゃん……僕は君と、友達になりたい……」

「――はい、二百五十円になります。ありがとうございましたー」

　お客さんがレジに来たので、俺は店長を放ほうっておいて仕事をした。

　このコンビニに来る客も慣れたもので、店長が常じよう軌きを逸いつした行動をしていても、普通にスルーしてくれる。

「よし、ちょっとフェルトちゃんになりきって戦ってみよう！　いくよタルビッシュ！　デバイスフォーム、セットアップ！」

「お弁当、あっためますか？　はい、わかりましたー」

　頭のおかしい雇やとい主は無視して、俺は淡々と仕事をした。




　そして。

　日曜日がやってきた。

　朝、俺が目を覚ますと――

　なぜか全身が動かなかった。

「え……？」

　も、もしかすると、これは金縛りってやつか……？

　こんなことははじめてだった。

　俺はかなり怖くなる。

「か、金縛りってなんで……も、もも、もしかして、お化けが俺の体を押さえつけてるとか……」

　つぶやいたそのとき。

　俺は、自分の両りよう脇わきになにやら気配を感じた。

「ヒッ――!?」

　俺の右腕と左腕に頭を乗せ、その全身を触手のように絡ませている二体のお化け。

　それは――

「ある意味お化けよりも怖い存在のおまえらかホウリャアアアア――――ッ！」

「きゃああああああ!?」

「ひゃああああああ!?」

　いまさら言うまでもないのかもしれないが。

　俺のベッドの上にいたのは、姉貴と母さんでございました。

　ベッドの外に落ちた姉貴と母さんは、お互いの顔を見るとびっくりした様子で、

「お、お母さん!?　どうしてお母さんが……」

「し、静しず香かさんこそ!?　いったいいつの間に……」

　おそらくこいつらは夜遅くに俺おれの部屋に忍び込んだのだろう。

　で、暗かったせいで先客が俺のベッドに潜もぐり込んでいることに気付かなかった。

　どっちが先にベッドに潜り込んだのかは不明だしどうでもいいことだが……

「おまえら！　俺のベッドに潜り込むなっていつも言ってるだろ！」

　俺は立ち上がり、

「あと、勝手に腕うで枕まくらしてるみたいな感じにしやがって！　両腕も全身も動かなくてビビッたじゃねえか！」

　怒鳴り声を上げる。

「それに、見ろ！　おまえらが両腕に頭を乗せていたせいで完全に痺しびれちまってて、腕がプランプランだっ！　顔は怒ってるのに両腕はプランプラン揺れてるというなんかアホな感じになっちゃってるだろうがっ！」

　我ながらなにを言ってるんだとは思ったが、言わずにはいられなかった。

　姉貴と母さんはちょっと困った顔をしながら、

「そんなことわたしたちに言われても……」

「そうですよ、まるで私たちが悪いみたいに……」

「おまえらが悪いんだろうが！　百パーセント！」

　まったく、こいつらは……

　ようやく両腕の痺れが治ってきた。俺はため息をつき、

「とにかく、俺の部屋から出てってくれ。俺は今日これからデ――」

　言ってる途中、失言に気付いて慌あわてて口を押さえる。

「デ？」

「デ？」

　姉貴と母さんの気配が一変する。

　二人から放はなたれた暗黒のオーラが部屋を包み込んだ。

　し、しまった、つい……

　姉貴は底冷えのする声で、

「ねえ、太た郎ろうちゃん……『俺は今日これからデ――』の続きはなにかな？」

「い、いや、えっと、その……」

「太郎さん、教えてください。『デ』の続きはなんですか？」

　姉貴と母さんが剣けん呑のんな目つきで尋たずねてくる。

　じりじりと近づいてくる二人。

　うう、お化けよりも遥はるかに怖い。

　――俺おれは今日これからデートなんだ、結ゆう野のと。

　それを言うわけにはいかない。

　しかも、俺は結野と付き合いはじめたことをこの姉と母には隠しているのだ。

　もし結野とデートするなんてことをこいつらに言ったら、付き合ってることがバレてしまうかもで……

　それがバレたら、こいつらはどんな行動に出るか……

　考えただけでも恐ろしい。

「俺は今日これから、デ……デ……」

　姉貴と母さんが危険で不穏な気配を漂ただよわせながら俺を見つめている。

　いったいどうごまかせばいいのか。

　俺はテンパりながら、叫ぶように言った。

「お、俺は、今日これから、デ、デ、デ――デミグラスソースを作るんだっ！」

　なに言っちゃってんの、俺……

　姉貴と母さんは一瞬黙り込んだあと、

「デミグラスソース……？」

「なんでそんなものを作るんですか？」

　ほんとにね。

　なんでだろうね。

　わけわかんないよね。

　だがここで引くわけにはいかない。俺はヤケクソ気味に、

「ちょ、ちょっと料理に目覚めて！　それでデミグラスソースを作ろうと思ったんだよ悪いですか!?」

「そんな兆候はまったくなかったけど……」

「あと、なんでデミグラスソースを単体で作るんですか？」

「う、うぐ……」

　確かに、ソースだけ作るのは意味不明だ。

「太た郎ろうちゃん、アホみたいなウソはいいから、本当のことを言ってよ……」

「そうですよ、太郎さん。『デ』に続く言葉はなんなんですか？」

「なんなの？」

「なんなんです？」

「まさか、『デ』の次は音を伸ばす感じで『デー』になったりとか……」

「そんで最後に『ト』の文字が来たりして……」

「もしそうだったら、お姉ちゃんの強烈な怒気によってこの辺りが停電になるかも……」

「私の強烈な怒気によって、時空に断層が生まれるかも……」

「う、ううう……」

　大量の汗を流しながら後ずさる。

　俺おれは――

「デ、デミグラスソースを作るって言ってるだろうがああああああ！　というわけで、いまからソースの材料を買ってきますううううう！」

「太た郎ろうちゃん!?」

「太郎さん!?」

　叫びながら、今日着ていくつもりだった服を神速で抱かかえ込み、窓から逃げた。

　遠くへ。奴やつらが追走を諦あきらめるほど遠くへ。

　俺は風となって街を疾しつ走そうした。




　俺は、デートの待ち合わせ場所である駅前の広場に向かった。

　そこにあるベンチで待ち合わせているのだ。

　いま時刻は午前九時五十分。

　約束の時間の十分前。

　ちょうどいいくらいの時間だ。

「いまから初デートか……」

　そんなことを思うと、ちょっと緊張してきた。

　と――

　こちらに近づいてくる結ゆう野のの姿が目に入り、俺はベンチから立ち上がった。

　そして、

「へ……？」

　俺は両目を丸くする。

「タロー、お待たせ」

　と言ってくる結野。

　結野はピンク色のカーディガンを着ていて、下は深緑色のスカートを履はいている。とてもかわいらしい格好だった。

　が、その結野の隣に……

「こんにちは、砂さ戸どくん」

　なぜか、ツインテールの少女――間ま宮みや由ゆ美みさんがいるのだった。

　間宮さんは白色のワンピースに、胸元にはネックレス。左手の小指には銀色に輝くピンキーリングをしている。なんかデート仕様の格好に見えた。

「ど、どうして間宮さんが……」

　俺おれが呆ぼう然ぜんとしながら尋たずねると、

「ご、ごめん、タロー」

　そばに近づいてきた結ゆう野のが、申し訳なさそうな顔をしながらこそっと言う。

「昨日、由ゆ美みと電話で話してるとき、今日の初デートのことをぽろっと言っちゃって……それを聞いた由美が『わたしも行く、絶対に行く』って……」

「なんと……」

「本当にごめんなさい……」

「…………」

　俺は言葉を失う。

　愕がく然ぜんとしながら、間ま宮みやさんのほうを見る。

　間宮さん……いくら結野のことが大切で心配だからって、デートにまでついてくるなんて……

　すると、間宮さんはちょっとうろたえたような様子で、

「な、なによ……わたしだって、非常識だとは思ってるわよ……」

　なんか意外と殊勝なことを言い出す。

「心配しなくてもいいわ。普段のあなたたちがどんなデートをしてるのか、少し気になっただけ……それだけだから。デートを邪魔しようとかあなたたちをなんとか別れさせようとか、そんなことを思ってるわけじゃないから」

「はあ……」

　間宮さんは俺から顔を逸そらし、

「だから……そんな迷惑そうな顔で見ないでよ……」

　と、どこか悲しそうな表情をしながら告げる。

「わたしが一緒なのがどうしても嫌だったら、今日は帰るけど……」

　俺はそんな間宮さんの反応と言葉に少し驚いた。

　いくら俺が不満そうにしていても、問答無用の殺気をぶつけて俺を黙らせる――それが間宮さん的な手法だと思っていたのだが……

　なんかいつもと違っているように見えて、調子が狂う感じ。

「あ、いや……べつに、迷惑ってわけじゃあ……」

　俺はもごもごと告げる。

　――そんなこんなで。

　俺たちは三人で動物園に行くことになってしまった。




　電車で二十分ほど揺られ、桜さくら守もり町で唯一の動物園である『桜守動物園』に到着した。

　俺、結野、間宮さんは、入場チケットを渡し、園内に入る。

　途端に、

「わあ……」

　結ゆう野のの表情がこの上なく輝き出す。

　結野は本当に動物園が大好きなんだな。

　俺おれたちは園内をゆっくり進んでいく。

　二人っきりのデートじゃなくなってしまったのは残念だが……それをずっと残念がっていても仕方がない。

　間ま宮みやさんは俺のことを嫌っているが、俺はべつに間宮さんのことが嫌いというわけじゃないし、彼女である結野の親友なのだからできれば仲良くしたいと思っている。

　だから、今日のことがきっかけになって、間宮さんの俺に対する印象を少しでも変えることができれば……そんなことを思った。

　まあ、そう簡単にはいかないだろうが。

「――タロー、見て見て！　サイ！」

「ああ、サイだな……お、こっちに近づいてきた」

「わあ！　すっごく大きいね！」

「ぬおお……マジで大きいな。ちょっとした恐きよう竜りゆうみたいだ」

「うんっ！　大きいし、かわいい！」

　結野は満面の笑顔で言う。

　うれしそうな結野と話していると、それだけで俺もうれしくなってくる。

　はしゃいでる結野を見ていると、なんだか無性にいとおしくなってくる。

　サイ、カバ、ライオン、シマウマ、チンパンジー、クマなどを見て回る。

　それにしても……

　俺はちらりと間宮さんのほうに目を向ける。

　今日の間宮さん……

　なんか、すげえおとなしいな……

　俺と結野が楽しそうに話していても、怒気も殺意も向けてこない。無理矢理に話に割り込んでくることもしない。

　俺たちの邪魔をするでもなく、逆に黙り込んでムードを悪くするでもなく、普通に一緒にいてくれている――ように見えた。

　それはとてもありがたいことなんだが……

　なんだか、違和感を覚える。

　すごい違和感を。

　あともう一つ、気になるのが――

「――っ!?」

　間ま宮みやさんは俺おれが見ていることに気付くと、息を呑のんだような表情になって慌あわててうつむいてしまった。微妙に顔を赤くしながら。

　もう一つ気になるのが、この不可解な反応。

　俺の視線に気付くと、あせあせした様子で顔を逸そらす。

　それだけじゃなく……ふと視線を感じてそちらを見やると、間宮さんがこっそり俺の顔を盗み見ているなんてこともあった。目が合うと、間宮さんはやっぱり顔を赤くしてうつむいてしまう。

　睨にらんでいるわけでも、視線に殺気を込めているわけでもなく、ただ見ているだけ。

　本当に謎なぞの行動だった。

　今日の間宮さんはいろいろ変だよな、マジで……

　そんなことを思いながら、俺は首をかしげた。




　お昼時になったので、昼食を取ることにした。

　園内にある広場。

　ここにシートを広げ、お弁当を食べよう……そんなことを結ゆう野のとあらかじめ決めていたのだった。

　俺たち三人はシートの上に座る。

　結野が、自分の鞄かばんの中から取りだしたお弁当をシートの上に並べ、蓋ふたを開いていく。

　俺はそのお弁当を眺めながら、

「おお……結野、これぜんぶ自分で作ったのか？」

「うん、早起きして作ったの」

　結野はにっこりとほほ笑む。

　デートの日のお昼ごはんはわたしが作ってくるから――結野はそんなことを言っていたのだ。

　で、こうして実際に作ってきてくれた。本当にありがたい。

　結野は照れ照れした様子で、

「おいしいかどうかはわからないけど……一生懸命、心を込めて、作ったから……」

「ああ。じゃあ、いただくよ」

　なにから食べようかな。

　俺は右手に持った箸はしで、唐から揚あげを挟はさんだ。

　ぱくっと口の中に運ぶ。

　結野はおずおずと、

「ど、どう……？」

「うまい。マジで」

　俺おれは言うと、次はウインナーを食べる。その次は卵焼き。

「うまい。これもうまい。どれも絶品だ」

「絶品って……言い過ぎだよ」

　結ゆう野のはほんのりと顔を赤らめている。

　それから、俺に笑顔を向けて言う。

「で、でも……うれしいな……」

　結野の作ってきてくれたお弁当は本当においしかった。お世辞じゃなくて。

　結野はほほ笑みながら間ま宮みやさんのほうを見て、

「由ゆ美みの分も作ってきたから、いっぱい食べてね」

「え、ええ」

　間宮さんは一度うなずいてから、

「あの……」

「なに？」

「わたしも……お弁当を作ってきたの」

　言いながら、間宮さんは自分の鞄かばんの中から小さなお弁当を取りだした。

　結野は驚いた顔で、

「え？　でも、電話でわたしがお弁当を作ってくるって言ったと思うけど……」

「そ、そうね。だけど、もしかしたら足りなくなる場合もあるかと思って……それに、わたしは一応料理部に入っていて料理を習っているから、作ってみたいなっていう気になったのよ」

　言うと、間宮さんはお弁当の蓋ふたを開ける。

　そして。

　ちらっと俺のほうを見て、

「砂さ戸どくん……よかったら、わたしのお弁当も食べてくれない？」

「ほへ？」

　間宮さんが手作りのお弁当を作ってきた。

　そして、それを食べるよう俺に勧すすめてきている。

　結野ではなく、俺に食べろと。名指しで。

　なんでだ？

　そこまで考えて――俺はハッとした。

　ま、まさか……このお弁当の中には毒が……

　ドＭの変態野郎である俺を、亡き者にするために……

「う、ううう……」

　俺はかなりの恐怖を感じながら、間宮さんの顔を見る。

　間ま宮みやさんは、

「……嫌だったら、べつに食べなくてもいいけど」

　小声で言って、うつむく。

　傷ついたような表情を浮かべながら。

「…………」

　ここで食べるのを拒否するのは、なんだかすごく悪いことのように思えた。

　ええい、くそ！

　俺おれはかなりの勇気を振り絞って、間宮さんのお弁当に箸はしを伸ばした。

　小さなコロッケを挟はさみ、両目をつぶりながらそれを食べる。

　コロッケの中にはとろりとしたものが。それは毒――ではなく、ホワイトソースだった。このコロッケはクリームコロッケだったのだ。

　俺は思わず、

「……うまい」

　と、普通に感想を言っていた。

　間宮さんは俺の顔を見つめると、

「え？　本当においしい？」

「ああ。普通にうまい」

　すると、間宮さんは――

「……っ」

　右手で口元を隠すような仕草をしながら、顔を真っ赤にした。

　耳の先まで赤くなるぐらいの、見事な真っ赤っか具合だった。

「ゆ、由ゆ美み？」

「――っ!?　ちょ、ちょっと、お手洗いに行ってくる！」

　間宮さんは勢いよく立ち上がると、トイレのあるほうに小走りで向かっていった。

　俺と結ゆう野のはぽかんとした顔をしながら、遠ざかっていく間宮さんを見つめる。

　俺はそちらを見つめたまま、

「今日の間宮さん……なんか、様子が変じゃねえか？」

「うん……」

　結野はうなずく。

「あれじゃあ、まるで……う、ううん、由美に限ってそんなことは……」

　結野はなんだか難しい顔しながらつぶやいている。

　今日の間宮さんは本当におかしい。

　いったいどうしたのだろうか。体調でも悪いのかな？

　だったら無理してデートについてこなくても……いや、無理してでもついてきたいほど、結ゆう野ののことが心配だったのかもしれないけど。

「でも……」

　結野はなんだか意味ありげな視線で俺おれを見つめ、

「や、やっと、二人っきりになれたね……」

「え？　あ、ああ……」

　そう、間ま宮みやさんがお手洗いに行っているあいだは、二人っきりなのだ。

「由ゆ美みを邪魔者扱いするわけじゃないけど……タローと二人っきりになりたいって思う気持ちもあって……」

「ああ。その気持ちは……俺も同じだけど……」

　ちょっと照れてしまって、結野から顔を逸そらす。

　まあ、この二人っきりの時間も、間宮さんが帰ってくるまでだけど。

「ねえ、タロー」

「ん？」

「えっとね……」

「なんだ？」

「あの……」

　シートの上に正座する結野は、全身をもじもじさせながら、

「……好きって、言って」

「はい？」

　俺は首をかしげる。

　結野はかぁーっと顔を紅潮させながら、

「だ、だから、好きって言ってほしいなって……わたしのこと、好きって……」

「ウ、ウホ？」

　なぜかゴリラっぽい声を出してしまった。ここが動物園だからだろうか。

　結野はチラチラ俺のほうを見ながら、

「タ、タローって、あんまり『好き』とか『愛してる』とか言ってくれないから……でも言ってほしいなあってずーっと思ってて、だから……」

　確かに『好き』や『愛してる』なんてあんまり言わない。

　だって、照れくさいし恥ずかしいし……

　いや、でも、結野が――彼女が、言ってほしいと願っているのならば。

「わ、わかった」

　俺はこほんとわざとらしく咳せき払ばらいすると、

「……だ」

「え？　ごめん、声が小さすぎてなんにも聞こえなかったんだけど……」

「俺おれは、結ゆう野ののことが……だ」

「肝心なところが……」

「俺は、結野のことがしゅふィだ」

「今度は噛かんじゃってるし……」

　いったん落ち着こう。

　俺はすーはーすーはーと深呼吸をした。

　そして、

「俺は、結野のことが――好きだ」

　と、ちゃんと告げた。

　結野は、

「…………」

　なんか口元をにまにまさせながら、せわしなく前髪を触ったりしていた。当たり前のように顔を真っ赤にしながら。

「……わたしも」

「え？」

「わたしも、タローが好きです。大好き」

「…………」

　――撃沈しそうになった。

　というか撃沈した。完全に。

「…………」

「…………」

　俺と結野はそろって顔を赤くしながら、全身をそわそわさせている。

　と、そのとき。

　微妙に揺れていた俺と結野の体。

　その肩と肩が――少し触れあってしまった。

「――っ!?」

　俺の表情が凍り付く。

　し、しまった……

　結野の体に触れてしまった。

　俺はまた殴られてしまう。

　と思いきや――

「あ、あれ？」

　結野の鉄てつ拳けんは飛んでこない。

　不可解に思いながら結野のほうを見る。

　結ゆう野のは……まだ顔を赤くしながら照れているご様子。

　いま、俺おれと結野は確かに触れあったはずなのに……

　激しく照れていたせいで、俺が触れたことに気付かなかったのか？

　まさか、そんなことぐらいで結野の男性恐怖症がスルーされるなんて……

　俺はかなり驚いたが、これはいい傾向なのではとも思った。

　ほんの少し、ほんの少しずつだけれど、結野の男性恐怖症は治ってきている。これはその証拠ではないのか。そして、今日のこの成功体験をきっかけにして、さらに結野の男性恐怖症が緩かん和わされれば、これに勝る喜びはない。そんなことを考える俺の顔面に、結野の右みぎ拳こぶしがめり込んだ。

「こわいッ！」

「ごぱあああああっしゅ!?　じ、時間差でしゅかあああ!?」

　照れててちょっと反応が鈍くなってただけなのでしゅねえええ！　ふちゃぽっ！

「――ハッ!?　タ、タロー!?」

「はちゃああああああああああん！　ぎしょうけんきいいいいん！」

　シートの外まで吹っ飛ばされた俺は、地面の上で、ぐずる赤ちゃんのように手足をバタバタさせる。とても気持ち悪い笑みを浮かべながら。

「えぴゃんぴゃんぽー！　ばぶーっ！」

「タ、タロー！　ああ、こんなところでドＭ体質が……わたしのせいだけど……」

　結野が慌あわてて駆け寄ってくる。

　広場には何組かの入園客がいる。

　その全員が、変態的に身もだえる俺を訝いぶかしげな目で見つめてくださっている！　でもどうしようもないのでござる！　アハ！

「な、なんとかしなきゃ……そ、そうだ！　とりあえずこれで顔を――」

　テンパった結野は――

　自分の鞄かばんの中に入っていたビニール袋を、俺の頭部にかぶせた。

　じたばた動く俺の背後から、ガバッと。

「こ、これで、とりあえず顔は隠せるよね！　ここに変態っぽい人がいることは知られちゃっても、それがタローだとは気付かれないよね！」

「ふ、ふごっ!?　ふごおおおーっ！」

　確かに顔は隠せる！

　が、しかし、この状態では息ができないので生命的にかなりのピンチなのですよ結野ちゃんっ！

　しかも――

「ひっ……！」

　結ゆう野のが悲鳴のような声を上げる。

　そう、この状態では、俺おれと結野の体が密着してしまっていて……

　それでまた結野の男性恐怖症が発動して……

「こわいこわいこわいこわいこわいよぉ！　ふえーん！」

「ふごごっ!?　ごび！　がぶっ！　――っ！　……っ！」

　結野の拳こぶしが、ビニール袋の上から降り注そそいでくる！　窒息状態のオイラに！　もはや叫び声さえ出せなくなっちゃって……これはもうほんとに死んじゃうかもかもかもーっ！

「ちょ――あ、あなたたち、なにやってるのよ!?」

　その声は、間ま宮みやさん？

　ビニール袋で視界が塞ふさがれているので姿は見えないが、どうやらお手洗いから帰ってきたらしい。

「ゆ、由ゆ美みぃ……わたし、またタローを殴っちゃって、それで……」

「とにかく嵐あらし子こは砂さ戸どくんから離れなさい！　そんで、この広場から全速離脱！」

「う、うん！　わかった！」

　そして――

　俺たち三人は、広場から急いで逃げ出した。




「やれやれ……」

「ごめんね、由美……」

「もういいわよ。無事に逃げられたんだし」

「ぶ、無事ではないけどな……」

　と、俺はつぶやく。顔面が尋常じゃなく痛かったし、酸欠状態が続いたせいかなんか変な頭痛がするのです。

　俺、大丈夫かな？

　いきなり倒れたりしないかな？

　結野はしゅんと肩を落としている。

　さっきのことを気に病やんでいるのだろう。

　俺が結野に一声かけようと思った、そのとき――

「砂戸くん」

　間宮さんが俺の目の前に立った。

　そして、心配そうな顔で俺を見上げながら、

「大丈夫……？　体、どこかおかしいところはない？」

　と、言ってくれた。

「へ？　い、いや、まあ……大丈夫だけど……」

　心配させたくないという気持ちが働いて、そう告げていた。

　すると、間ま宮みやさんは――

「そっか……よかった……」

　心の底から安心したような笑顔を見せ、言った。

　その優しげな笑顔に、俺おれは思わずドキッとしてしまう。

　きょ、今日の間宮さん……

　マジで変じゃねえか？

　まるで別人みたいだ。

　俺はもう混乱してわけがわからなくなった。

　――気を取り直して。

　俺たちは再び動物園を回りはじめた。

　途中、屋外ステージで特撮ヒーローショーをやっていたので、俺たち三人はなんとなくそれを見物したりした。

　どうせなら前のほうで見ようということで、最前列で。

　着ぐるみを着たヒーローや悪の怪人、悪の怪人の部下たちが、ステージの上でバトルを繰り広げる。

　見物していた子供たちは大興奮だった。

　俺も、こういう見せ物を見るのは久しぶりだったので、けっこう楽しんだ。俺も子供の頃ころは特撮ヒーローが大好きだったなあ……

　そのあと『ふれあい広場』という広場に入ってウサギや羊に触った。

　ウサギはやっぱり死ぬほどかわいくて、そのあまりのかわいさに結ゆう野のは意識を失いそうになっていた。

　あと、広場にいた羊たちは、いくら俺たちが撫なでたりしても口元以外はまったく動かなくて、そのなにかを悟さとったような無関心さにちょっと驚いたりした。

　広場を出たあとは、有料の餌えさを買ってアシカに餌をあげたりした。餌を投げると集まってくるアシカたちの姿にテンションが上がった。

　あと、キリンのあまりの大きさに圧倒されて、ずっとその姿を眺めてたり……

　俺たち三人は動物園を楽しみながら巡めぐった。

　柵さくの向こうにいるアルパカを眺めているとき、俺たちの近くを若い男女が通り過ぎた。

　その男女は恋人どうしらしく、仲良く腕を組んだりなんかしている。

　その光景を見た結野は、

「いいなぁ……」

　と、ため息のようなつぶやきを落とした。

　そのあとハッと我に返ったような顔をした結野は、顔を赤くしながら俺のほうを見る。そして一瞬で逸そらす。

　確かに……

　俺おれも、ちょっとだけ、うらやましいとか思ってしまった。

　結ゆう野のは男性恐怖症で、俺は殴られると気持ちよくなってしまうドＭ体質。

　だから、俺たちは腕を組むどころか手をつなぐことさえできやしない。

「…………」

　第二ボランティア部を辞やめさせられたあと。

　俺と結野は、男性恐怖症を治そうと二人だけでがんばっていた時期があった。

　その治療方法を考えたのは、おもに結野だったのだが、その結果は――




「このメガネをかければ……タローを殴らずにすむと思うの」

　結野は黒くろ縁ぶちのメガネを胸元に掲かかげながら、言った。

　男性恐怖症の治療方法を思いついたから試してみたい――そう告げたあと、結野はそのメガネを取り出したのだ。

　俺はきょとんとした顔で、

「え？　なんでメガネで……」

「このメガネね、すっごく度がきつくて、わたしの視力に合ってないの」

「はあ……」

　というか、結野はメガネが必要なほど目が悪くなかったような……

「だから、このメガネをかけて――」

　結野はメガネを装着する。

　結野はメガネっ子になった。

「そして……」

　結野は硬い表情で言うと――左手で俺の手を握ってきた。

「結野!?」

「ひ――っ」

　結野の顔が一瞬で青ざめる。

　両目が泳ぐ。

　全身がぷるぷる震え出す。

　震えながら、

「こ、この度が合ってないメガネをかけてると、視界がぼやけてタローの顔がどこにあるかよくわからないから――」

　右みぎ拳こぶしを振り上げる。

「だ、だだ、だから、怖くなって殴っちゃってもわたしの拳はタローの顔面に当たらないはずだからタローは傷つかなくてすむという論理でふえーんこわいこわいよおおっ！　こわい！　こわい！　こわいいいっ！」

「ごびすっ!?　どんばっ!?　がひゃあう!?　ゆ、ゆうのたん当たっちゃってるよぉおおおぉおお！　ゆうのたんの拳こぶしが思いっきりボクちんの顔面に当たっちゃってるべさあああああ！　ひゃがうううううう！　でへでへ！」




「今度は……手袋作戦とか、いいと思うの」

「て、手袋作戦？」

「うんっ！」

　結ゆう野のは大きくうなずく。

　結野の両手は――

　何枚も重ねられた手袋によって、もこもこになっていた。着ぐるみの手の部分だけをはめちゃったみたいな感じになっている。

「手袋を何枚も重ねた上で、タローに触る。この状態じゃあなんの感触もないはずだから、男性恐怖症も発動しないと思うの。で、それを確認したら手袋を一枚だけ脱いで、それも大丈夫だったらまた一枚脱いで……そんなふうに段階を踏んで、ちょっとずつタローに触ることに慣れていこうと思うの」












「そ、そうか……」

「じゃあ、触るね」

　結ゆう野のは、もこもこした両手で、俺おれの右手を握った。

　それまで強こわ張ばっていた結野の表情が、ゆるむ。

「うん、大丈夫！　さすがにこの状態じゃあ、怖くない！」

「よかった……」

　俺はホッと安あん堵どの息を吐いた。

　だが。

「結野……？」

　俺の手を握り続ける結野の表情が、次第に厳しいものに変化していく。

　そして、こんなつぶやき声が……

「……が、染みこんでくる」

「え？」

「……男の子成分が、染みこんでくる」

「ゆ、結野？」

「手袋に、タローの男の子成分が染みこんでくる……じわじわと……」

「男の子成分って……」

「男の子成分に、手袋が浸食されていく……一枚ずつ、浸食されていく……」

　結野の顔が青ざめる。

　体が小こ刻きざみに震え出す。

　いかん、これは危険だ！　緊急回避！

　俺は結野の手をふりほどき、逃げようとした。

　が、それは一瞬遅く――

「男の子成分がわたしの肌にまで届いたのでもう我慢できないです怖すぎる怖すぎるこわいこわいこわいこわいこわいよおぉ――――っっ！」

「らぶぷらんすはああ――っ!?　もこもこした拳こぶしの重量がすごいので衝撃がマジハンパねえええええ！　オイラのブタ脳みそちゃんがグワングワンしてるよおっ！　グワングワンしすぎて爆裂しちゃいそうだよぉおぉぉお！　あひゃ！」




「タ、タロー……」

「どうしたんだ、結野？　そんな『わたしはもう崖がけっぷちなのです』的な顔をして」

　結野は両目をつぶり、思い切った感じで、

「タロー――わ、わたしを抱きしめてっ！」

「えっ!?」

　だ、抱きしめてって……

　そんなことをしたら、結ゆう野のの拳こぶしが……

　結野は真剣な顔で俺おれを見つめ、

「わたしの体をぎゅーっと抱きしめてほしいの！　わたしの両腕を外側から抱かかえ込むような感じで！」

「両腕を抱え込むような感じ……」

「うん！　そしたら、わたしの両腕は動かせなくなって、タローを殴ることができなくなる！　その状態を維持し続けることができたら、抱きしめられてることにだんだん慣れていって、わたしの男性恐怖症もマシになると思うの！」

「で、でも、結野はすげえ怖い思いをするんじゃねえのか？」

　ちょっと触っただけで全身が震え出すくらいに怖いのに、ぎゅーっと抱きしめたりなんかしたら……そのときの恐怖感はどれほどのものに……

「確かにすごい荒療治だと思うけど……で、でも、大丈夫だよ」

　結野は不安そうにしながらも、それでも精一杯の笑顔で、

「だって、タローはわたしの彼氏なんだから。わたしの、大好きな人なんだから」

「…………」

　そんな笑顔を見てしまったら――もう、なにも言えなくなってしまう。

　俺と結野は距離を詰める。

　目の前には、結野の緊張した顔。

　もちろん……俺だって緊張している。

「じゃ、じゃあ、いくぞ？」

「う、うん」

　結野はこくりとうなずく。

　俺は、一歩前に踏み出し――

　ぎゅーっと結野を抱きしめた。

　とてもやわらかく、心ここ地ちいい、結野の体。

「……っ！」

　結野の顔が一瞬で真っ赤になる。

　そして。

　結野の全身が小こ刻きざみに震え出す。

　両目が泳ぐ。

　さっきまで真っ赤だった顔が、真っ青に変化する。

「こ、こここ、こわい……」

「ゆ、結野……？」

「こ、こここ、こわいよぉ！　おとこのここわいよおおお！」

　結ゆう野のの両腕が激しく動き、抱きしめる俺おれから逃れようとする。

　俺は慌あわてて、

「だ、大丈夫か結野!?　やっぱりこの作戦は中止に――」

「ダメ！」

　結野は鋭く告げる。

　えぐえぐと涙目になりながら俺を見上げ、

「だ、大丈夫だもん……タローだから、大丈夫だもん……ひっぐ、ひっぐ……」

「結野……」

　ああ、なんていじらしく、かわいらしいんだ。

　しかしながら。

　結野の動きは次第に激しくなっていく。

　俺は結野の両腕を自由にさせないよう、強く抱きしめる。

　この両腕を自由にしたら殴られてしまう。

　作戦は失敗してしまう。

　だから、この両腕だけは……

　そう思っていたのだが、思わぬところに伏兵が。

　両腕を動かせない結野は、右足を勢いよく跳ね上げ――

「こわい、こわいこわいこわいこわいよぉおおおお――っ！」

「のばあ、あああ、あああああ、ああああああ、ばばばばばばばば――――っっ!?」

　俺の股こ間かんに強烈な膝ひざ蹴げりをくださったのでしゅりゅんんたあああああっぷぷああ！

　しかも連続で！　連続でございますよ！

　おおおおおおおおおおおお、こいつはマジやべええええ！

「あしゅらまん……ぴ、ぴぴろんちょおお……」

　あまりの神的な打撃に、ボクちゃんは一瞬で昇天！

　俺は史上最高に気持ち悪い笑みを浮かべながら、後ろに倒れた。

　ああああああ、もう脳みそが腐っちゃうくらい気持ちいいよぉお～っ！

「――ハッ!?　タ、タロー、大丈夫!?」

「だいじょうぶだもん……タローは、だいじょうぶだもん……えひゃ、えひゃ……」

　言ったあと、俺は気絶した。ヘブンに旅立った。




　――以上、回想終わり。

　というか、結野が考える治療方法って、ちょっと石動いするぎ先輩が考えるものと似てるっぽいよな……

　なんか、残念な影響を受けてしまっているような気がする。

　まあ一年も一緒にいたんだから――と、いかんいかん。

　今日は石動いするぎ先輩や第二ボランティア部のことは考えないことにするんだった。純粋にデートを楽しむんだった。

　俺おれと結ゆう野のと間ま宮みやさんの三人は、ゆっくりとした足取りで動物園を進む。

　喫茶店のような場所で休んだあと、売店をちょっと覗のぞき、それから夜行性の動物ばかりを展示している夜行性動物館に入った。

　夜行性動物館の中は照明を落としているので、かなり暗い。

「暗いな……」

「うん……」

「嵐あらし子こ、足もとに気をつけなさいよ。砂さ戸どくんも」

　俺たち三人は暗がりに注意しながら前に進む。

　あと、近くにいる結野に触れないようにも注意しなければ。

　その不安を察してくれたのだろうか、間宮さんが俺と結野のあいだに入ってくれた。

　このポジションだと大丈夫だろう。

　俺はちょっと安心した。

　あと、心の中で間宮さんに感謝の言葉を述べる。

　今日の間宮さんは……ほんと、すげえいい子だな。

　昼食のときも俺と結野をたすけてくれたし。

　絶対に俺と結野のデートを邪魔してくると思ってたのに。うれしい予想外だった。

　夜行性動物館の中にいるのは、コアラ、コウモリ、フクロウなど、夜行性の動物ばかり。まあ当たり前なのだが。

　俺たちはそれらの動物を眺めながら、順路を歩いていく。

　と、そのときだった。

　いきなり――

　誰だれかが、俺の左手を握ってきた。

「え……？」

　やわらかい手のひらに包まれる。

　俺は直感的に悟さとった。

　これは女性の手のひらだと。

　そして。

「――っ!?」

　俺の手が、すごい力で引っ張られる。

「ちょ、ちょっと……!?」

　否いや応おうなく俺おれの体が流される。

　順路を逆に、つまり入り口のほうに。

　入り口を通り、外へ。

　暗がりに慣れていた目が、まぶしい光を浴びて軽く痛む。

　――俺の手を握った人物の、その後ろ姿が、視界に映る。

　夜行性動物館の外に出たあとも駆けることをやめない。

　俺の手を握ったまま、走る。

　やがて。

　その人物は足を止めた。

　救護室から少し離れた場所にある、閑かん散さんとした区域。

　俺と彼女以外には誰だれもいない。

「え、えっと……」

　俺は微妙に混乱しながら、

「なんで、俺をこんなところに？」

「…………」

「なあ、間ま宮みやさん」

　俺に背を向けていた彼女は、ゆっくりと俺のほうに振り返った。

「結ゆう野のを夜行性動物館の中に置いてきたままだし……急いで戻らないと……」

「砂さ戸どくん」

　間宮さんは真剣な顔をしながら、俺を見つめる。

　あまりに真しん摯しなまなざしに、俺は思わず口を閉ざした。

　間宮さんは告げる。

「――わたし、あなたのことが好きなの」

　え……？

　いま間宮さんはなんて言ったんだ？

　なんかあり得ない空耳が聞こえたような……

　俺に謎なぞの言葉を告げた間宮さんは、

「…………」

　これまで見たことのないような……真っ赤な顔をしながら、いまにも泣き出しそうな顔をしながら、うつむいている。その両りよう膝ひざは微かすかに震えていた。

「いつからかはわからない……でも、いつの間にか砂戸くんを目で追うようになって、その顔を見ただけでドキッとするようになって、好きになって……」

「ちょ――ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　俺は大声で言ってから、

「お、俺おれのことが好きって……まさかそれ本気で言ってるわけじゃないよな!?」

「本気よ」

「だって……間ま宮みやさんは、辰たつ吉きちのことが好きなはずで……」

　間宮さんは辰吉に片思いをしているはずなのだ。

　間宮さんは少し気まずそうにしながら、

「最初はそうだった……でも、いつの間にかその気持ちが薄らいじゃったの。それはきっと、砂さ戸どくんに出会ってしまったからだと思う」

「あう、お……」

「砂戸くんが嵐あらし子こと付き合うようになって……本当に苦しかった……」

　間宮さんはついに泣き出してしまった。

　えええええっ！　あの間宮さんが涙を!?

「嵐子はわたしの親友だし、とても大切な存在だから……何度も何度も諦あきらめようと思ったの。この気持ちを捨てようと思ったの。でも、できなかった。どうしても」

　言ったあと――

「砂戸くん！」

「――っ!?」

　間宮さんは、俺に抱きついてきた。

「ちょ――ま、間宮さん!?」

　ぎゅーっと抱きついてくる間宮さん。

　そのやわらかい体に、女の子の甘い匂においに、俺の思考が停止する。

「お願い、砂戸くん……」

　間宮さんは、上うわ目め遣づかいで俺を見つめる。

　そして、

「嵐子と別れて――わたしの恋人になってください」

　なんですって!?

「そ、そんなことは……」

「わたし、砂戸くんのことが大好きなの……」

　間宮さんはさらに強く俺を抱きしめてくる。

　俺の体温は急上昇。喉のどはからから。

「本当に、本当に大好きなの……どうしようもないくらいに……」

「ま、間宮さん……」

「わたし、砂戸くんのためだったら、なんでもできる……なんでもしてあげたい……」

「…………」

「砂戸くん……」

　囁ささやくように言うと。

　間ま宮みやさんは両目を閉じ、俺おれのほうに顔を近づけてくる。

「……っ!?」

　え、間宮さんなにをする気？

　赤く染まった顔。

　震える睫まつ毛げ。

　徐々に接近してくる、形のいい唇――

　そのとき。

「――ゆ、由ゆ美み!?」

　その場に鋭い声が響く。

　俺と間宮さんは弾かれたようにそちらのほうに顔を向ける。

　そこには――

　結ゆう野のがいた。

　息を切らしながら、抱き合う俺たちを見つめている。

「ふ、二人が急にいなくなっちゃったから、慌あわてて探して……やっと見つけたら、二人が……二人が抱き合ってて……あばばばばば……」

　結野はスーパーテンパリ状態になってしまった。












　あんな感じになってしまう結ゆう野のは本当に珍しい。

「ち、違うんだ、結野！」

　俺おれは間ま宮みやさんの体を引きはがし、叫ぶように告げる。

「これはだな、えっと、その……」

「嵐あらし子こ」

　間宮さんが、結野を見つめる。

「ごめんなさい……わたし、砂さ戸どくんのことが好きなの……」

「えええええっ!?」

　結野は両目を大きく見開く。

　しばらく口をぱくぱくさせてから、

「ゆ、ゆゆゆ、由ゆ美み、なにを言って……わ、わかった！　由美はわたしとタローを別れさせようと思って、そんな嘘うそを……」

「嘘じゃないの。本当なのよ」

　間宮さんは少し気まずそうにしながら、告げる。

「由美……」

　結野は呆ぼう然ぜんと、つぶやく。

　それから、

「由美――わたしの目を見て」

　真剣な表情で言う。

「由美はわたしの親友。由美が嘘をついてるかどうか、その目を見ればわかる。だから……わたしの目をちゃんと見て、もう一度さっきの言葉を言って！」

「嵐子……」

　間宮さんは結野の視線をまっすぐ受け止め、

「わたし――砂戸くんのことが好きなの」

　と、告げた。

　結野は――

「……っ!?」

　ショックを受けた顔になって、その場に両手をついた。

「由美のあの目……嘘じゃない……由美は、本当にタローのことを……」

「嵐子……あなたを傷つけたくなかった。でも、自分の気持ちに嘘をついて後悔したくないの」

　そして。

　間宮さんは俺を見上げると、

「砂戸くん」

「は、はい？」

「もう一度言うわ。嵐あらし子こと別れて、わたしと付き合って。お願い」

「…………」

「お願い！」

　言って、間ま宮みやさんはまた俺おれに抱きついてくる。

　結ゆう野のが貧血を起こしたようにふらふらしながら頭を抱かかえている姿が目に映った。

「…………」

　ダメだ。

　もうわけがわからなすぎて脳みそがフリーズしそうだ。

　と、そのときだった。

　俺たちのそばに駆け寄る人影が。

　それは――

「え……」

　それは、上から下まで黒ずくめで、仮面をかぶった人物。

　あの姿には見覚えがある。

　――屋外ステージで特撮ヒーローショーを演じていた、悪の怪人の部下だ。

「…………」

　俺たちは呆ぼう然ぜんと、その悪の怪人の部下を見つめる。

　どうして悪の怪人の部下がここに……？

　悪の怪人の部下は肩で息をしている。

　肩で息をしながら、俺たちを見つめている。

　そして。

　悪の怪人の部下は、その仮面を脱いだ。

「――っ!?」

　俺は驚きよう愕がくする。

　その仮面の下にあった顔は――

「た、たたた、辰たつ吉きち!?」

　その悪の怪人の部下は、俺の親友である辰吉だった。

　どうして辰吉がここに……

　今日、辰吉はアルバイトに行っているはずで……

　間宮さんと結野も驚いた顔をしている。

「辰吉、おまえどうして……」

「アルバイト……」

「へ？」

「今日、俺おれ、アルバイトするって言ってただろ？」

「あ、ああ」

「悪の怪人の部下の着ぐるみを着て、特撮ヒーローショーに出る――それが今日のアルバイトの内容だったんだ」

「な、なんと……」

「おまえたちが屋外ステージの最前列に座ってるのを見つけて、すげえ驚いた。太た郎ろうと結ゆう野のの二人でデートに来たのかと思ったんだが……なぜか由ゆ美みの奴やつもいるし……」

　俺たちがなんとなく特撮ヒーローショーを見物してたとき、悪の怪人の部下を演じていた辰たつ吉きちは俺たちの存在に気付いていたのか。

「でも俺はバイト中だったから、そこから動くわけにはいかないし……で、ちょうどさっきヒーローショーが終わって、着替えてから太郎に連絡してみようと思ったら、由美に手を引かれて走る太郎の姿を見つけて……」

　夜行性動物館からここに連れられてくるあいだに、屋外ステージの近くを通った――らしい。俺は混乱してしまっててどこをどう走ったのかはまったく覚えてないのだが。

「なんか二人の様子がおかしかったから、急いで追いかけてきたんだけど……途中で見失って……」

　うろうろしたあと、なんか騒がしい気配がすると思ってこっちに来てみたら、俺たちを見つけたのだという。

　辰吉は愕がく然ぜんとしながら、

「というか、おまえら……その状況はいったい……」

「え……うおおっ!?」

　そうだ、俺と間ま宮みやさんは抱き合ったままだった。俺は慌あわてて間宮さんと距離を取る。

「た、辰吉くん……」

　間宮さんが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「た、たたた、辰吉くんがどうして……」

「間宮さん？」

「い、いいいいいい、一番見られたくなかった人が……なんでここに……」

　俺から離れた間宮さんは、両手で頭を抱かかえながらぶつぶつ言っている。

　なんか……

　様子がおかしい。

「う、ううう――」

「あ、あの、間宮さん……」

「ううう、ううううう、うおおおあおあああおおおおおおお――――っっっ！」

　間宮さんは――

　体をのけ反ぞらせながら絶叫した。

　その絶叫とともに、間ま宮みやさんの全身からなんか衝撃波のようなものが発せられた――ような気がした。

　間宮さんはその場に両りよう膝ひざをつく。

「ま、間宮さん!?　大丈夫か!?」

「ぐ……うう、う……」

　尋常じゃない発はつ汗かんと、荒い呼吸。

「なんだか体の様子がおかしい……間宮さん！」

「――さい」

「へ？」

「――うるさいって言ってるのよ、この変態野郎があああ！」

「ぎゃほおおおおおおおぉおおおおおおおおおおお――っ!?」

　突然の暴力。

　間宮さんの拳こぶしによって、俺おれは上空に吹っ飛んだ。

　あ、あれ～なんで～？

　俺は間宮さんを心配しただけで――あひゃあああっ！

「ごめっちょ!?」

　地面に落下した俺は、あひゃあひゃ気持ち悪い笑みを浮かべる。素晴らしい悦えつ楽らくにもう人生を放棄しちゃいそうです。へぴぃ。

　間宮さんは倒れる俺に近づくと、

「ドＭの変態が！　なんでわたしがあなたみたいな気持ち悪い生命体に好きって言わなきゃいけないのよ！　死ね！　死ね死ね死ね！」

　ほんとに殺すつもりの蹴けりを放はなってくださったあああ！　連続でえええ！　あああ、あまりの気持ちよさにボクちんの変態性がスタンディングオベーションしてるぽぉ！

　間宮さんは肩で息をしながら、辰たつ吉きちのほうを見やると、

「辰吉くん……」

「ゆ、由ゆ美み？　俺、ちょっと状況が把握できないというか……」

「あの言葉は嘘うそなの！　わたしが好きなのは辰吉くんだけよ！　こんなクソ変態のことなんて好きになるわけないわ！」

「で、でも、さっきは……」

「そうよ、由美」

　結ゆう野のだった。

　結野は困惑しながら間宮さんを見つめ、

「さっきの由美は……嘘をついてなかった。あの言葉は真実の言葉だった。親友のわたしにはわかる。由ゆ美みは、自分に嘘うそがつけるような器用な子じゃないから……」

「…………」

　間ま宮みやさんはうつむく。

　そして、

「……間宮流マッサージ術」

「え？」

「間宮流マッサージ術――裸ら舞ぶ彩さい虚け出で離り個こ――」

　つぶやくように告げる。

「恋愛の力で心を癒いやしたり前向きにするために開発されたマッサージ術……マッサージを施ほどこした対象者を、誰だれかに惚ほれさせることができるマッサージ術よ。ただし、その効果は最大で一週間ほどしか続かないけど」

「だ、誰かに惚れさせる……好きにさせることができるってこと？」

　結ゆう野のが両目をぱちぱちさせながら尋たずねる。

「ええ。そのマッサージ術を――自分に施したの」

　と、間宮さんは言った。

「そのマッサージ術で……砂さ戸どくんを好きになった……」

「な――どうしてそんなことを……」

　俺おれは声を上げる。

　間宮さんは俺を睨にらむように見つめると、言った。

「それはもちろん、あなたと嵐あらし子こを別れさせるためよ」

　あ、やっぱり。

「砂戸くんを好きになって、砂戸くんを誘惑しようとした。誘惑されて骨抜きになった砂戸くんの姿を嵐子に見せて、幻げん滅めつさせようと思った。わざわざマッサージ術まで用いたのは――砂戸くんなら、どうしてかわかるわよね？」

「え？　いや、わからないけど……」

「……あなたみたいな気持ち悪い変態に、演技でも『好き』って言える自信がなかったからよ。だからマッサージで完全に心を偽いつわったの。それぐらいわかりなさい」

「あ、あああ……背中をぐりぐりしないでぇ……っ！」

　間宮さんは、倒れたままだった俺の背中を踏んづけてくださった。

　間宮さんはかなりイライラした顔をしている。嘘でも俺に『好き』って言ってしまったことにかなり腹を立てているご様子だった。

「でも……まさか、ここに辰たつ吉きちくんが来るなんて……」

　間宮さんはため息をつき、告げる。

「マッサージ術というのは、自分以外の誰かに施すものよ。でも、今回わたしは、自分で自分の体にマッサージを施ほどこしたわ。そのせいでマッサージ術が完かん璧ぺきではなかった。そこに、本来の好きな人である辰たつ吉きちくんの姿を目にしたせいで、そのショックで、不完全だった術が解けてしまったのよ……」

　なるほど。そういうことだったのか。

「由ゆ美み……」

　結ゆう野のは間ま宮みやさんに近づいていく。

　目の前に立ち、

「どうして……どうしてそこまでして、わたしとタローを別れさせたいの？」

「…………」

「タローがドＭの変態だから？　それだけの理由で、別れさせようとしてるの？　たったそれだけの理由で？　タローの変態以外の部分を見ようとしないで？　ひどい……ひどいよ、由美……」

　結野は、怒った表情を浮かべていた。

　と――

「……違うわ」

　間宮さんは、うつむきながら告げた。

「本当の理由は……もっとひどい……」

「え？」

「嵐あらし子こ……最近、砂さ戸どくんの話ばっかり」

「ゆ、由美？」

「砂戸くんの話が終わったら、次は美み緒おさんや第二ボランティア部の話。わたしの話はぜんぜん聞いてくれない。今日だって本当は二人で遊ぼうと思ってたのに、その約束を取り付けるために昨日は電話したのに……砂戸くんと初デートだとか言って……すごくうれしそうに……」

　言うと――

　間宮さんは、ふるふる涙目になって、結野に抱きついた。

「ちょ――ゆ、由美!?」

「嵐子はわたしの親友なのにっ！　ずっとずーっと前からわたしの親友なのにっ！　それなのに……それなのに……ふええええええええんっ！」

　間宮さんは結野に抱きつきながら、すごい勢いで泣きはじめた。

　結野も、俺おれと辰吉も、ぽかんとした顔でそんな間宮さんを見つめている。

　あの間宮さんが、こんなふうに泣くなんて……

　なんか衝撃の光景だった。

「そっか……」

　結ゆう野のは優しい表情になって、

「由ゆ美みは……寂さびしかったんだ……」

「ひっぐ、えっぐ、うう……そうよぉ……」

「……わたしにもその気持ちわかる。由美と葉は山やまくんが付き合いはじめたとき、同じような気持ちになったもん。置いて行かれたような、見捨てられたような、そんな気持ちに」

　結野はそっと間ま宮みやさんを抱きしめる。

「タローと付き合い出したことや、美み緒おさんや第二ボランティア部のことや、いろんなことが重なっちゃって、そっちのほうばっかりを見ちゃって……気付かないうちに由美のことをおろそかにしちゃってたかもしれない。ごめんね」

「…………」

「不安にさせちゃってごめん。寂しい思いをさせちゃってごめん。でも……これだけは忘れないで。わたしが、由美のことを大切に思う気持ちは、絶対だから」

「嵐あらし子こ……」

「その気持ちがなくなるなんてこと、あり得ないから。わたしと由美はずっとずーっと前からの親友で――これからも、ずっとずーっと、何年も何十年も親友のままよ」

「嵐子……あらしこぉ……」

　結野は――

　間宮さんが泣きやむまで、その体をずっと抱きしめてあげていた。




　泣きやんだ間宮さんは、アルバイトが終わった辰たつ吉きちに連れられて帰って行った。

　帰る間際のこと。

『……今日はごめんね、砂さ戸どくん』

　間宮さんは、そんな殊勝なことを言った。

　俺おれはすごく驚いた。それから、こう思った。間宮さんは俺と結野が付き合うことを認めてくれたのではないかと。

　だが――

『でも、やっぱりわたしはあなたが気にくわないわ。だって変態だから。引くほどのド変態だから。嵐子に愛想を尽かされてさっさと捨てられなさい』

　……結局、間宮さんは間宮さんのままでございました。

　時刻は午後五時近く。

　もうすぐ閉園時間だ。

　――俺と結野は、二人でゆっくりと園内を歩いている。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　会話もなく、ただ歩く。

　やがて、

「……ねえ、タロー」

　結ゆう野のが言ってくる。

「ん？」

「――美み緒おさんのことを話してもいい？」

　今日は石動いするぎ先輩や第二ボランティア部の話はしない。

　その約束だった。

　でも。

「ああ」

　と、俺おれはうなずいていた。

「ごめんね。今日は美緒さんの話はしない約束だったのに……美緒さんのことは忘れるはずだったのに……」

「いや……」

　結野は遠くを眺めるような表情で、告げる。

「美緒さんに第二ボランティア部を辞やめさせられて、それに納得できなくて、タローと二人で何度も部室に行って、部活に復帰できるようお願いしに行って、そのたびに冷たく拒絶されて……こんなことを思ってしまったこともあるの。もう、美緒さんのことなんか、第二ボランティア部のことなんか忘れてしまおうって」

　淡々と、続ける。

「こんなに何度も足を運んでお願いしてるのに、美緒さんはわたしたちを受け入れてくれない。だったら……もういい。わたしにはタローがいる。大好きな恋人がいる。もう美緒さんのところに行くのはやめて、それよりも二人の時間を大切にしよう。そんなことを……わたしって、ひどい奴やつだよね……」

「…………」

　その気持ちは、わかる。

　どんなに足あし繁しげく通っても、言葉を尽くしても、先輩はなにも言ってくれない。

　心が折れそうだった。

　もう、先輩のことを諦あきらめてしまいたくなった。

　だけど――

「だけど……やっぱり無理だ。美緒さんのことを忘れるなんて、できっこない」

　俺の気持ちと結野の言葉が重なる。

　結野は辺りに視線を巡めぐらし、

「ねえ、タロー。わたしたちがはじめてこの動物園に来たときのこと、覚えてる？」

「ああ、もちろん」

　俺おれはうなずく。

「本当は第二ボランティア部のみんなで行くはずだったけど、美み緒おさんの思いつきで、わたしとタローだけでここに来ることになった」

　あのときのことはよく覚えている。

　俺のドＭを治すため、結ゆう野のの男性恐怖症を治すため、お互い異性に慣れたほうがいいという理由で、先輩は俺たちを二人っきりにした。

「あのとき、わたしは、自分の過去のことをタローに話して……タローはわたしの話を真剣に聞いてくれて……」

　結野の話を聞いた俺は、自分と結野は似ていると思った。

　あのときのことがきっかけで、俺と結野の心の距離は縮まった……と思う。

　それから――

　それから、いろんなことがあった。

　いろんなことがあって。

　本当にいろんなことがあって、そして。

　俺と結野は、付き合うことになった。

「……桜さくら守もり高校に入学したばかりの頃ころのわたしは、独ひとりぼっちだった」

　結野は、

「でも――いまのわたしは、独りぼっちじゃない」

　迷いなく、よどみなく、はっきりと告げた。

「いろんな人がわたしに手を差し伸べてくれた。いろんな人がわたしを支えてくれた。笑いかけてくれた。受け入れてくれた。救ってくれた。わたしを……変えてくれた」

　だけど、ね――

　だけど、最初に手を差し伸べてくれたのは、美緒さんだった。

　美緒さんだったの。

　美緒さんがいたから――いまのわたしが、ここにいる。

　いまの、幸せな自分が。

　――そう告げたあと、結野はそっと息を吐く。

　間もなく閉園になることを告げるアナウンスが園内に響き渡る。

　いつの間にか、俺と結野の足は止まっている。

　お互い、向き合っている。

「……美緒さんは自分で独りになることを選んだ」

　結野は言う。

「美緒さんは独りでも平気なんだ、寂さびしくないんだって、そう思ったときもあった。でも、そんなことないよね。寂しくない人なんていないよね。きっと、さっきの由ゆ美みみたいに、昔のわたしみたいに、美み緒おさんだって寂さびしい思いを……」

「ああ……」

　そうだ。

　独ひとりが寂しくない人なんて、いない。

　先輩だって、きっと……

　俺おれの脳裏には――

　あの広い部室で、たった独りで座っている石動いするぎ先輩の姿が映っていた。

　たまらなかった。

　なんだかよくわからないけど、その光景はたまらないほど俺の心をかきむしった。

「わたしを独りぼっちから救ってくれた人を……美緒さんを、独りぼっちになんかしない。したくない。……ううん、違う。そうじゃなくて」

　そうじゃなくて――

　結ゆう野のは力強く、そして優しい笑顔で、

「わたしが、美緒さんと一緒にいたいの」

　と、告げた。

「感謝や恩返しの気持ちじゃなくて……わたしは、美緒さんのことが大好きだから……」

「結野……」

　俺は、

「ああ、そうだよな……」

　ゆっくりとうなずいた。

　このまま先輩とお別れなんて――そんなのは嫌だ。

　だから、絶対に第二ボランティア部に戻る。

　俺と結野は、強く心に誓った。



















幕間　暴走気味のワンワンエクスタシー







　石動いするぎ先輩に第二ボランティア部を退部させられた、数日後のことである。

　授業が終わったあとの放課後。

　俺おれは、廊下の壁に背中を預けながら、結ゆう野のを待っていた。

　結野は今日掃除当番で、教室の掃除をしている。それが終わったら一緒に第二ボランティア部の部室に向かい、先輩にクビを撤回してくれるよう頼みに行くつもりだった。

　そのとき。

「砂さ戸どくん！」

　俺に声をかけてくる人物が。

　それは、線の細い色白の美少年。

「日ひ村むら？」

　一年生で、発明部に所属している日村雪ゆき之の丞じようだった。

　一言で言うと、ロリコン野郎である。

「砂戸くん、ちょっといまから僕に協力してくれませんか？」

「へ？」

「お願いします！　時間がないんです！」

　日村は言うと、俺の腕を掴つかんで強引に引っ張った。

「こっちに来てください！」

「ちょ――お、おい……」

　日村に連れてこられた場所。

　そこは発明部の部室だった。

「日村、お願いってのは……」

「とにかく、中に」

　日村に腕を引かれ、部室の中に入る。

　部室の中には、様々な発明品が所ところ狭せましと置かれている。

「こっちです」

　日村は部室の奥にある、倉庫のような場所に足を踏み入れた。

　狭くて暗い部屋。

　壁に沿って置かれた棚にはいろいろな薬品っぽいものが並んであり、床の上には分厚い本、書類などが積み重ねられている。

　日ひ村むらは棚の一つの前に立つと、真剣な顔で、

「この棚のどこかに、あるはずなんです」

「あるはずって、なにがだ？」

　日村は神妙な表情で、

「女性を幼女にする薬が……」

　と、告げた。

「ノア様は、発明した様々な薬をこの棚に保管しているんです。だから、女性を幼女にする薬も、きっと……」

　ノア様というのは、柊ひいらぎノアさんのこと。

　この発明部の部長で、ＩＱ２００以上の天才少女である。

「えーっと……」

　俺おれはジト目で日村を見つめながら、

「一つ訊きくけど」

「なんですか？」

「柊さんは、なんで女性を幼女にする薬なんて作ったんだ？」

「作ったかどうかは、正直わかりません」

「へ？　作ったかどうかわからない？　じゃあ、ここにもないのでは――」

「いえ、あります！」

　くわっと両目を見開く日村。

「ノア様は、幼女体型をナイスバディにする薬を作れるほどの天才……だから、女性を幼女にする薬だって作れるはずなんです！　いや、もうすでに作っている絶対に！　そしてその夢の薬は、この棚のどこかにきっとあるはずなんだあああぁ！」

　日村は両手を大きく広げ、叫んだ。

　完全に目がイッちゃっている。

「…………」

　なるほど……

『女性を幼女にする薬』が存在していてほしいという強い願望が、こいつに残念な妄もう想そうを抱かせたんだな……柊さんがそんな薬をすでに作っていて、この棚に保管しているという妄想を……

　ああ、日村よ。

　おまえはいろんな意味で怖い奴やつだな。

「というわけで――」

　日ひ村むらは言った。

「砂さ戸どくん、その薬を探すのを手伝ってください！」

「え？　俺おれが？」

「はい！」

　日村は大きくうなずく。

「ノア様が部室に来る前に見つけなきゃいけないんです！　ことは一刻を争う！　だから、砂戸くんに探すのを手伝ってもらおうと思ったんです！」

「あ、そう……」

　たぶん現実には存在しない薬を探すため、俺に手伝えと……

「俺の人生でもベストスリーに入るくらい、くだらない用事だな……」

「さあ早く探しましょう！」

　日村はガラス戸をスライドさせ、血走った目で薬を探す。

「やれやれ、まったく……」

　俺はその隣で、薬を探すフリをする。

「性格が逆転する薬――これじゃない！　目からレーザービームが出る薬――これでもない！　どこだ!?　女性を幼女にする薬はどこだ!?」

「はあ……」

　必死な日村を横目に、大きくため息をつく。

　と――

　狂ったように薬のラベルを確かめる日村の、その腕が、薬の入った瓶びんの一つに当たり――その瓶が、床に落ちた。

　床に落ちたその瓶は、見事に割れてしまった。

　中に入っていた薬品が床にまき散らされる。

「ぬおおお!?　ひ、日村、薬が――」

「大丈夫です、それが女性を幼女にする薬じゃないことは確認済みですから！」

「だ、大丈夫じゃねえよ！」

　俺は近くにあった雑ぞう巾きんを手に取り、薬で濡ぬれた床を拭ふく。

「日村、おまえも拭けよ！」

「……わかりました。薬の瓶を割ったことがノア様に知られたら大変ですからね」

「いや、べつに瓶を割った証拠を隠滅したいわけじゃないけど……」

　俺と日村は四よつん這ばいになり、床を拭く。

　揮き発はつ性せいの高い薬だったのか、そんなに拭かなくても液体は自然と乾いていった。濡れた跡もほとんど目立たない。

　俺はホッと安あん堵どの息をつく。

「ところで、割れた瓶びんに入っていた薬はなんだったんだろう」

　気になった俺おれは、瓶の破片に貼はってあるラベルを見た。

　そこには。

『犬になる薬』

　という文字が。

「……犬になる薬？」

　つぶやいた、そのときだった。

「――っ!?」

　激しい目眩めまいが俺を襲い、右手で頭を押さえる。

　あと、全身が異様に熱くて……痛い……

「か、は……」

「さ、砂さ戸どくん……」

　日ひ村むらも同じように頭を押さえている。

　激しい熱と痛みが全身を襲い――

　俺は意識を失った。




「……ん」

　俺の意識が覚かく醒せいする。

　意識を失っていた時間はそんなに長くはないだろう。なんとなくの感覚でそう思う。たぶん長くても数分、もしかしたら数秒ほどだったかもしれない。

　つーか、なんでいきなり意識を……

　と、そこで気付いた。

「――っ!?」

　俺の全身を、すげえでかい布が覆おおっていることに。

　な、なんだこの布は!?

　俺はめちゃくちゃに手足を動かし、その布から抜け出る。

　――暗くなっていた視界が明るくなる。

「……ん？」

　あれ？

　なんだこの視界？

　なんでこんな低く……

　床がこんなに近く……

　そして、俺の全身をさっきまで覆っていた布ってのは……桜さくら守もり高校のブレザー？

　え？　え、えええ？

　混乱。

　激しく混乱。

　そんでもって――この手はなに？

　この、小さくて毛むくじゃらな手は……

　いや、手だけじゃなくて、足も、胴体も……

「……？　？　？」

　俺おれは困惑しながら、何気なく横を見る。

　棚を覆おおうガラス戸がある。

　そのガラス戸に……自分の姿が映っている。

　その姿は――

　柴しば犬いぬだった。

　標準より小さいサイズの柴犬。

「――っ!?」

　な、ななななな、なんで柴犬の姿!?

　これってマジで俺!?　なんで!?

　混乱して声を上げる。が、

「わ、わんわん！　わんわんわん！　わふー！」

　うおおおお、言葉が喋しやべれねえ！　鳴き声しか出ねえ！

　な、なんでこんなことに……これは夢なのか……？

　そこで、ハッと気付いた。

　さっき割った瓶びんのラベルに書いてあった文字――

『犬になる薬』

　柊ひいらぎさんの発明した犬になる薬。

　それを落として、割ってしまった。

　揮き発はつ性せいの高い薬はすぐに気体となった。

　その気体となった薬を吸い込んでしまって……

　それで、薬の効果が体に……

　マジかよっ!?

　ど、どど、どうすんだ!?

　どうやったら人間に戻るんだ!?

「わんわん!?　わおーん！」

「きゃん!?　きゃんきゃんきゃん！」

　すぐ近くから犬の鳴き声。

　そちらに目を向けると、そこには――

　チワワがいた。

　俺おれは瞬間的に悟さとった。

　もしかして……

　このチワワは、日ひ村むら……？

　そのチワワのそばには、桜さくら守もり高校のブレザーが。犬に変化して体が小さくなったため、サイズの合わなくなった服が脱ぎ捨てられたような感じでそこに放置されたのだろう。俺と同じように。

　チワワは混乱した様子で俺のほうを見ている。前足で、割れた瓶びんのほうを指し示したりしていた。こいつも、あの薬のせいで自分たちが犬になってしまったことに気付いたのだろう。

「わん、わんわんわん!?　わんわん！　……わぉーん」

「きゃんきゃんきゃんきゃん！　……きゃ、うううん」

　めちゃくちゃに鳴き声を発したあと、全身からずーんと暗い気配を漂ただよわせる。

　ああ、これからどうしよう……

　と、急に――

「きゃおうん!?」

　日村が虚こ空くうを見み据すえながら、くわっと目を見開いた。

　俺は首をかしげ、言う――じゃなくて鳴く。

「わん、わんわん？」

　日村、どうしたんだ？

　日村はなんかすごい興奮した様子で俺のほうを見ると、

「きゃん！　きゃんきゃん、きゃんきゃんきゃん！　きゃぅーん！」

　……いや、なにを言ってるのかぜんぜんわからない。

　俺が首を横に振ると、日村は器用に後ろ足だけで立ち、

「きゃん！　きゃんきゃん！」

　なんか身振り手振りでジェスチャーもはじめた。

　両手で虚空に丸い形を描いてから、ちょっと手を広げてすとんと下に落として――えっと、それは人間を表しているのか？　で、それを一回り小さくして……子供？　いや、こいつのことだから幼女か。それから、前足で自分を指して……つまり、いまの犬の自分だったら――さらにジェスチャーを続ける――幼女に、抱きついたり、スカートの中に入ったり、顔をぺろぺろ舐なめたりしても、大丈夫。

　って、なに言ってんだこいつ！

　日村は前足を組み合わせて夢見るような表情を浮かべながら、ハァハァ変態的に息を荒らげている。

　そして。

　日ひ村むらは――

「きゃうううううううううううううううううんっっっ！」

　歓喜の鳴き声を響かせながら、すごい勢いで部屋を出て行った。

　ちょ――日村!?

　日村ああああああああ！

「わ、わわわ、わおーん！」

　日村はどこに行ったのか。予想することは簡単。きっと、幼女がいっぱいいる公園にでも行ったのだろう。

　一人、ぽつんと残された俺おれ。……いや、一匹か。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていると――

　部屋の入り口のほうに人の気配が。

　そちらに視線を向けると。

　そこには、小柄な少女が立っていた。

　髪の右側だけを結った、小学生みたいに見える女の子。

　彼女は、発明部の部長で天才少女である、柊ひいらぎ　ノアさんだった。

『犬になる薬』を作った張本人である。

　ひ、柊さん！

　俺は四本の足で、柊さんのほうに駆け寄る。

　柊さん、たすけてくれ！　俺、柊さんが作った薬で犬になっちゃったんだ！

「わんわんわん！　わん、わんわんわん！　わ、わ、わおーん！」

「…………」

　柊さんはちょっとのあいだ、俺をじーっと見つめたあと、

「か……」

　満面の笑みを浮かべた。

「か、かかか、かわいいですぅ！」

　え……？

　柊さんはハイテンションになりながらその場にしゃがみ込むと、俺の体をひょいと持ち上げ、ぎゅーっと抱きしめた。

　ひ、ひひひ、柊さん!?

　柊さんのやわらかい体に包まれる。

　かなりテンパった俺は、柊さんの腕の中で全身をじたばたさせた。

「あ、ダメです、そんなに暴れちゃあ。……でも、暴れてる姿もかわいいですう！」

　柊さんはさらに強く俺を抱きしめ、すりすり頬ほおずりまでしてくる。

　俺おれの両りよう脇わきの下を持った柊ひいらぎさんは、まじまじと俺の顔を見つめ、

「どうして、こんなにかわいいですか？　なんか、この犬を見てると、いとおしい気持ちがどんどん溢あふれてくるです……」

　言ってから、また抱きしめてくる。

　ひ、柊さん！　もうやめてください！

　そして、

「決めたです！」

　柊さんは大声で言った。

「ノア、この犬を飼うですっ！」

　ええええええええ!?

「というわけで、名前を決めないといけないです……あ、そうだ……」

　柊さんはちょっと赤い顔をしながら、

「この犬の名前は……タ、タロウにするです」

　タロウ？

　それは、人間である俺と同じ名前だ。

　まあ、タロウという名前は犬にも多いけど……結ゆう野のが昔飼っていた犬の名前も『タロー』だったしな。












「タロウ……ノ、ノアの、大好きな名前です……」

　そんなことをつぶやいたあと。

　柊ひいらぎさんは、俺おれを抱かかえながら立ち上がり、

「タロウは今日からノアのペットです。ペットというか、友達です」

「わ、わんわん！　わんわんわん！」

「今日はタロウと一緒にゆっくり遊ぶです」

　言うと、柊さんは倉庫の前を離れる。

　割れた瓶びんや、脱ぎ捨てられた二つの制服には気付かない様子で。

　柊さん、お願いだから気付いて！　俺は砂さ戸ど太た郎ろうなんだ！

「わんわん！　わおおおおおおおおん！」

　が、俺の魂の叫びは、犬の鳴き声に変換されただけだった。




　部室の壁の、ある部分。

　柊さんがそこに手を触れると――

　床の一部が消失し、地下に続く階段が出現した。

「わ、わん？」

「この階段の下には、ノアが学校に秘密で作ったプライベートルームがあるです」

　柊さんは俺を抱いたまま階段を下りていく。

　階段の下に扉。

　そこを開けると、中には高級マンションのような綺き麗れいで広い部屋があった。

　す、すげえ……

　というか、学校に秘密でこんなものを作っていいんですか？

「さて……じゃあ、まずはタロウをお風ふ呂ろに入れるです」

「わおん？」

　え？　お風呂？

「タロウをキレイにしてあげないといけないです。さあ、行きましょうです」

　お風呂場に向かう。

　脱衣所にある扉を開けると、その向こうには大きな浴槽が。

「タロウはちょっとここで待っててくださいです」

　浴槽の隣にちょこんと俺を置くと、柊さんは脱衣所のほうに向かい、扉を閉める。

　俺は後ろ足を折りたたんでそこに座りながら、ため息。

「……わふぅ」

　うーむ、どうやったら俺が砂戸太郎だってことに気付いてもらえるのだろうか……

　前足で頭を抱えながら考えていると、

「お待たせですー」

　言いながら、柊ひいらぎさんが浴槽のほうに入ってきた。

　――全裸で。

「わおぼうおおぶっっ!?」

　俺おれはその光景のあまりの衝撃に、口からなにかを吐き出した。

　全裸。

　完全なる全裸。

　タオルすら巻いていない。

　処女雪のような真っ白な肌に、細い足首と太もも、かわいらしいおへそ、ほぼ真っ平らな感じの胸……柊さんの幼児体型的な全裸姿が、俺の目の前に……

　柊さんは首をかしげながら、

「タロウ？　どうしたですか？　なんか全身がぷるぷる震えてるですけど」

「わ、わおぶ……ぶぶわんぶ……」

「あ、わかったです。タロウはお風ふ呂ろが苦手なんですね」

　柊さんはほほ笑みながら、俺のほうに近付いてくる。

　ダ、ダメだ柊さん！

　こっちに来ないでおくれやす！

　全裸の柊さんは、俺のそばでしゃがみ込んだ。

「わぶおんっ!?」

　俺は慌あわてて柊さんから視線を逸そらす。

　ぐおおおお……み、見ちゃダメだ……

　柊さんは両手で石けんを泡立てると、

「じゃあ、洗うですよー」

「わひゃん!?」

　両手でくしゃくしゃと俺の全身を洗いはじめた。

「タロウをキレイにしてあげるです～♪　とってもキレイに～♪」

「わおん！　わ、わわわ、わひゃおーん！　おふぅ！」

　泡に包まれた柊さんの両手が、俺の全身を優しく撫なでる。

　ひ、柊さん……あ、ああ……っ！

　そ、そんなとこ触っちゃ、い、いいい、いやぁ……っ！

　おおお、おふう、あひゃ、うわ……

　これは本当にダメだって！

　なんかいろいろやばすぎるって！

「……さて。これぐらいでいいです」

「わふ、わふ、わふぅ……」

　俺おれはもうくたくたになっていた。いろんな意味でくたくたに。

　シャワーで石けんを流され、タオルでくしゃくしゃ拭ふかれる。

　柊ひいらぎさんは脱衣所で服を着て、お風ふ呂ろ場ばから出た。俺を胸に抱かかえながら。

　やれやれ……

　やっとお風呂の時間が終わった……

　お風呂場を出た柊さんは、部屋に向かう。

　とことこと部屋の中を歩き、ベッドのほうに近付いていく。

　ベッドの上にうつぶせで寝転がる。

　俺を顔の前に置き、

「はあ……ほんとにかわいいです……」

　うっとりとため息をつく。

「タロウはほんとにかわいいです」

「わ、わん」

「あと……なんか、見てると無性にいたずらしたくなってしまうです」

　え？

　いたずら？

「というわけで――こしょこしょこしょ」

「おわぉん!?」

　柊さんは俺の足の裏や脇わきの下を指でくすぐる。

　ちょ――ひ、柊さん！　こそばい、マジこそばいって！

　俺はベッドの上でばたばたする。

　そんな俺を、柊さんはおかしそうに眺めている。

　こりゃたまらん！

　俺はベッドから逃げだそうと――

「逃げちゃダメです！」

　逃げだそうとして、柊さんにつかまってしまった。

「もう。逃げちゃダメですよ、タロウ」

「わ、わん」

「罰として、おしおきします」

「わん？」

「えいっ」

　柊さんは――

　俺の腹を、右手の人差し指と親指でぎゅーっとつねった。

「――わばう!?」

　い、痛い。

　かなり痛い。

　そしてその痛みが――快楽に変換される。

「わふ、わふ、わふ……わふおおおおおん！」

　あああああああ、チョー気持ちいいもっともっとつねってぇー！　わぉーん！

　俺おれは悦えつ楽らくに身み悶もだえながら、ぴくぴく全身を痙けい攣れんさせた。

　というか、俺は犬になってもドＭのままなんですね！

　ほんと、軸がブレない変態だな俺は！

「タロウ、どうしたです？　……もしかして、つねられるのが気持ちいいんですか？」

　言って、柊ひいらぎさんはつねる力を強くする。

「わ、わふわふわふ！　わおおおおおおおおおおおおん！」

「そんなに気持ちいいなら、両手で……」

　柊さんは、両手の指で俺の腹をぎゅぎゅぎゅーっとつねってくる。

「おおおおおおう!?　わぶうううううううう！」

　俺は前足と後ろ足をピーンと伸ばしながら――

「わんわんわわわん、わわわわはふぃあおうおああアアアアアん――――っっ！」

　――昇天した。

　あびょびょびょびょ……えひゃいやぁ、あああ……

　柊さんはちょっとだけ引いた顔をしながら、

「タ、タロウ、そんなに気持ちよかったですか……？」

「……わ、わふん」

　俺はこくりとうなずく。

　ほんまにもう最高でした～。

　柊さんはくすっと笑って、

「タロウはほんと、おかしな犬です」

「わふう……」

　いや、犬じゃないんですが……

　柊さんはじっと俺を見つめると、

「タロウ……タロウに、ちょっと聞いてほしい話があるです」

「わふ？」

　柊さんは顔を赤くしながら、

「ノアには……いま、好きな男の子がいるです」

　好きな男の子……柊さんは、誰だれかに片思いをしているのか。

「その男の子は、ちょっと変わったところがあるですけど、すごく優しくて、かっこいいんです。ノ、ノアは、本当にその男の子のことが大好きで、できれば恋人としてお付き合いしたいなあとか思ってて……えっと……」

　柊ひいらぎさんの顔がさらに赤くなる。それから、えへへとほほ笑み、

「な、なんか、恥ずかしくなってきたですから、話の続きは今度にするです」

「わふん」

「でも……こういう話をしたのは、タロウがはじめてです。ちょっとスッキリしたです。話を聞いてくれてありがとです、タロウ」

「わふっ」

　どういたしまして、という意味を込めてうなずく。

　柊さんはふあっとあくびをする。

「昨日はほとんど徹夜で発明品を作ってたですから、なんだか眠くなってきたです」

　そう言うと、俺おれをぎゅっと抱きしめ、

「ちょっとだけ眠るです……タロウと一緒に……」

「わ、わん？」

　柊さんは両目をつぶり、

「タロウ……大好きです……」

　囁ささやくように言ったあと、すぐに寝息を立てはじめた。

　あ、柊さん、マジで寝ちゃった。

「……わふぅ」

　俺はため息をつく。なんかすげえ疲れた。

　そのときだった。

「――わぶっ!?」

　急に、全身が熱くなった。

「わ、わわわおおおおおお……」

　俺は前足で自分の体を抱きしめる。

　熱くて……痛い……

　俺は柊さんの腕の中で身み悶もだえる。

　眠っている柊さんの腕が外れ、俺はベッドの上でごろごろ転がった。

　全身はさらに熱くなり、そして――

「――っ!?」

　俺の体が、膨張する。

　前足と後ろ足がすらっと伸び。

　全身を覆おおっていた毛がなくなり。

　俺おれは、人間の姿に――砂さ戸ど太た郎ろうの姿に戻っていた。

「……へ？　な、なんで？」

　ちゃんと人間の言葉で喋しやべれる。

「もしかして……薬の効果が切れたのか？」

　もともと時間が過ぎれば効果が切れる薬だったのか、気化した薬を吸い込んだだけなので効果が薄まっていたのか、体に合わなかったのか……正解はわからないが、とにかく人間に戻ることができた。

　うおおおおお……やった。

　すげえうれしい。

　――と、そこで気付いた。

　いまの俺は、全裸であるということに。

「べぶうっ!?」

　俺は顔を青くしながら、柊ひいらぎさんのほうを見る。

　柊さんは、まだ眠り続けていた。

「よ、よかった……」

　俺は安あん堵どの息を吐く。

　こんな姿を見られてしまったら……通報されても文句は言えない。

「と、とにかく、柊さんが起きる前にここから立ち去らないと……」

　俺はベッドから降り、部屋から去ろうとして――

　柊さんのほうを振り返る。

「…………」

　柊さんは、とても幸せそうな寝顔を浮かべている。

　柊さんが目を覚ましたとき、犬のタロウの姿が消えていたら……柊さんはすげえ悲しむだろうな。泣いたりするかもしれないな。

　そう思うと、俺まで悲しい気持ちになってくる。

　でも、こればっかりはしょうがないじゃないか。そう自分に言い聞かせて、部屋を出ようと扉を開けた瞬間――人影が階段を駆け下りてきた。

　そいつは。

　なぜだか。

　全裸だった。

「う、うわあああああああん！」

「――っ!?」

　全裸の人は叫びながら俺のほうに突っ込んできた。

　俺はそいつに押し倒されるようにして、部屋に倒れる。

　その全裸の人――いや、よく見るとパーフェクト全裸ではない。股こ間かん部分を大きな葉っぱで隠している――は、俺おれのよく知る人物で、さっきまでチワワだった、

「ひ、日ひ村むら!?」

　でございました。

「お、おまえ、いったい……」

「公園で幼女たちと遊んでたら、急に薬の効果が切れて……全裸で人間の姿に戻って……それで、幼女の母親たちや警察官に追い回されることに……」

「…………」

　まあ、公園に全裸男が現れたら、そりゃあな……

　日村は泣きながら、

「だ、だから、追っ手の目を欺あざむくためにノア様のプライベートルームに隠れようと……」

「おまえのほうの事情はどうでもいい！　とにかく俺は一刻も早くこの部屋から出ないといけないんだ！　どけ！」

「な、なにを言ってるんですか!?　外には追っ手がいるんですよ！」

「追われてるのはおまえだけだろうが！」

「砂さ戸どくんだって全裸なんだから、仲間だって思われます！　砂戸くんが部屋から出てきたところを見つかったら、僕もここにいることがバレて……い、いやだぁ！　捕まるのはいやだぁ！」

「うるせえ！　とにかく俺から離れろ！」

「離れません！　だって離れたら部屋から出るんでしょ!?」

「ど、どけええええ！」

「い、いやですうう！」

　俺と日ひ村むらは、なんかレスリングの試合をしているかのように、お互いの体を押さえ込んだり逃れようとしたりしている。

「ぐ、ぐぬぬぬぬぬぬ……ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

「う、うぬぬぬぬぬぬ……ふう、ふう、ふう……」

「――な、なな、なにをしてるですか？」

　震える声でそう言ったのは――

　ベッドにいる、柊ひいらぎさんだった。

　あ……

　し、しまった！

　いまの騒ぎで柊さんが目を覚ましてしまった！

　柊さんはかたかたと全身を震わせながら、

「砂戸くんと日村……ど、どうして二人とも裸に……し、しし、しかも、床の上で抱き合って……息を荒らげて……は、激しく絡み合って……」

「ち、違う！」

　柊ひいらぎさんはなにかすごい誤解をしている！

　俺おれと日ひ村むらは、決してそのような関係ではありません！

　柊さんはぶわっと涙をこぼし、

「ノ、ノアはショックで……いろいろとショックすぎて……もうイヤです二人ともこの世から消えてほしいですうううううううううううううう！」

　そう叫ぶと、枕まくら元もとにあった赤いボタンを拳こぶしで叩たたくように押した。

　すると。

　天井から、コードにつながれた未来の拳けん銃じゆうっぽいものが無数に現れ。

　そのすべての銃口が、俺たちのほうに向けられ。

「ひ、日村……俺、なんか嫌な予感がするんだけど……」

「き、奇遇ですね、砂さ戸どくん……僕もですよ……」

　銃口から迸ほとばしった電気の帯が、俺と日村の全身に直撃した。

「ぎ、ぎゃひぃうあああああああああああああああああああああああ！」

「あべぼぼべぶばぼおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　――俺と日村の体は、見事に焦こげあがったのでした。




　数日後。

　昼休みに、俺は発明部の部室に向かった。

　発明部の部室を開けると、柊さんが一人で弁当を食べていた。

　柊さんは俺を見ると、ぎょっとして、

「さ、砂戸くん!?」

「やあ、柊さん」

「なにかご用ですか？　……日村の奴やつはいないですよ」

「日村になんか会いたくもありません。前のことは誤解だって言ったじゃないですか」

　俺と日村はボーイズラブ的な関係じゃないということを、柊さんに必死に説明したのだが……なかなか信じてもらえない。

　きっとそれは『犬になる薬』で犬になってしまったというくだりを隠したまま説明しようとしたからだろう。

　だって、そのことを言ってしまったら、俺が犬になって柊さんの全裸姿を見てしまったことなどもバレるわけで……だから、絶対に言えないのです。

「じゃあ、なんでここに来たですか？　……ノアはいまちょっと疲れてるというか、気分が沈んでいるので、一人にしてほしいのですが……」

　言って、細くため息をつく。

　その瞳ひとみは少しうるんでいるように見えた。

　かなり元気がない様子。

　やっぱり、犬のタロウがいなくなったから……

　俺おれは柊ひいらぎさんのほうに近付くと、

「今日は、ちょっと柊さんにプレゼントがあって」

「プレゼント？」

「はい。いつもお世話になっているお礼に」

　言って、俺はその『プレゼント』を差し出した。

　それを受け取った柊さんは、

「あ……」

　と、小さく声を漏もらす。

　俺が手渡したプレゼント。

　それは――小さな柴しば犬いぬのストラップだった。

「犬の……ストラップ……」

「はい、そうです」

「どうして、これを……」

「そ、それは、えっと……な、なんとなくです……」

　俺は笑ってごまかす。

　落ち込んでいる柊さんの心を、少しでも癒いやしてあげたい。

　そう思った俺は、雑貨屋でこのストラップを探したのだ。

　犬のタロウによく似た、ストラップを。

「…………」

　柊さんは、しばらく柴犬のストラップを見つめると。

　――そのストラップを、ぎゅっと胸に抱きしめた。

　その表情は、なんだかいまにも泣き出してしまいそうで……

「ひ、柊さん……？」

　あ……も、もしかすると、このストラップをプレゼントしたのは失敗だったかも。だって、このストラップを見るたびに柊さんは犬のタロウのことを思い出して……一緒に悲しい気持ちまで思い出してしまって……

　そんな簡単なことに、いまのいままで気付けないなんて。

　俺は自己嫌悪に陥おちいりながら、

「あ、あの……柊さん、もし気に入らなかったら、すぐに捨ててもらっても――」

「……です」

「え？」

「砂さ戸どくんは、ずるいです」

　ずるい？

　なんで……

「砂戸くんは、いつもノアの心のツボをついてくるです。だから、ずるいです」

　言うと――

　柊ひいらぎさんは、まぶしいほど綺き麗れいな、満面の笑顔で俺おれを見上げ、

「――ありがとうです、砂戸くん」

　と、告げた。












第二話　命懸けのラストスパート







　朝である。

「ん……」

　目が覚めた俺おれは、上半身を起こそうとして――

「――っ!?」

　なにかやわらかいものが、自分に密着していることに気付く。

　このやわらかいものは、女性の胸に間違いなくて……

「あ、姉貴！」

　俺は反射的に怒鳴る。

「また俺のベッドに潜もぐり込みやがって――え？」

　俺に抱きついていたのは、姉貴ではなかった。

　そして、母さんでもない。

　ベッドの中にいたのは、綺き麗れいな長い髪の、整った顔立ちをした女の子。

「あ……太た郎ろうお兄ちゃん、おはよー」

「な、七なな葉はちゃん!?」

　俺の従姉妹いとこである、砂さ戸ど七葉ちゃんでございました。

　七葉ちゃんは中学一年生で、俺の家から電車で一時間ほど離れたところに住んでいる。

　俺は唖あ然ぜんとしながら、つぶやく。

「ど、どうして七葉ちゃんがここに……しかも、俺のベッドの中に……」

「えへへ」

「いや、えへへじゃなくて……」

　そんなかわいらしい笑顔を見せられても、騙だまされないぞ。俺は七葉ちゃんの本性を知っているし。

　七葉ちゃんは、自分が通っている学校の制服を着ていた。

　しかも、どういうわけかその制服は微妙に着崩されていて、前のボタンが外れていたり、七葉ちゃんの白い鎖さ骨こつが露あらわになったりしている。

　と――

「太郎ちゃーん！」

「太た郎ろうさぁーん！」

　いきなり俺おれの部屋のドアが開き、姉貴と母さんが部屋に突入してきた。

「太郎ちゃん、一緒に寝よー！　アダルトな意味で一緒に寝よーっ！」

「太郎さん、二人で大人おとなのレスリングを繰り広げましょーっ！」

　大声で言ったあと、部屋にいる七なな葉はちゃんを見て、

「な、七葉ちゃん!?　どうして七葉ちゃんがここに!?」

「し、しかも、ベッドの上に……」

　七葉ちゃんは顔を赤くしながら、

「えっと、それは……太郎お兄ちゃんに、朝早く呼び出されて……」

「えええええ!?」

　俺はぎょっとしながら叫ぶ。

　なにを言ってるんですか七葉ちゃん!?

　七葉ちゃんはベッドの上でもじもじしながら、

「朝早くに『おまえとエロいことをしたいから、いますぐ部屋に来い。学校の制服を着て来るんだぞ。そのほうが萌もえるからな。げへへ』という電話を……」

「な、なんだと……」

「そ、そんな……げぶ……」

　姉貴と母さんがいまにも嘔おう吐としそうな顔でつぶやく。

「七なな葉はちゃん、なんでそんな嘘うそを――」

　言いかけて、気付く。

　ショックを受ける姉貴と母さんを、七葉ちゃんが陰湿な笑みを浮かべながら見つめていることに。

「くくく……すごいショックを受けてるわね。チョー気持ちいいんですけど」

　そう。

　七葉ちゃんは、幼少期に姉貴と母さんに酷ひどい目に遭あわされて、そのことをいまでも恨んでいるのだった。そして、俺おれにベタベタして二人を嫉しつ妬とさせるという復ふく讐しゆう作戦を実行したりしているのだが……今回のこれも、その復讐の一環なのだろう。

　あと、七葉ちゃんは腹黒少女で、姉貴と母さんはその本性をまだ知らなかったりする。

　七葉ちゃんは外そと面づらモードに戻ると、

「でも、あたし、太た郎ろうお兄ちゃんに呼び出されてうれしかったよ！　だって、あたしも太郎お兄ちゃんのことが大好きだから！」

　言いながら、俺にぎゅーっと抱きついてきた。

　いきなりの抱ほう擁ように、ちょっとドギマギしてしまう。

「ちょ……な、七葉ちゃん!?」

「太郎お兄ちゃん、あたしたち相思相愛だね！　七葉が結婚できる年齢になったら、すぐに結婚しようね！」

　と――

「この身の程知らずの小娘が……惨ざん殺さつ決定だよ……」

「はい、七葉終了のお知らせです……」

　姉貴と母さんの全身から、爆発するように殺気が膨ふくれあがる。

　死と絶望の具現者となった二人が、暗黒のオーラを放はなちながらこちらに――七葉ちゃんのほうに歩いてくる。

「ちょ、ちょっと待て！」

　俺は慌あわてて七葉ちゃんの前に立ち、二人からかばう。

「二人とも落ち着け！　親しん戚せきを惨殺しちゃあダメ、絶対！」

　姉貴と母さんは愕がく然ぜんとした顔をして、

「た、太郎ちゃん、どうしてバカ葉はなんかをかばうんだよぉ……」

「そ、そうですよ……まさか、太郎さんは本当にバカ葉のことを……」

　いや、俺はただ身内を殺人者にしたくないだけなのです！

　二人の殺気はさらに膨れあがっていく。ああ、もうどうしたもんやら！

「太郎お兄ちゃん」

　七なな葉はちゃんが後ろからそっと囁ささやいてくる。

「あたしにいい方法があるんだけど。二人を止めるいい方法が」

　言って、七葉ちゃんは俺おれにその方法を耳打ちしてくる。

　その『方法』というのは、かなりやばいものだったが……

　かなりテンパっていた俺は、藁わらにもすがる気持ちで、その方法を実行してしまった。

　俺は七葉ちゃんのほうに向き直り――

　七葉ちゃんを真正面から抱きしめた。かなり強く、激しく、情熱的に。

「ああ七葉ちゃん！　七葉ちゃんすげえかわいいよ！　もうほんと、なんでそんなに七葉ちゃんはかわいいの!?　俺、もうどうにかなっちゃいそうだ！」

「ぬあぱ――っ!?」

「へぽす――っ!?」

　姉貴と母さんは吐と血けつしそうな勢いで、

「た、たたたたたたたた、たろうちゃん、いったいなにを、おおおおお……」

「ど、どどど、どうして、ななはちゃんをだきしめて……かわいいって……」

「七葉ちゃん世界一かわいい！　いや、宇宙一かわいいよぉ！」

「お、おばばばばっばばばっばっばばああああああああああああああ――っ！」

「げぼおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――っ！」

　姉貴と母さんは天を裂くような叫び声を放はなつと。

　背後に倒れ、口から泡を吹きながら気絶してしまった。

　――七葉ちゃんが考えた二人を止める方法。

　それは、俺が七葉ちゃんを抱きしめたりかわいいって言ったりすることで、姉貴と母さんに精神的ショックを与え、二人を活動停止状態にしちゃうというものだった。

　その方法は一応うまくいった……二人が目を覚ましたあとが怖いけど……

　七葉ちゃんは、

「今回は完全勝利って感じ？　ふおおおお、うれしすぎて泣いちゃいそう……」

　喜びに全身を震わせている。かなり満足そうなご様子だった。

　それから――

「まあ、それはそれとして……」

　七葉ちゃんは俺のほうに顔を向けてくる。

「太た郎ろうお兄ちゃん……さっきの、もう一回やってくんない？」

「は？　さっきのって？」

　尋たずねると、七葉ちゃんは顔を赤くしながら、

「あ、あたしを抱きしめて……か、かか、かわいいって言ったりとかして……」

「え、なんで？」

　姉貴と母さんは見事に気絶しちゃってるのだから、もう一回やる意味はないと思うんですけど……

「そ、それは……ゴキブリなみにしぶといこの二人がまた復活しないように、念には念を入れてというか、その……」

「念には念を入れて……でも、二人は意識を失ってるんだから、そんなことをしても無駄なような気が……」

　夢の中でうなされたりはするのかもしれないけど。

　すると、七なな葉はちゃんはさらに顔を赤くし、

「だ、だって、すごく気持ちよかったから――じゃなくて、もういいわよ！　太た郎ろうお兄ちゃんのバーカ！　バーカバーカ！」

　なぜか怒り出して、部屋から早足で出て行った。

　俺おれは首をかしげながら、七葉ちゃんの背中を見送った。




　家を出た俺は、桜さくら守もり高校に到着する。

　一日の授業はつつがなく終了し、放課後。

　席を立った俺は、結ゆう野のに近づき、

「よし。第二ボランティア部に行くか、結野」

「うん。がんばろう、タロー」

　結野は力強くうなずく。

　――絶対に、第二ボランティア部に戻る。

　石動いするぎ先輩がいる、あの部活に。

　昨日の動物園デートのとき、俺たちはそう固く心に誓ったのだ。

　でも……

「ちょっと待てよ」

「どうしたの、タロー？」

「いくら俺たちの気合いが上がったとしても……先輩は、いつものように俺たちを無視するだけだろうな、きっと」

「それは、たぶんそうだろうけど……」

　結野はがばっと顔を上げて、

「で、でも……それでも、がんばらないと！」

「ああ。それはそうだ。だけど、ちょっと策を練るのも悪くないと思うんだ」

「策を練る？」

「そうだ」

　俺はうなずく。

　普通に部活に戻してくれるよう頼みに行っても、きっと門前払いされる。

　だから、先輩が心変わりしてくれるような、そんな作戦を立てる。

「まあ、どんな作戦を立てればいいのかは思いつかないんだけどな……」

「作戦か……」

　結ゆう野のはつぶやいたあと、少し考え、

「わたし……一つだけ、作戦を思いついた」

「え？　ほんとか？」

「うん」

　結野はうなずく。

「でも、それには葉は山やまくんの協力が必要なんだけど……」

「辰たつ吉きちの？」

「――おお、なんかいま俺おれの名前を呼んだか？」

　教室の扉のほうに向かおうとしていた辰吉が、俺と結野の会話に出てきた自分の名前に反応して、こっちに近づいてくる。

　結野は辰吉を見つめ、

「葉山くん、お願い。わたしたちに協力してほしいの」

「へ？　協力？」

　辰吉はきょとんとした顔をしていた。




　そして――

　俺たちは教室を出て、第二ボランティア部に向かった。

　意気揚々と、部室の扉を開ける。

　俺と結野は、部室に足を踏み入れた。

　中には、第二ボランティア部の部長である石動いするぎ美み緒お先輩がいた。

　先輩は、俺たちの姿を見ると、うんざりしたような表情を浮かべ、

「またあんたたちなの。いい加減に――」

「石動先輩」

　俺は言った。

　できるだけ深刻な顔をして、

「先輩が俺たちをクビにするから……ドＭ治療をやってくれなくなったから……俺は、とんでもないことになっちゃってるんです……」

「は？　とんでもないこと？」

「そうなんです。タローは、とんでもないことになってるんです」

　と、結野が告げたとき――

「――オーホッホッホッホッ！」

　部室に高笑いが響き渡った。

　高笑いとともに部室に入ってきたのは、長い髪に涼しげな目元をした美しい女性――に見える男性。

　俺おれの親友である辰たつ吉きちが女装した姿だった。

「ハイパーロマンティック貴族！　タツミ・アントワネット、素晴らしく参上いたしましたわ！　オーホッホッホッホッ！」

「女装癖のキモ変態……」

　先輩の目つきがさらに鋭くなる。

「なんで、こいつを……」

「オーホッホッホッホッホッ！」

「相変わらず苛いらつく高笑いね……」

　女装辰吉は――

　俺のほうに体を向け、

「この、無ぶ様ざまで気持ち悪い変態雑種がっ！」

　と、大声で罵ば倒とうした。

「あなたのあまりの気持ち悪さに、わたくしは吐き気をもよおしましたわ！　貴族的に吐いてしまうところでしたわ！　懺ざん悔げの代わりに、その場に四よつん這ばいになりなさい！」

　俺は、

「は、はいいいい！」

　そう叫び、その場に四つん這いになった。

「ご、ごめんなさいタツミさまぁ！　ボクちん反省してましゅるううう！」

「タツミさまではありませんわ！　ご主人様と呼びなさい！」

　言いながら、女装辰吉はげしげし俺の尻しりを蹴けってくる。

「しゅ、しゅみません、ご主人様ぁ！」

「え……？」

　石動いするぎ先輩は呆ぼう然ぜんと声を上げる。

「なんでドＭ体質が……そいつは女装してるだけの、ただの男なのに……」

「美み緒おさん……」

　結ゆう野のは暗い顔をしながら、

「美緒さんがドＭ治療をしてくれないから、とんでもないことに……タローのドＭ体質がパワーアップしてしまったんです……」

「パワーアップ？」

「はい。いままでは、身内以外の女性からの加か虐ぎやくで反応してたんですが、いまは、外見が女性に見える――女装してるだけの男性からの加か虐ぎやくでも、ドＭ体質が目覚めるようになってしまって……」

「…………」

　先輩は愕がく然ぜんとしている。

「ご、ご主人様ぁ！　もっともっとぉ！」

　俺おれは気持ち悪い笑みを浮かべながら、叫び声を上げる。

　――もちろん、俺のドＭ体質はパワーアップなどしていない。

　いま俺が快感に身み悶もだえているのは、ただの演技だ。

　これは、先輩の同情心と責任感を刺激する作戦だった。

　先輩が俺たちを退部にし、ドＭ治療をしなくなったせいで、俺のドＭ体質はパワーアップしてしまった。そう言ったら、先輩は俺を憐あわれんで、あるいは責任を感じて、俺たちを第二ボランティア部に戻してくれるのではないか――という考え。

　そのために、辰たつ吉きちに協力してもらったのだ。

　結ゆう野のが考えたこの作戦、はたしてうまくいくのかどうか……

「うーむ……」

　石動いするぎ先輩はジト目で俺を見ている。

「なんか、いつもより気持ち悪さが足りないというか、白しら々じらしく見えるというか……」

　や、やばい！

　演技であることがバレそうだ！

　ここはもう勢いとテンションで乗り切るしかない。

　俺は結野に目配せをした。

　結野は小さくうなずき、

「葉は山やまくん、これを……」

　女装辰吉に、黒い鞭むちを渡した。

　演劇部から借りてきた小道具。

　これを使って……

　女装辰吉は鞭を振り上げると、

「この、残念なブタ愚民が！　わたくし愛用の鞭で直じき々じきにおしおきしてあげますわ！　喰くらいなさいっ！」

「おぎょおおおおお！」

　俺の背中に鞭を浴びせた。

「あひい！　きもちいいいい！」

　本当は気持ちよくなんかない。というか、痛い。

　でも、その痛みによる絶叫を快楽の雄お叫たけびに変えて、テンションを上げて――

「ご主人たまああああああ！　もっともっともっと鞭むちをプリーズ！」

「お望み通り、鞭をプレゼントしてあげますわ！　オーホッホッホッホッ！」

　鞭の勢いが激しくなる。

　た、辰たつ吉きち……

　ちょっと威力が強すぎる……痛すぎる……

「なんか、すごく楽しくなってきましたわ！　オーホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッホッ！」

　女装辰吉は顔を紅潮させながら、微妙に息を荒くしながら、鞭を振るっている。

　いかん、辰吉が調子に乗っている！

　鞭の威力はさらに上がる。

「う、うひい！　い、いてえ――じゃなくてキモチいい！　マジで痛いというのはウソでめちゃくちゃ……ぐ……か、かいかんだぁ……っ！」

「は、葉は山やまくん、ちょっとやりすぎというか、趣旨を忘れないでほしいというか……」

「オーホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッホッ！」

　女装辰吉は力いっぱい鞭を振るっている。

　背中の皮膚が剥はがれそうなほどの強烈な鞭。

　もう……

　限界だ。

「い、いてえんだよコラアアアァ！」

　俺おれは立ち上がり、女装辰吉の胸ぐらを掴つかんだ。

「おまえやりすぎだろ！　俺の目を見てみろ、ちょっと涙目になってるだろうが！　そんぐらい痛かったんだぞマジで！」

「む、胸ぐらを掴んだままそんな前後に揺すったら、酔ってしまいますわ……うぷ……」

「タ、タロー……」

　という結ゆう野のの声で――

　俺はハッと我に返った。

　そーっと首を巡めぐらし、石動いするぎ先輩のほうを見つめる。

　先輩は、すごい怖い顔でこちらを睨にらんでいた。

　おお、死ぬほど怖い……

　はあ、はあ、はあ……

　先輩は大きく息を吸い込むと、一喝した。

「――帰れ！」

　俺たちは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。




　翌日の放課後。

　俺おれと結ゆう野のは、保健室にいた。

　保健室の机にいるのは、私服の上に白衣を着込んだ女性。長い髪を首の後ろで結い、気け怠だるげな無表情でこちらを見つめている。

　彼女は、保健医である鬼おに瓦がわらみちる先生だった。

　みちる先生は、最近、第二ボランティア部の部室に行くことが少なくなった。

　以前は毎日のように部室に行っていたのだが、最近は三日に一度くらいなのだという。

　どうしてだと尋たずねてみると、

「なんだか、最近の美み緒おを見てるのが、ちょっとつらくてな……」

　という言葉が返ってきた。

「みちる先生」

　俺は告げる。

「お願いです。俺たちが第二ボランティア部に戻るため、協力してください」

「…………」

「みちる先生だって、いまの状態がいいとは思っていないはずです。だから……」

　普通に先輩に頼んでも、きっと駄目だ。

　だから俺たちは、みちる先生を頼ることにした。

　みちる先生があいだを取り持ってくれれば、あるいは……

　が、みちる先生は、

「……私がなにを言っても駄目だろう」

「え？」

「美緒の決意は固い。私がお願いしたくらいでは、美緒は君たちを部活に戻さない」

「そんな……」

「すまないな、力になれなくて」

　俺と結野は意気消沈する。

　俺は顔を上げ、

「だ、だったら――なにか、先輩の心を動かすようなアイデアはないですか？」

「アイデア？」

「はい」

　俺はうなずく。

　みちる先生は、石動いするぎ先輩にもっとも近しい人物だ。

　だから。

　みちる先生だったら、先輩を説得はできなくても、先輩の心を動かすことができるような作戦を思いつくのでは……そう思ったのだ。

「心を動かすようなアイデアか……」

「はい」

「どんなことでもいいのか？」

「どんなことでもいいです」

「自分でも、これはあまり成功率の高い作戦ではないなと思うようなことでも？」

「はい、ほんの少しでも成功する可能性があるなら」

「ふむ……」

　みちる先生はしばし考え、言った。

「では、こんなのはどうだ？」




　保健室から出た俺おれと結ゆう野のは、第二ボランティア部の部室に向かった。

　結野が、部室の扉を開ける。

　そして言った。

「美み緒おさん！」

「嵐あらし子こか……」

　先輩のうんざりしたような声。

　俺は、入り口の陰に隠れていて、先輩の視界には入っていない。

「美緒さん、これを見てください！」

　そう結野が言ったのを合図に――

　俺は、先輩の前に姿を現した。

「え……？」

　先輩がぽかんとした顔をする。

「せ、先輩……」

「ブタロウ……あんた、どうして女装なんか……」

　そう、俺はいま、女装しているのだった。

　顔にはメイクをし、ポニーテールのカツラをかぶっている。

　しかも。

　俺がいま着ている服は――ナース服だった。

　白衣の天使さまなのです。

　――みちる先生は言った。

『美緒は、砂さ戸ど太た郎ろうの女装姿を本気でかわいいと思っている。だから、君が女装をして頼んだら、もしかすると部活に復帰させてくれるかもしれない。……いや、普通に頼んだだけではまだ足りない気がするな。というわけで、いろいろとかわいらしいコスプレをしてみるのはどうだろうか。これが私の考えた作戦だ』

　というみちる先生の言葉を信じて、俺おれは女装し、さらにコスプレまでしたのだが……

「…………」

　先輩の目は、とても冷たかった。

　俺はえへっと笑い、

「あなたの心の傷、ナースエンジェルタロ子が治しちゃうぞ！」

　とか言ってみた。

「…………」

　さらに冷たい目になった。極寒だった。

「タ、タロー……美み緒おさん、ナース服はお気に召めさないみたい……」

「あ、ああ」

　じゃあ、次の衣装だ。

　俺はいったん入り口の陰に戻り、素早く着替える。

　着替えたあと、再登場。

　今度は――紫色のチャイナ服を着てみた。

　その姿で、

「先輩！　お願いですから、俺たちを第二ボランティア部に戻してください！」

「…………」












「お、お願いアルよ……ニイハオ……」

「…………」

　どうやら、これも失敗のようだ！

　俺おれは陰に戻る。

　次はメイド服。

　その次は巫み女こ服。

　さらにその次は浴衣ゆかた姿。

　さらにさらにその次は駅員さん。

　俺はコスプレを続けた。

　だが。

「…………」

　俺がコスプレを変化させるたびに、先輩の表情は険けわしいものになっていった。

　駄目だ、いまの先輩はかつてないほど怖い顔をしてらっしゃる！

「く……」

　じゃ、じゃあ、これならどうだ！

　とっておきの、かわいいコスプレ。

　――ペンギンのコスプレで登場した。

　もふもふした、でっかい着ぐるみに入っているみたいな感じのコスプレ。頭部に丸い穴が空あいていて、そこから顔を出せる。

　俺はひょこひょこと両腕――じゃなくて羽を上下させながら、

「先輩！　お願いですから俺たちを第二ボランティア部に――」

「二日続けて……」

「え？」

「二日続けて、気持ち悪い女装野郎を連れてきて……意味不明な茶ちや番ばんを繰り広げやがって……本気で腹が立つわ……」

　先輩は地獄の底から響いてくるような声で告げる。

　その声だけでなんだか気持ちよくなっちゃう……はあ、はあ、はあ……

　先輩は――

　部室にあった金属バットを握り、それを振り上げると、

「いい加減に出て行けやあああ――――っっ！」

　金属バットを槍やり投なげのような感じで俺のほうに投げつけた。

「ごぼおおおおお――っ!?」

　ナイスコントロール。むき出しの顔面に、金属バットの先っぽがめり込む。

「あ、あひょお～」

「タ、タロー!?」

　俺おれは悦えつ楽らくに全身を支配されながら、背後に倒れ、悶もん絶ぜつした。

　ああ……

　みちる先生の作戦を信じた、俺たちが馬ば鹿かだった……




　帰宅した俺は、自室のベッドで横になっていた。

「はあ……」

　自然とため息が漏もれる。

　いろいろ作戦を考えてみたが……駄目だったな。

「やっぱり、先輩が俺たちをクビにした理由を探らないといけないのかもしれない……」

　ただ闇やみ雲くもにお願いしても、先輩は俺たちを受け入れてくれない。

「理由か……理由……さっぱりわからないな……」

　俺はごろんと寝返りを打つ。

　本当に、先輩はどうして俺たちを退部にしたのだろうか。

　と――

「太た郎ろうちゃああああああん！」

「あ、姉貴!?」

　姉貴が、ドアを開けて部屋に入ってきた。

　そして、俺の胸の中に飛び込んでくる。

「姉貴、またノックもせずに――」

「あああ、太郎ちゃんの胸の中はほんとに癒いやされるよぉ！」

　姉貴は顔面をぐりぐり俺の胸にこすりつけながら、

「本当にすごい癒される……太郎ちゃんの胸からはマイナスイオンでも出てるの？」

「そんなもん出てるわけねえだろデヤアアア！」

　俺はいつものように姉貴を投げ捨てた。

「まったく……」

　俺はため息をつく。

　床に倒れた姉貴はすぐに立ち上がり、

「ねえねえ、太郎ちゃん」

「なんだよ」

「太郎ちゃんは、踏み絵って知ってる？」

「踏み絵って、アレだろ？　江戸幕府が当時禁止してたキリスト教の信者を見つけるために、キリストとか聖母マリアの絵を踏ませたってやつ。それを踏めなかった人はキリスト教徒と見なされ逮捕されたとか……」

「うん、そうだよー」

　姉貴はうなずく。

「その踏み絵にヒントを得てね――」

　言って、姉貴は自分の顔を写した大きな写真を取り出した。

「お姉ちゃん踏み絵ってのをやってみようと思ったんだよー」

「お姉ちゃん踏み絵？」

「うん！　二人の愛を確かめる踏み絵！」

　姉貴は、自分の写真を床の上に置く。

「太た郎ろうちゃん、このわたしの写真を踏んでみて！」

「え？」

「踏んで！　踏めるものなら！」

　姉貴は両腕を組みながら、

「わかってる……太郎ちゃんは絶対に踏めないよね。だって、これは太郎ちゃんが一番愛している人の写真だから。この写真を踏むってことは、その愛を――」

「えいっ」

「ふぎゃあああああああああああ!?」

　俺おれが写真を踏むと、姉貴はゴロゴロと背後に転がり、壁にぶつかって停止した。

「あ、姉貴、大丈夫か？」

「太郎ちゃん！　どうして踏むんだよお！」

「へ？　だって、踏んでって言うから……」

「ひどいよぉ！　太郎ちゃんひどすぎるよぉおおお！」

　姉貴はえぐえぐと泣き出してしまう。

「どうして……愛する人の写真なんだから、踏めないはずなのに……」

　それから、ハッとした顔になって、

「もしかして、太郎ちゃん……そういう愛の形を望んでいるの？」

「はい？」

「愛する人を踏んづけたりしたいという、歪ゆがんだ愛の形を……」

「いえ、そういうサディスティックな一面は持ち合わせておりませんが」

　というか、俺はドＭ野郎だし。

「そういうことなら、わかったよ太郎ちゃん！」

　叫ぶように言うと、姉貴は床に大の字で寝転がった。

「さあ踏んで！　お姉ちゃんの体を、めちゃくちゃに踏んづけてっ！」

「あ、姉貴、なにを言って……」

「お姉ちゃんは、太郎ちゃんが望むならどんなことでもするよっ！　どんなアブノーマルな行為でも！　というわけで、いざ！」

「…………」

「特に、おっぱいを踏みつけたりしたらいいんじゃないかな！　なんとなく！」

　本当に……こいつはアホだな……

　そのとき。

「どこまでも果てしなくおバカですね、静しず香かさんは！」

　母さんが、部屋に入ってきた。

「か、母さん!?」

「ちょっと前から話は聞いてましたよ！　静香さん、太た郎ろうさんがあなたの写真を踏めたその理由は明白！　それは、太郎さんがあなたを愛していないからです！」

「そ、そそ、そんな!?」

「その証拠を、いま見せてあげましょう！」

　言って――

　母さんは、自分の顔が写った写真を取り出した。

　それを、そっと床の上に置く。

「さあ、太郎さん。この写真を踏んでください。ええ、わかってます、踏めないことは。だって、太郎さんが愛しているのは静香さんではなく、この私で――」

「えいっ」

「なぼおおおおおおおおおおおお!?」

　俺おれが写真を踏むと、母さんは垂直に跳び上がり、天井に頭部を激突させた。

「か、母さん、大丈夫か？」

「太郎さん！　どうして踏んじゃうんですか!?」

「だって、踏んでって言うから……」

「ひどいです！　太郎さんひどすぎますううう！」

　母さんはだばだばと涙を流す。

「太郎さんは私を愛してるはずなのに、どうして――というか静香さん!?　なんで私の写真にサインペンで落書きしてるんですか!?」

「この写真、ちょっと加工してるように見えるから、現実に近づけようと思って」

「わ、私の顔にはそんなに皺しわはありません！　あと、その額ひたいの大きなホクロはなんなんですか!?」

「この額のチャクラで、天からのエネルギーを吸収するんだよ～」

「そんな妙な設定はいりません！　そっちがその気なら――」

「あああああ!?　お母さん、なに人の写真をダーツの的まとみたいにしてるんだよ!?」

「ダーツの代わりにコンパスを投げちゃってます！　鼻の穴が五十点で、眼球が百点。あ、鼻に刺さったから三十点です！」

「ひえええ、なんかほんとに鼻が痛くなってきたよぉ！　これはお母さんの呪のろい!?」

「おまえら、もう出て行けええええええええ！」

　と、俺おれは怒鳴った。




　次の日。

　放課後になると、校舎を出て、第二ボランティア部の部室へ。

　今日は正攻法で行こう――そう結ゆう野のと話していた。

　初心に戻って、必死にお願いしてみようと。

　クビにされた理由がわからない以上、いまはこれしかない。

　俺と結野は、部室の扉の前にたどり着く。

　そして、扉を開けようとした、そのときだった。

「――俺たちの願いを叶かなえてくれよぉ！　頼むからサァ！」

　そんな声が、部室の中から聞こえてきた。

　へ……？

　俺と結野は、思わず顔を見合わせる。

「願いを叶えてくれ……？」












「もしかして……誰だれかが願いごとの依頼に？」

　第二ボランティア部は、桜さくら守もりの生徒たちの願いごとを叶かなえる部活である。

　が、第二ボランティア部に――石動いするぎ先輩に願いごとの依頼をしても、その願いが叶うどころか、逆にいろいろ不遇な目に遭あってしまう。

　そんな噂うわさが広まっているせいで、第二ボランティア部に願いごとの依頼に来る生徒はほぼ皆かい無むなのであった。

　噂というか、まあほとんど真実なのだけれど。

　だから、第二ボランティア部に願いごとの依頼が来るのは本当に珍しい。

　奇跡のように珍しい。

　いったい、誰が願いごとの依頼に来たのだろうか。

　気になった俺おれと結ゆう野のは、

「……ちょっと覗のぞいてみるか？」

「う、うん」

　こそっと扉を開け、部室の中の様子を覗き見ることにした。

　――部室の中央あたりに、石動先輩が両手を腰に当てながら立っている。

　その前には。

　八人の男子生徒が立っていた。

　その男子生徒たちは……

　一言で言うと、柄がらが悪かった。

　目つきが鋭く、髪型も金髪やスキンヘッド。だらしなく制服を着崩し、アクセサリーをチャラチャラと着け、全身から気け怠だるげで剣けん呑のんな気配を漂ただよわせている。

　この桜守高校にあんな種類の生徒たちがいたのかと驚いてしまうほどの、典型的な不良たち――であるように見えた。

　俺の親友である辰たつ吉きちも彼らとおんなじような格好をしているのだが……

　辰吉と彼らでは、放はなっている気配がぜんぜん違う。

　こう言っちゃあなんだが、辰吉に比べて、彼らは決定的に品がない。

　石動先輩は彼らを見つめながら、

「あんたたちは、あたしに願いごとの依頼に来たのね？」

「そうだよぉ。叶えてくれよお」

　八人のうちの一人、金髪の生徒が言う。

「よし、わかった！」

　先輩は右腕を前に出すような格好で、

「あんたたちの願いごと、神様であるこのあたしが、見事に叶えてあげるわ！」

　と、大声で告げた。

　よく見ると、口元が少しだけにまにましている。

　久しぶりの依頼で、ちょっとうれしくなっちゃっているのだろう。

「で、あんたたちの願いごとはなんなの？」

　先輩は首をかしげながら尋たずねる。

　すると。

　八人の男子生徒たちの一人、真ん中に立っていたリーダー格っぽい生徒が――リーゼントと呼ばれる昔の不良みたいな髪型をしている――一歩前に出て、言った。

「俺おれたちの願いごとは――この部室だ」

「へ？」

　先輩がきょとんとした顔をする。

「願いごとが、部室？」

「そうだぜ」

　リーゼントの生徒はうなずき、続ける。

「俺たちは、この八人でリレー競技部を作ったんだが……空あいてる部室がないって理由で、まだ部室があてがわれてないんだ」

　リレー競技部……？

　見た目からの偏見かもしれないが、こいつらは陸上競技なんて絶対にしないように見えるのだが……

「というわけで、この第二ボランティア部の部室を俺たちに譲ってほしい。それが俺たちの願いごとだ」

「な――」

　石動いするぎ先輩が絶句する。

　俺と結ゆう野のも、同じように言葉を失っていた。

　部室を譲れ、だと？

　この第二ボランティア部の部室を？

「そ、それは……」

　先輩は露骨にうろたえた顔をする。

　リーゼントの生徒は、ずいっと先輩に顔を近づけ、

「なんだよ？　断るのか？」

「え、えっと……」

「生徒たちの願いを叶かなえるのが、この第二ボランティア部じゃねえのかよ？　それとも、そいつは嘘うそなのか？　ああん？」

「嘘じゃないわよ！」

「じゃあ部室、譲れよ」

「…………」

　先輩は――

　黙ってうつむいてしまう。

　深い苦く渋じゆうの表情。

　生徒の願いを叶かなえてあげたい、という想おもいと。

　この部室だけは譲りたくない、という思い。

　その二つの気持ちの狭はざ間まで、先輩は葛かつ藤とうしている――ように見えた。

「先輩……」

「美み緒おさん……」

　俺おれと結ゆう野のは息を呑のみながら状況を見守る。

　ダメだ、先輩。

　いくら生徒の願いを叶えたいからって……

　この部室をあけわたすのだけは、絶対にダメだ。

　だって、この部室をあけわたすってことは。

　この第二ボランティア部の存在自体が……

　と――

　先輩が顔を上げ、告げた。

「……それは、できないわ」

「はあ？」

「あんたたちの願いは叶えてあげたい。でも、この部室だけは譲れない。だって、この部室がなくなったら、第二ボランティア部もなくなっちゃって……もう誰だれの願いも叶えられなくなるから……」

　男子生徒たちが苛いらついた顔になる。

　先輩は必死な表情で、

「ほ、ほかの願いごとはないの!?　ほかのだったら――」

「チッ！　使えねえな！」

　スキンヘッドの生徒が吐き捨てるように告げた。

　石動いするぎ先輩のこめかみがぴくりとなる。

「つ、使えないだと？　この美緒さまに向かって……」

　低いつぶやき声。

　先輩の全身から怒気が放はなたれる。

　や、やばい！

　このままでは、部室が血の海になってしまう！

「ほんとのことを言ったまでだろうが！　タコ！」

　ああ、スキンヘッドの君よ、火に油を注そそがないで……あと、どちらかといえば君のほうがタコっぽいのですが……

「ふん、なにが願いごとだ」

　と、金髪の生徒。

「知ってるぜ。この第二ボランティア部、そしてあんたは、生徒の願いを叶かなえるとか言って、いつもいつもメチャクチャなことをやってるらしいな。それで生徒たちはここを敬遠するようになって、いまじゃあ誰だれも願いごとの依頼に来ない」

「ぐ……」

　先輩が呻うめく。

　金髪はにやりと嫌な笑みを浮かべ、

「そんな、誰にも必要とされていない部活なんて、あっても意味ねえよ。というわけで、いますぐここを廃部にして俺おれたちに部活を譲れ。な、そうしろよ」

「誰にも必要とされていないだと……てめえ……」

　先輩が鋭い殺気を放はなつ。

　金髪が少し怯ひるんだ顔をした。

　先輩のあまりの殺気にビビッたのだろう。

　そのとき、リーゼントが、

「まあまあ、ちょっと落ち着けよ」

「落ち着けるか、ボケ。恥ずかしい髪型しやがって」

「は、恥ずかしい髪型……まあ、ちょっと言い過ぎたのはあやまる。だが、この部活に願いごとの依頼が来ていないのは事実だ。そうだろ？」

「…………」

　先輩はむっつり顔で口を閉じる。

「ということは、この部活はいまほとんど活動してない。そんな部活に、こんな立派な部室があるのはおかしいぜ。それに――」

　リーゼントは部室の中を見渡し、

「ほかの部員はどうしたんだ？　ここにはいないみたいだが」

「部員は……」

　そこまで言って――

　先輩の顔が暗く沈む。

「部員は……あたしだけよ。いまは、あたしだけ」

「へえ。一人だけかよ」

　リーゼントは先輩を見下ろし、

「だったら、なおさらおかしい。そんな部活に部室を与えるくらいだったら、部員が八人もいる俺おれたちのほうに部室を与えたほうが絶対に有意義だ。誰だれだってそう思う」

「有意義とかそんなもん知ったこっちゃあ――」

「つーわけで、部室を賭かけて俺たちと勝負しようぜ」

「は？」

　先輩はぽかんとした顔をする。

「俺たちとあんた、どっちがこの部室を使ったほうがいいか勝負する。勝ったほうは部室をゲット。負けたほうは、部室がなくなるから、自動的に廃部ってことになるな。どうだ？」

「なんでそんな勝負しなきゃいけないのよ！　散髪してから出直してこい！」

「あんたは俺たちの願いを叶かなえてくれなかった」

　リーゼントは言う。

「う……」

　先輩は少し身を引く。

　願いを叶えてくれなかった――その言葉は、先輩にとって重い。

「その埋め合わせみたいなもんさ。部室を譲ってくれという願いは叶えられない。だったら、そのチャンスくらいは与えてくれよ。それぐらいもできないのか？」

「だ、だって……」

「もしかして、自信がないのか？　俺たちに負けるのが怖い？」

「ああ!?」

　先輩は逆上する。

「そんなわけあるか！　この美み緒おさまは無敵よ！」

「なら勝負してくれよ。美緒さまは無敵なんだから、勝負しても俺たちに勝ち目はない。負けた俺たちはすんなりと部室を諦あきらめられる。というわけで、決まり」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　そんな勝手に――」

「やっぱり勝つ自信がないのか？　無敵なのに？」

「ふざけんな！　絶対に勝つわよ！」

「じゃあいいじゃねえか。無敵の美緒さまは勝負の内容にもこだわらないだろうから、俺たちの部活の競技であるリレーでいいよな？　じゃあ、明日の放課後に勝負だ。いいな？」

　俺と結ゆう野のは顔を青くしながらその光景を見つめる。

　せ、先輩……

　奴やつらの挑発に乗らないで……

　そんな、勝ってもなんの得もない、デメリットしかない勝負を受けるのはやめてくれ。

　だが。

　先輩は、

「その勝負、受けてやるわよ！　このクズどもが！」

　ある意味、すごく予想通りの言葉を言ってしまっていた。

　男子生徒たちは、してやったりの笑みを浮かべている。

　結ゆう野のが心配そうな顔で、

「タ、タロー……」

「あ、ああ、これはまずいことに……」

　と、俺おれはつぶやくように言った。




　翌日の放課後。

　石動いするぎ先輩と、八人の男子生徒たちは、校庭に立っていた。

　校庭の、かなり校舎寄りの場所に立っている。

　厳しい表情で両腕を組む、石動先輩。

　余裕の顔をしている、八人の男子生徒。

　先輩の傍かたわらには、保健医の鬼おに瓦がわらみちる先生がいる。

　そして。

　俺と結野、辰たつ吉きちと間ま宮みやさんは、校庭にある体育倉庫の陰にこっそり隠れながらその様子を覗のぞき見ていた。

　今日の休み時間、先輩と奴やつらとの勝負のことを辰吉と間宮さんに話したら、二人は気になるから俺たちと一緒に様子をうかがうと言い、ここまでついてきたのだ。

「あいつらが、勝負をふっかけてきた不良どもか……」

「なんか、アホそうな奴らばっかりね」

　と、辰吉と間宮さんが続けて言う。

　けっこう距離が近いので、気付かれないように注意しなければ……

「勝負内容は、昨日言ったとおり――リレーだ」

　と、リーゼントが言った。

「四〇〇メートル×八、三二〇〇メートルのリレー。俺たちは部員が八人いるから、八人が交代で走るが……あんたんとこの部活の部員はあんた一人。というわけで、あんたは一人で三二〇〇メートルを走ってもらう」

　な――っ!?

　あっちは八人交代なのに、先輩は一人で!?

　そんな……めちゃくちゃだ。

　が、先輩は、

「上等よ。あたし一人で余裕だわ」

　とか言っちゃってる。

　せ、先輩！

　頼むから、もうちょっと考えて喋しやべってください！

「こいつら、マジでゆるせないわ……絶対に勝ってやる……」

　駄目だ、頭に血が昇っているせいか、勝負の内容について深く考えるということができなくなってしまっている。

　――桜さくら守もり高校の校庭はかなり広く、校庭の縁ふちのほうのトラックは一周で四〇〇メートルある。

　石動いするぎ先輩と、あちら側の第一走者である金髪の生徒が、スタートラインに立つ。

　スタートの号令役はみちる先生だ。

　みちる先生は先輩と金髪に、

「では、これから勝負をはじめる。両者とも準備はいいな？」

「いつでもいいわ」

「こっちもだ」

「うむ。それでは、よーい――」

　みちる先生はスタートの合図用のピストルを上空に向け、

「スタート」

　そう言うと同時、ピストルの引き金を引いた。

　パンという乾いた音が鳴り響き――

「うおおおおおおおお！」

　先輩が、すごい勢いでスタートラインから飛び出していった。

　速い。

　めちゃくちゃ速い。

　というか……

「せ、先輩、速すぎます！」

　先輩は一人で三二〇〇メートルも走らなきゃいけないのに……

　あんなペースでは――

「最後まで持つはずがないわ……」

　間ま宮みやさんが深刻な顔で告げる。

　砂さ塵じんをまき散らしながら爆走する石動先輩。

　金髪との差はどんどん開いていく。

　先輩はあっという間にスタートラインを通過する。

　トラック一周。これで先輩は四〇〇メートルを走ったことになる。

　この時点で、金髪との差は二〇〇メートルくらい。

　かなりの大差をつけている。

　あくまで、この時点ではだが……

　へとへとな様子でスタートラインまでたどり着いた金髪は、次の走者であるスキンヘッドの生徒にバトンを渡す。

　スキンヘッドが必死に先輩を追いかける。

「りゅああああああああああああああ！」

　先輩は気合いの声を放はなちながらスタートラインを通過。

　これで八〇〇メートル。

　遅れて、スキンヘッドが次の走者にバトンを渡す。

　スキンヘッドは俊足だったので、両者の差はかなり縮まってしまった。

　いま、先輩のリードは一〇〇メートルほど。

　俺おれたちは、はらはらしながら勝負を見守っている。

　そのとき。

　何気なく後ろを振り向いたみちる先生に、俺たちの姿が見つかってしまった。

　ぎくり、とする俺たち四人。

「君たち、来ていたのか」

　みちる先生が俺たちに近づきながら、言う。

「は、はい……」

「美み緒おさんが心配で……」

　と、俺と結ゆう野の。

「そうか」

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない表情と口く調ちようで告げる。

「みちる先生」

「なんだ？」

「あいつら……なんか変じゃないですか？」

「変とは？」

「あいつら、どうしても真面目まじめに部活をしたいと思っているようには見えないんです。リレー競技部ってのもおかしいし……走ることが好きなら、普通は陸上部に行くはずなのに……」

「ふむ……」

　みちる先生は両腕を組みながら、

「じつは、私も少し気になって、彼らのことをいろいろ調べてみたのだが……君の言うとおり、彼らは真面目に部活をしたいとは思っていないらしい」

「え？　それって……」

「彼らは部活をしたいのではなく、部室がほしい。ただそれだけなのだ」

「部室がほしいだけ？」

「ああ」

　みちる先生はうなずく。

「彼らはただ、自分たちが自由にたむろできる空間がほしかっただけ。それで、美み緒おのいる第二ボランティア部に目をつけた」

「な……」

「美緒はなんでも願いを叶かなえてくれるらしい。だったら、第二ボランティア部の部室を要求する。それを断られたら、美緒を挑発して不利な勝負を受けさせ、その勝負に勝つことによって部室を奪う」

　部室を奪う、だと……

　ただ、自分たちがたむろする場所がほしいという理由で……

「リレー競技部というのは、そのために便べん宜ぎ的てきに作った部活であるらしい。勝負に勝って部活を手に入れても、まともな活動はしない。ただ遊ぶだけ。――と、あの不良生徒たちの一人がクラスメイトの知人に漏もらしていた」

　俺おれは絶句する。

「そ、そんな……」

　結ゆう野のもショックを受けたような顔をしていた。

　俺はハッとして、

「せ、先輩にそのことは言ったんですか!?」

「ああ。勝負がはじまる前にな。だが、美緒の奴やつは、一度受けた勝負だからと……変なところで律りち儀ぎなのだよ、美緒は」

「先輩……なんて馬ば鹿かなことを……」

　あんな奴らに筋を通すことなんてないのに……

「美緒はああいう奴だから……挑発と、願いを叶えてあげられなかったという負おい目につけ込まれて受けさせられた勝負でも、もし負けてしまったら、本当に第二ボランティア部の部室をあけわたすだろう。そして、第二ボランティア部は廃部となってしまう」

「…………」

　俺たちは黙り込む。

　そうだ、勝負は……

　俺はトラックのほうに視線を投じる。

「あ……」

　石動いするぎ先輩は――

　男子生徒の第三走者に、抜かれてしまっていた。

　先輩は肩で息をしながら、必死の形ぎよう相そうで前を行く走者を追いかける。

　が、差は縮まらない。

　それどころか、どんどん開いていく。

　そりゃそうだよ……

　だって、先輩はもう一人で一キロ以上を走っているんだ。全速力に近い速度で。

　いくら先輩でも、体力はほとんど残っていないはずだ。

　男子生徒が、第四走者にバトンを渡す。

　この時点で、両者の差は五〇メートルほど。言うまでもなく、リードしているのは男子生徒たちのほう。

　第四走者がトラックを駆けていく。

　先輩は、

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　肺病を患わずらっているような荒い呼吸を繰り返しながら、走る。

　俺おれたちは、いつしか隠れることをやめ、体育倉庫の前に出ていた。

　こちらに気を払う余裕がない先輩は、近くに俺たちが立っていることには気付かず――スタートラインを通過する。

　一人きりで。

　ただ前だけを見つめ。

　先輩は走っている。

　そんな先輩の姿を、俺たちは視線で追いかける。

　その小さな背中を。

「石動いするぎ先輩……」

　先輩の走る速度は、もう子供の小走り程度で。

　両者の距離は、絶望的なまでに開いていく。

　差は一〇〇メートルを超えている。

　スタートライン付近に立っている男子生徒たちは、にやにやした表情を浮かべている。もう『勝った』と確信しているのだろう。

　俺たちの前で、バトンが手渡される。

　バトンは第五走者に。

　茶髪で、小太りの男子生徒が、ちょっと手を抜いた感じで走っていく。

　先輩は最終コーナーを曲がり、直線に。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　目の前の空間に叩たたきつけるようにして荒い呼吸を放はなっている。

　もう限界をとっくに超えているのだろう、その目はうつろだった。

　でも、走ることだけは、やめない。

　ふらふら。

　ふらふらふら。

　蛇だ行こうしながら、前に進む。

　だが。

　スタートラインをちょっと超えたところで――

「せ、先輩!?」

　石動いするぎ先輩は、ぐしゃりと前のめりに倒れ込んでしまった。

「く……」

　先輩は呻うめきながら立ち上がろうとする。

　が、地面についた右手が滑すべり、また倒れ込んでしまう。頭を強く打つ。

「……くそ」

　先輩のつぶやきが……

「負けるわけにはいかないのに……絶対に、負けるわけには……」

　石動先輩は歯を食いしばり、もう一度立ち上がろうと――

　そのときだった。

　倒れる先輩の目の前に。

　人影が立った。

「え……？」

　先輩は呆ぼう然ぜんとしたような声を落とす。

　その人影は――

　結ゆう野のだった。

　いつの間にか俺おれたちのもとを離れ、先輩に近づいていったのだ。

　先輩は結野を見上げながら、

「あ……あらしこ……？」

「美み緒おさん……」

　結野は、涙目になりながら、優しくほほ笑みながら、先輩を見つめている。

　その胸には、両手で抱くようにしてバトンが握られている。

　予備として地面に置いてあったバトンを持って行ったのだろう。

「ど、どうして、嵐あらし子こが……」

「…………」

　結野は、すっとその場にしゃがみ込む。

　そして。

　先輩の手に、バトンを握らせた。

「……？」

「美み緒おさん……そのバトンを、わたしに渡してください」

　と、結ゆう野のは言った。

「バトンを……なんで……」

　結野は、涙の膜まくで覆おおわれた瞳ひとみに、これまで見せたことのないような強い光を宿らせ、

「わたしが――走ります」

　はっきりと告げた。

「は？　な、なにを……」

「わたしが、美緒さんの代わりに走ります。もう走れない美緒さんの代わりに」

「…………」

「だから、バトンをわたしに――ううん、もう美緒さんの意思なんて知りません」

　結野はちょっとだけいたずらっぽく笑うと。

　先輩に渡したバトンを、すぐ自分の手に握らせた。

「わたしは決めたんです。美緒さんの代わりに走るって。だから、美緒さんがなにを言おうが、反対しようが、関係ないです」

　そう言うと。

　結野は、すくっと立ち上がった。

　呆あつ気けにとられる先輩を、おかしそうに見つめながら。












　と――

「てめえ、おいコラ！　なに勝手なこと言ってやがんだァ!?」

　男子生徒の一人が、結ゆう野のに向かってそんな声を上げる。

「これは、俺おれたちリレー競技部と第二ボランティア部の勝負なんだぞコラァ！　部外者はさっさと消えろ！」

「――部外者じゃありません！」

　結野の声が鋭く響き渡る。

　その声の勢いに、男子生徒たちは一瞬黙り込む。

　結野はキッと男子生徒たちを睨にらみ付け、

「部外者じゃありません……だって、わたしは、第二ボランティア部の一員だから……」

　精一杯、告げる。

「美み緒おさんの仲間だから……友達だから……」

　男性恐怖症の結野が……

　大勢の強こわ面もての男子たちを睨み付け、逃げず、視線を逸そらさず、

「だから――わたしは、走ります。誰だれがなんて言っても」

　まっすぐな気持ちを、弾丸のように放はなっている。

　全身を震わせながら。

　涙を必死に我慢しながら。

「嵐あらし子こ……」

　先輩のか細い声。

　その声に背中を押されるように――

　結野は駆け出した。

　バトンを手に、全速力で。

「結野……」

　俺、辰たつ吉きち、間ま宮みやさんは、走る結野の姿を見つめる。

　現時点で、男子生徒の走者と結野との距離の差は、二〇〇メートルほど。

　圧倒的な差。

　しかも、結野は……

　運動音おん痴ちで、あまり足が速くない。

　だから、せっかく走者を代わっても、差は開くばかり――と思いきや。

「え……？」

　差は開かない。

　それどころか、少しずつ……ほんの少しずつだけど、差が縮まってる？

　確かに、いま走っている男子生徒は小太りで、明らかに手を抜いていて、かなり鈍どん足そくになってしまっているのだが、それにしても……

　いったい、どうして……

　小太りの男子生徒が、第六走者にバトンを渡す。

　最終コーナーを回る結ゆう野のは、顔が蒼そう白はくで、もう限界に近いように見えた。

　だが、走る速度は落ちていない。

　そのとき、俺おれの隣に立つ間ま宮みやさんが、

「もう……」

　絞り出すような声で言った。

「もう、じっとなんかしてられないわ！」

　そして――

　スタートラインのほうに駆けていく。

「嵐あらし子こっ！」

　スタートラインに立った間宮さんは、駆けてくる結野に手を伸ばす。

「バトンを渡しなさい！　次は、わたしが走るわ！」

「ゆ、由ゆ美み……」

　結野は朦もう朧ろうとしながら、バトンを手渡した。

「お、お願い……」

「まかせなさいっ！」

　バトンを受け取った間宮さんは、稲妻のように疾しつ走そうする。

　速い――さすが、間宮流マッサージ術の後継者。

　男子生徒たちのブーイングをむしろ追い風にするように、神速で駆けていく。

　そして、バトンを渡し終えた結野は――

　地面にぶつかりに行くような感じで、その場に倒れ込んだ。

「ゆ、結野!?」

　俺、辰たつ吉きち、みちる先生が慌あわてて駆け寄る。

　みちる先生が、結野の肩を抱き上げる。

　結野は、

「ぜえ、ぜえ、ぜえ――っ！　ぜえ！　ぜ、え！　ぜ、え！　ぜえ……っっ！」

　口を限界まで開け、危険なほど荒い呼吸を繰り返していた。

　全身は汗まみれで、軽く痙けい攣れんしているように見える。

　みちる先生は酸素ボンベを結野の口に当てる。

「念のために用意しておいてよかったな……」

「結野……」

　男子生徒に差を開けられなかった理由。

　その理由はとても単純だった。

　ただ、必死に――命懸けで走った。

　それだけだったんだ。

　勝つために。

　第二ボランティア部を廃部にしないために。

「…………」

　俺おれは、ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　――間ま宮みやさんはマジですげえ速かった。

　男子生徒が第七走者にバトンを渡したとき、二〇〇メートルほどあった差は半分の一〇〇メートルほどになっていた。

　間宮さんが最終コーナーを曲がり、直線に。

「……次は、俺が走る」

　辰たつ吉きちが告げる。

「ちょっとでも差を詰めて、アンカーに――おまえにバトンを回すよ」

「辰吉……」

　辰吉はにかっと笑みを浮かべると、スタートラインのほうに歩いていった。

　間宮さんがスタートラインに近づいてくる。

「由ゆ美み！」

「辰吉くん！　バトンを……」

「おう！」

　間宮さんからバトンを受け取った辰吉は、睨にらむように前方を見つめ、駆け出す。

　辰吉は『差を詰める』と確かに言った。

　あいつは、自分が言ったことは、必ず守る。

　だから差は詰まる。絶対に。

　実際――前を走る走者との差はどんどん詰まっていった。

　よし、いいぞ辰吉！

　俺おれが心の中でそう思ったとき、

「なんで……」

　体育倉庫に背中を預け、ことの成り行きを見守っていた先輩がつぶやく。

「なんで、みんな……」

「みんな、第二ボランティア部をなくしたくないって思ってるんですよ」

　と、俺は言った。

「もちろん俺だってそうです」

「ブタロウ……」

「勝ちましょう、先輩。みんなの力で」

　さて、と……

　俺おれはスタートラインのほうに歩いていく。

　最後の走者――アンカーとして。

　男子生徒たちのアンカーは、

「ふん。きたねえマネをしてくれるぜ。そっちは一人で走るはずだろうが」

　リーゼントの生徒だった。

　男子生徒たちのリーダーだ。

　俺は、リーゼントの横に並ぶ。

　そして、言った。

「きたねえのはどっちだよ。メチャクチャな勝負をふっかけてきやがって」

「ああ？」

　リーゼントが、鋭い眼光で俺を睨にらみ付けてくる。

　すごい威圧感。

　普段の状態の俺だったら、怖くて目を逸そらしていたかもしれない。

　でも――

　いまは、こんな奴やつ、まったく怖くない。

「俺たちは……第二ボランティア部の部員だ。だから、俺たちが先輩と一緒に走るのは、当たり前のことなんだ」

　俺と結ゆう野のは第二ボランティア部の部員。

　辰たつ吉きちと間ま宮みやさんだって、いろんなことを一緒に経験してきて、もう準部員と呼んでもいいと思う。

　俺はリーゼントを睨み返し、

「俺たちは――絶対に勝つ」

　と、告げた。

「てめえ……」

　リーゼントが苛いらついた顔をする。

　それから、鼻で笑って、

「はっ。絶対に勝つ？　てめえ、いまの差がわかってんのか？」

「差なんて関係ねえよ」

「頭の悪いこと言ってんじゃねえよ。それに、俺は昔、陸上競技をやってたんだぜ？　自分で言うのもなんだが、かなり足が速い。おまえに勝ち目はねえよ」

「昔の話だろ？　いまはただ不良だ」

「……ふん。その減らず口、決着がついたあとにも言えるか、楽しみだぜ」

　男子生徒側の第七走者が、最終コーナーを曲がる。

　直線を走ってくる。

　バトンを受け取ったリーゼントは、俺おれを一いち瞥べつしたあと、駆け出した。

　続いて。

　辰たつ吉きちがスタートラインに近づいてくる。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……た、太た郎ろう、あとは――」

「よくやった、辰吉！　あとは俺にまかせろ！」

　バトンを受け取った俺は、前を向き、走り出した。

　リーゼントと俺との差は五十メートルほど。

「うおおおお……おおおおおおおおおお！」

　俺は気合いの声を放はなちながら、疾しつ走そうする。

　大地を蹴けり、風の壁をぶち破りながら、体を前に運ぶ。

　石動いするぎ先輩、結ゆう野の、間ま宮みやさん、辰吉……そして俺へと届けられたこのバトンを、強く強く握りしめながら、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　絶対に勝つ。

　死んでも勝つ。

　ペース配分なんか知らない。

　俺は全速力で駆ける。

　リーゼントは、確かに速かった。

　でも……

　いまの俺のほうが、もっと速い。

　――トラックの四分の一を通過。

　リーゼントの背中が近くなった。

　駆ける。

　ひたすらに。

　――トラックの四分の二を通過。

　リーゼントの背中がさらに近くなった。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　全力で走りながら、俺は、これまでのことを思い出していた――いや思い出したというより、自然と脳裏に浮かんできたという感じだったが。

　はじめて石動先輩と出会った日。第二ボランティア部に、ドＭを治してくれるようお願いしに行った日のこと。

　無理矢理に第二ボランティア部に入部させられ、メチャクチャなドＭ治療を受けさせられた日々のこと。

　男性恐怖症である結ゆう野のに、何度も何度も殴られたこと。

　みちる先生の非常識っぷりに驚きよう愕がくしたこと。

　自分が通っていた女子校に結野を転校させようとした間ま宮みやさんと対決したこと。

　学園祭のときのこと。

　クリスマス。

　バレンタインデー。

　合宿。

　これまで、いろんなことがあった。本当にいろんなことが。

　脳裏に浮かんだその光景たちを眺めて、改めて思った。呆あきれるほどひどい……ひどい思い出ばっかりだ。

　でも。

　そのひどい思い出の一つ一つが――走る俺おれの背中を押してくれている。

　なぜか、そんな気がした。

　――トラックの四分の三を通過。

　あと一〇〇メートル。

　リーゼントの背中は、もうすぐ目の前にある。

　太ももが鉛のように重い。

　いや、太ももだけではなく全身が。

　だが、そんなことは関係ない。

　関係ないんだよ。

「な……」

　俺が背後に接近していることに気付いたリーゼントが、驚きの声を上げる。

　あと五〇メートル。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ！　ぜえ、ぜえ、ぜえ――」

　俺は激しく空気をむさぼりながら、両足を前に進める。

　肺がきしみを上げる。

　視界がぼやける。

　全身は、もう重いを通り越して感覚がほとんどない。

　それでも走る。

　最終コーナーを曲がるリーゼントと俺。

　最後の直線に突入する。

　両者の差はほとんどない。

　あと三〇メートル。

　もうすぐ……もう少し、がんばれば……

「やるじゃねえか！　だが、ここまでだぜ！」

　リーゼントが言って――

　加速した。

「え……」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとする。

　ほとんど真横にあった背中が、じわじわと離れていく。

　こいつ、ラストスパート用の余力を……

　一方、俺のほうは――余力なんてまったくない。

「く、くそったれ……」

　絶対に勝つ。

　死んでも勝つ。

　そう思ってるのに……

　俺の走る速度は、だんだん遅くなって……

　ゴールが迫ってきて……

「ちくしょう……」

　心が折れそうになった――そのときだった。

「――ブタロウ！」

　風を裂いて、声が届いた。

　いつの間にかうつむき加減になっていた顔を、ハッと上げる。

　ゴールラインの少し向こうに――

　石動いするぎ先輩が立っていた。

「せ、先輩……？」

　先輩は右手になにかを持っている。

　それは、自分の靴だった。

　先輩はそれを大きく振りかぶって、

「おらああああああああああああああああっ！」

　叫び声とともに、投とう擲てきした。

　俺に向かって。

「――っ!?」

　超ハイスピードでこちらに向かってくる、先輩の履はいていた靴。

　その靴が。

　俺の顔面に。

　ぶち当たった。

「の、のぶああああああああっふああああんあああああ――――っっっ!?」

　俺おれはぎゅるんと回転するような感じで後ろに転び、後頭部を地面に打ち付けた。

　その様子を見ていたリーゼントは、唖あ然ぜんとした顔で、

「い、いったいなにをしてやがるんだ？　ここに来て仲間割れか？　まあこれで、俺たちの勝ちは百パーセントに――」

「この、薄汚いブタ野郎がっ！」

　久しぶりの罵ば倒とうが、リーゼントの声を打ち消す。

　はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあ……っ！

　石動いするぎ先輩は、両腕を組み、ゴミクズでも見下ろしているような目で、

「最低最悪のドＭ野郎！　美み緒おさまがおまえに命じてあげるわ！　あたしの、この美緒さまの靴を、いますぐあたしのところに持ってきなさい！　いますぐ！　最速、神しん速そくで！　わかったら、さっさと来なさい――ブタロウ！」

　俺は――

「わ、わわ、わわわ、わかりましゅたんばっはあアアアあああ――――っっ！」

　ドＭの快感に爆裂爆発ファイヤーだっぱああああああアアアアア！

　俺はでひゅでひゅ気持ち悪い笑みを浮かべると――

「み、みみみみみおたまぁ！　みおたま、みおたまみおたまぁ！　いまからゴミブタであるオイラが神速で靴をお届けに上がりましゅるうううううううううう！」

　先輩の靴を、口にくわえ。

　ブタっぽく四よつん這ばいで。

　ものすごい勢いと速度で。

　先輩のほうに駆け出した。

「な、なな、ななななな――っ!?」

　横をのろのろ走っていた恥ずかしい髪型の奴やつを一瞬で追い抜かし――

「あひょおううううううういいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　俺は、先輩の胸に飛び込んだ。

「あ……っ!?」

　先輩が小さな声を上げる。

　先輩は、俺に飛び込まれた勢いで、背後に倒れてしまった。

　倒れる先輩の上に――俺が覆おおいかぶさっている。

「はあ、はあ、はあ……え？」

　そこで我に返る俺。

　超至近距離に、先輩のびっくりしたような顔。

　視線が絡み合う。

　しばし見つめ合う。

　先輩の顔が、みるみる赤くなっていく。

　やがて。

　先輩は、俺おれから目を逸そらし、

「……きなさい」

「へ？」

「どきなさいって言ってんのよブタ野郎！」

「あびゃああああああああ！」

　先輩に殴り飛ばされた俺は、後ろに倒れ込んだ。

　おおおおおおう！

　超絶キモチいい！

　と――

「勝者……第二ボランティア部」

　いきなり、みちる先生の声が響き渡った。

「ほえ……？」

　俺はぽかんとしながら、みちる先生を見つめる。

「勝者、第二ボランティア部って……」

「言葉通りの意味だ」

　みちる先生は、ほんの少しだけほほ笑みながら、

「先にゴールしたのは君だ。というわけで、この勝負、第二ボランティア部の勝ちということになる」

「…………」

　え？

　俺、いつの間にゴールしてたの？

「太た郎ろう、やったな！」

　辰たつ吉きちが、俺に抱きつきながら言った。

「タロー……」

　なんとか立ち上がれるくらいまで回復した結ゆう野のも、ほほ笑みながら俺を見つめている。

「まあ、あなたにしてはよくやったわ」

　間ま宮みやさんもねぎらいの言葉をくれる。

　えーっと……

　俺たち、本当に勝ったんだな？

　マジなんだな？

　なんか……

　じわじわとうれしさがこみ上げてきて、泣きそうになってしまう。

　勝った。

　俺おれたちが勝った。

　これで、第二ボランティア部は――

「納得できねえぜ！」

「へ？」

「納得できねえって言ってるんだよ！」

　そう言ったのは、リーゼントだった。

　リーゼントの後ろには、不良たちもひかえている。

「いきなり走者が増えたり、アンカーがやばい薬でドーピングしてたり、いろいろと納得できねえんだよ！　というわけで、再戦しろ！」

　やばい薬でドーピングって、もしかして俺のドＭ状態のことだろうか？

　それはすごい勘違いなのですが……

　みちる先生は無表情な顔を彼らに向け、

「不公平な勝負をふっかけてきたり、負けたあとすぐ再戦したいと言ってきたり、君たちはやりたい放題だな」

「うるせえ！　とにかく再戦だ！」

　リーゼントは唾つばを飛ばしながら言う。

「リレーなんてまどろっこしいことをやったのが間違いだったぜ……というわけで、次の勝負はタイマンだ！」

　タイマン。

　つまり、一対一のケンカのこと。

「ケンカで勝ったほうが部室をもらう！　シンプルでわかりやすいぜ！」

「へえ、ケンカねえ……」

　つぶやくように言ったのは――

　石動いするぎ先輩だった。

　先輩はニタリと獰どう猛もうな笑みを浮かべると、

「いいわよ、タイマン。やってあげるわ」

「話がわかるじゃねえか」

　リーゼントが満足そうにうなずく。

「で、そっちは誰だれがケンカするの？」

「もちろん、この俺だ！」

　リーゼントは親指で自分を指差す。

「ケンカ百戦無敗、地上最強の不良、この堂どう島じま勘かん吉きちが相手をするぜ！」

　あ、このリーゼントの人、堂どう島じまって名前だったのか。

　どうでもいい情報だけど。

「さあ、この堂島の相手は誰だれだ!?　アンカーの走者だったおまえか!?　それとも、金髪チビのおまえか!?」

　リーゼントは俺おれと辰たつ吉きちを続けて指差し、言う。

　俺と辰吉はまったく同じタイミングで首を横に振る。

　俺も辰吉もケンカなんかしたくない。

　やっても負けるだろうし。

　それに、もっと適任な人がいる。

　ちょっとリーゼントがかわいそうなのだが……

「あんたの相手は……あたしよ」

　と言ったのは、石動いするぎ先輩だった。

「あん？」

「相手はあたしだって言ってんのよ」

「ふざけてんのか？」

「ふざけてないわよ。じゃあ、さっさとはじめるわよ」

「女が相手とは……俺もなめられたもんだぜ。だが、手加減はしない」

　というか……

　部室を乗っ取ろうと企たくらんだり、メチャクチャな勝負を挑んできたり、こいつらは石動先輩の怖さを知らないのだろうか？

　第二ボランティア部に願いごとの依頼が来てないことは知ってたみたいだけど……先輩の破天荒で武勇伝的な噂うわさのほうは、あんまり知らないというか本気にしていないというか、そういうところなのだろう。

　かわいそうに……

　合掌……

「では、勝負スタート」

　みちる先生が投げやりに告げる。

「いくぞおらあああああああ――げ、げぶす!?　な、ななな、なんだいまの神しん速そくのフックは!?　ま、まぐれに決まってげぼるんばあああ!?　ごばあ！　げぼお！　ごぼ、ごぼぼぼぼ！　ちょ、ちょっと待って――がばばああどは!?　ま、ままま、待ってくださいびゃああああ！　ばごぉ！　どんぶぁ！　ご、ごばああああああああ！　も、ももももうゆるしてくだしゃべえええええ！　めぎゃ！　もぐん！　どっぱるぁ――っ！」

　数分後。

　リーゼントは、八割ぐらい死んでるような状態で、地面に倒れていた。

「あ、あひいい……ひゅいいい……」

「なにこいつ。引くほど弱いわね」

　先輩は両手をぱんぱんと払いながら言う。

　それから、残りの不良たちに視線を向ける。

　不良たちはビクリと全身を震わせる。

　そして、

「し、失礼しましたあああああああ！」

　腹の底から声を上げると、地面に倒れるリーゼントを担かついでこの場から去っていった。

「やれやれ……」

　先輩はため息混じりにつぶやく。

　うーむ……

　なんか、最初からこうしてればよかったんじゃないか、とか思ってしまったりする。

　先輩は、俺おれたちのほうに向き直る。

「……たすかったわ」

　ぽつりと告げる。

「あたし一人じゃ、あいつらに勝てなかった。あんたたちのおかげで勝つことができたわ。だから、一応、お礼は言っておくことにする。……ありがと」

　ちょっと照れた様子で、俺たちから目を逸そらす。

　俺は首を横に振り、

「お礼なんていいんです。だって俺たちは……自分たちのために、勝ちたいと思ったんですから」

　自分たちが戻る場所を守るために。

　そのために、俺たちは必死に戦ったんだ。

「ブタロウ……」

「お礼なんかよりも――」

　俺は真剣な顔で先輩を見つめ。

　何度も何度も繰り返してきた言葉を告げる。

「お願いです、俺と結ゆう野のを第二ボランティア部に戻してください」

　最初は、先輩に無理矢理に入部させられた。

　メチャクチャなドＭ治療など、いろいろ酷ひどい目にもあった。

「……入部した最初の頃ころは、辞やめたい辞めたいっていつも思ってました」

　先輩の破天荒な行おこないには、振り回されっぱなしで――

　メチャクチャなドＭ治療は、正直やめてもらいたいけど――

「でも……いまはもう、辞めたいとは思いません。いつの間にか思わなくなったんです」

　それは。

　毎日毎日積み重ねてきた、馬ば鹿かみたいな思い出が。

　いつしか、俺おれにとって大切なものになってしまっていたから。

　そういう大切なものを、これからも積み重ねたいと思っているから。

「だから……お願いです、先輩」

「…………」

　いまなら、俺の言葉が届く。

　男子生徒たちとの勝負を通して、一つになれたいまなら。

　俺はそう思っていた。

　だが、石動いするぎ先輩は――

　黙って、首を横に振った。

「――っ」

　どうして……

　どうしてだよ……

　全身の力が抜ける。

　両りよう膝ひざが地面に落ちそうになる。

　なんとか両足を踏ん張り、

「どうしてなんですか……どうして、そんなにまで……」

「…………」

「理由を……せめて理由を教えてください！　俺たちを退部にした、俺たちを第二ボランティア部に戻したくない理由を！」

「そ、それは……」

　先輩は苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべると――

　一瞬だけ、結ゆう野ののほうに視線を向けた。

　本当に一瞬だけ。

　どうして結野に視線を……？

「美み緒おさん」

　結野が一歩前に出る。

「いまの美緒さんの仕草で……わたしにはわかりました」

「嵐あらし子こ……」

「やっぱり、そうだったんですね……それが理由だったんだ……」

「…………」

　結野はまっすぐに先輩を見つめ、

「――言ってください、美緒さん」

　と、告げた。

　先輩が息を呑のむ。

「怖いっていう気持ちはもちろんあります……本当は、不安でいっぱい……」

　結ゆう野のは、軽く握った右みぎ拳こぶしを自分の胸に当てるような格好で。

　ちらり、と俺おれのほうを見やる。

「でも……言ってほしい。美み緒おさんの本当の気持ちを。美緒さんがずっと胸に秘めてきた想おもいを。このまま、その想いを閉じこめたまま、過ごしてほしくないんです。――その気持ちは、想いは、ひた隠しにしなきゃいけないようなものじゃない。人が抱いだくことのできる、もっとも綺き麗れいで素敵な感情だと思うから」

　結野は、やわらかい笑みを先輩に向ける。

「ね、美緒さん」

「…………」

「勇気を出してください。自分のために」

「…………」

　うつむき加減だった石動いするぎ先輩は――

　ゆっくりと、その顔を上げた。

　その瞳ひとみに強い決意の光を宿しながら。

　そして、小さな声で言う。

「――うん」

　結野の笑みが広がる。

　先輩は、俺のほうを見つめてきた。

「……太た郎ろう」

　先輩の顔が赤くなっていく。

　どんどん赤くなっていく。

　全身は緊張で固くなり。

　小さな唇は小こ刻きざみに震え。

　その瞳は潤うるんでいるように見える。

　先輩は、大きく、大きく息を吸い込むと、

「あ、ああ、あたしは……あたしは――」

　両拳をぎゅっと握りしめ、世界中に響き渡るような大きな声で、

「あたしは――太郎のことが好きなのよっ！」

　――と、告げた。

「……え？」

　俺はつぶやいたあと、言葉を失う。

　石動いするぎ先輩は……

　いま、なにを言って……

　限界まで顔を真っ赤にした先輩は、爆発するような勢いで、

「ず、ずず、ずっと前から、この気持ちは胸にあって……その気持ちの正体が自分でもよくわからなくて、ごまかして、気付かないふりをして、見ないふりをしてきたっ！　で、でも、いま言葉にしてみて、自分でもすごく納得できた！　あたしは太た郎ろうのことが好きなの！　めちゃくちゃ好きなのっ！　大好きなのよっ！」

　そう言ったあと――

「これがあたしの本当の気持ちよ！　なんか文句あるっ!?」

　逆ギレするような感じで叫んだ。

「あたしが太郎と嵐あらし子こを退部にしたのも……あたしがそばにいると嵐子が不安な気持ちになるんじゃないかとか、もうあんたたちは二人だけで充分にやっていける、そのほうがいいって思ったからだとかいろいろあるけど、一番の大きな理由は、本音は――恋人どうしになった太郎と嵐子を見続けるのがつらかったから……あと、それと同じくらいの理由で、自分の中の気持ちが、もう我慢できないくらいに大きくなっていることに気付いたから……そういうことなのよ……」

　俺おれ、辰たつ吉きち、間ま宮みやさん、そしてみちる先生でさえ、驚いた顔をしている。

　結ゆう野のだけは、優しいほほ笑みを浮かべていた。

「あー、もう！」

　言って、先輩はその場にしゃがみ込む。

　顔を赤くしたまま、両手で頭を抱かかえ、

「ついに言っちゃったわ……ちくしょう……というか、あたしの初恋って、このドＭの変態野郎ってことになるのよね？　しかも彼女持ちの。なんかいろいろ最悪だわ……」

　そんなことをつぶやいたりしている。

　俺は……もう、絶句するしかなかった。

　結野は先輩の傍かたわらに近づき、

「美み緒おさん……」

「…………」

「美緒さん、がんばりましたね……本当に……」

「…………」

　先輩は、むーっとした目で結野を見上げると、

「……『美緒さん、がんばりましたね』って、なによその上から目線」

「へ？」

　結野は両目をぱちぱちさせる。

　先輩はばっと立ち上がると、

「その『美み緒おさんがなにを言っても、タローの彼女はわたしですから』的な顔がすげえムカつくのよっ！」

「そ、そんなつもりは……」

「でも、その余裕もいまのうちよっ！」

　先輩はびしっと結ゆう野のを指差すと、告げた。

「いま、ブタロウはあんたの彼氏だけど――いずれ、あたしがいただくから！」

「えええええええっ!?」

「あたしは神様！　誰だれの願いだって叶かなえる！　そう――自分の願いもね！　だから、いつかブタロウを奪ってやるわ！　あたしにけちょんけちょんに負かされるのが嫌なら、いますぐブタロウを差し出しなさい！」

「…………」

　結野はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが。

　やがて――

「……それはできません」

　力強く、そしてどこか楽しそうな笑みを浮かべる。

「いくら美緒さんが相手でも、タローだけはゆずれませんから！　美緒さんこそ、さっさと諦あきらめてください！　初恋は叶わないっていうのが世の常識なんですよ！」

「威勢がいいのもいまのうちだけだわっ！　本気を出したあたしはマジですごいんだから！　いまはリードされてるけど、最終的にはあたしが勝つ！」

「負けません！　絶対に！」

「あたしだって負けないわよ！」

　お互いの顔を近づけ、そんなことを言い合う先輩と結野。

　どうしてだろう。言い合う二人は、なぜかうれしそうな顔をしているように見えた。

　そして俺おれは……

「…………」

　いまだ、茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態から抜け出せずにいるのでした。




　数日後――

　いま俺がいるのは、第二ボランティア部の部室。

　そして、俺の目の前に立っているのは、

「この、しょっぱいブタ野郎が！」

　亜あ麻ま色いろの髪を長く伸ばした、超絶美少女。

　第二ボランティア部の部長、石動いするぎ美緒先輩だった。

　部室には、俺おれと先輩のほかに、結ゆう野のとみちる先生もいる。

　いつものメンバーが集合している。

　先輩は――俺と結野が部活に戻ることを認めてくれたのだ。

「おまえはマジでキモい！　画かつ期き的てきなほどにキモい！　おまえのあまりのキモさによって宇宙のバランスが崩れちまったらどうすんだ、ブタ！」

「す、すみません……」

　俺はついついあやまってしまう。

　石動いするぎ先輩は俺の胸ぐらを掴つかみ上げると、

「あんたのキモすぎるドＭ体質を治せるのは、やっぱりこの美み緒おさまだけ！　神様であるこのあたしだけよ！　というわけで、今日からまたドＭ治療方法を考えてやるから、覚悟しなさい！」

「か、覚悟しましゅう……はあ、はあ、はあ……」

　先輩の鋭い眼光に、俺はかなり気持ちよくなってしまっていた。

「ふむ……やはりいいな、この空気は……」

　と、みちる先生はどことなく満足そうな表情でつぶやく。

　――今回は最初から最後まで、ほとんど傍ぼう観かんしていただけのみちる先生。

　でもそれは、はじめからこういう結末になることを予想していたから……俺と結野は、自分たちの意志と力で石動先輩の心を変えると、そう信じていたから……だから、あえてなにもしなかった。

　そうなのではないかと、リレーでゴールしたときみちる先生が浮かべたほほ笑みを見て、思った。

　本当はまったく違うのかもしれないけど。この人は恐ろしいほど壊れている人だし。

　それにしても――

　あまりにも日常的な光景すぎる。

　そして、石動先輩はいつも通りすぎる。

　数日前の愛の告白のことなんて、綺き麗れいに忘れてしまっているみたいに。

　というか、あれは本当にあったことなのだろうか？

　じつは、あれは夢の中の出来事だったんです――そう言われたらすぐに納得してしまいそう。

　だって、この石動先輩が、俺のことを好きだなんて……

　と、そのとき。

　先輩が、俺の顔をじーっと見つめていることに気付いた。

「な、なんですか？」

「…………」

「せ、先輩？」

「…………」

　先輩はなにも言わず、黙り込んでいる。

　やがて先輩は――

　ちゅ、と俺おれの頬ほおにキスをした。

　かなり素早く。

「――っ!?」

　せ、せせせ、先輩!?

　い、いい、いいいまなにを!?

　俺はかなり驚いた。

　キスをしたほうの石動いするぎ先輩も、驚いた顔をしているように見える。

「み、美み緒おさん!?」

　結ゆう野のが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「い、いいい、いま、タローのほっぺたにキスしましたよねっ!?」

「し、してないわよっ！」

「しました！　わたし、ちゃんと見たもん！」

「つ、つい反射的に――じゃなくて、あんたの目の錯さつ覚かくよ！」












「人の彼氏に勝手にキスするなんて、非常識すぎます！」

「それは確かにちょっと悪いと――じゃなくて、えっと……」

「ずるい！　美み緒おさんずるい！」

　結ゆう野のは怒った顔で言うと、大おお股またで俺おれのほうに近づき、

「わ、わたしだって、タローにキスしたいもんっ！」

　叫ぶように言ったあと、思い切ったような感じで――俺の頬ほおにキスをした。

　先輩がキスしたほうとは逆の頬に。

「ゆ、結野!?」

　俺はぎょっとする。

　なぜなら、結野は男性恐怖症なわけで……

　男性に触れると、その男性を殴ってしまうわけでございまして……

　結野の両目が泳ぐ。

　全身が小こ刻きざみに震える。

「こ、ここここわいよおおお――――っっ！」

「がぽおていいいいいいいい――っ!?」

　結野の鉄てつ拳けんを喰くらった俺は、激しく背後に吹っ飛んだ。

　後ろにあった壁に後頭部を打ち付ける。

　ドＭの変態野郎である俺は――

「へぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　見事に覚かく醒せいした。

　覚醒したのれるうううううっ！

「はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあ！　い、いまの鉄拳すげえよかったれすううう！　だからあと百発ほど追加をお願いしたい所しよ存ぞんでれろれろれろおおおおお――っ！」

　俺はとても気持ち悪い笑みを浮かべ、うにょうにょ全身を動かしながら結野と石動いするぎ先輩のいるほうに駆け寄り――

「そのキモすぎる動きはなんだ見苦しいからもう死ねえええ――っ！」

「お、おおおおお、おとこのこコワすぎるよおおおおおおお――っ！」

　先輩と結野のスペシャルアッパーパンチによって、上空に吹っ飛んだ。

　あ、あああああ……快感……

　俺はあまりの気持ちよさに、涙を流しました。






あとがき









　唐突ですが、いまふと昔のことを思い出しました。

　それは中学生のときのこと。僕は実家のリビングでうつ伏せで昼寝をしていました。そのときリビングに母が入ってきて、タンスの前で洗濯物をたたんだりしていました。

　目を覚ましてぎょっとしました。なぜなら、両腕がまったく動かなかったからです。

　両腕を折り曲げて胸の下に敷くようにして眠っていたせいで、長時間正座したあとの両足のように腕が痺しびれ、一時的に動かせなくなっちゃったのです。

　寝ぼけていた僕は、必要以上にテンパってしまって、リビングにいた母親のもとにすごい勢いで駆け寄り「お、お母さんお母さん！　腕が動かへんねん！　まったく動かへん！」とほとんど泣きながら叫びました。

　母は驚きよう愕がくしておりました。さっきまでぐーぐー昼寝していた息子が、いきなり駆け寄ってきて腕が動かないとかわけのわからないことを言っている。ついに頭がアレになっちゃったのかと思ったことでしょう。

　母は驚きながらも僕の両腕の手首を握り、上下にぶんぶん振りながら「動くやん！　ほら、動くで！」と、いま思えばちょっと意味不明な対処をしたりしました。

　すると僕は「……あ、ほんまや。動くわ」と母に動かしてもらってるだけなのになぜか納得すると、さっきまで自分が眠っていた場所に戻り、横になってまた寝息を立てはじめた……と、母が言っておりました。寝ぼけていた僕が覚えているのは半分くらいで、あとは母親の証言なのですが、我ながらアホな子だなあと思いました。




　そんなアホな子が書いた小説がアニメになるそうです。でも、まだ信じられません。俺おれの人生にそんないいことが起こるはずがない！　実際に放送されるまでは信じないぞ！

　まあそれはそれとして、謝辞を。今回も神イラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、担当のＳ様、編集長のＭ様、装丁を担当してくださった松まつ井い様、校正様、編集部や営業の皆様、ありがとうございます！

　そして、読者様に心からの感謝を。本当にありがとうございます。

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。





二〇一〇年　二月　松まつ野の秋あき鳴なり

























　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。自分でも引くほどの猛烈ダメ人間。一般人のダメ力が５くらいだとすると、オラのダメ力は３３４くらいあると思います。

　　しかしながら、がんばって生きてるんだぜ！




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。

　　ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピーチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）
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松野秋鳴
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